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警告

本書は説明書原本の
翻訳版です

オペレーターズ
ガイド
安全性、車両およびメンテナンス
に関する情報

SPORT-UTILITY E-TECおよび
EFIシリーズ

16才。

このガイドをよくお読みください。重要な安全情報が記載されて
います。
推奨されるオペレーターの最少年齢：
このオペレーターズガイドは、常に車両に保管してください。



警警告告
ここのの車車両両はは、、運運転転経経験験ののああるる他他のの車車両両のの性性能能をを超超ええてていいるる可可能能
性性ががあありりまますす。。新新ししいい車車両両にに慣慣れれるるままでで十十分分にに時時間間ををかかけけててくく
だだささいい。。

TM®で示される以下の商標は、BRPまたはその関連会社が所有してい
ます。
以下の商標は、Bombardier Recreational Products Inc.またはその子
会社に帰属します：

ACETM D.E.S.S.TM HPGTM

iTCTM RERTM ROTAX®

SKI-DOO® XPS®

無断複写転載を禁じます。本書の内容の一部または全部を、
Bombardier Recreational Products Inc. の許可なしに無断転載するこ
とは禁止されています。
©Bombardier Recreational Products Inc. (BRP) 2026
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Deutsch
Dieses Handbuch ist möglicherweise in Ihrer Landessprache
verfügbar. Bitte wenden Sie sich an Ihren Händler oder besuchen Sie:
www.operatorsguides.brp.com

English This guide may be available in your language. Check with your dealer or
go to: www.operatorsguides.brp.com

Español Es posible que este manual esté disponible en su idioma. Consulte a su
distribuidor o visite: www.operatorsguides.brp.com

Français Ce guide peut être disponible dans votre langue. Vérifier avec votre
concessionnaire ou aller à: www.operatorsguides.brp.com

⽇ 本 語
こ の ガ イ ド は 、 ⾔ 語 に よ っ て 翻 訳 版 が ⽤ 意 さ れ て い ま す 。 .
デ ィ ー ラ ー に 問 い 合 わ せ る か 、 次 の ア ド レ ス で ご 確 認 く だ さ い ：
www.operatorsguides.brp.com

Nederlands Deze handleiding kan beschikbaar zijn in uw taal. Vraag het aan uw dealer
of ga naar: www.operatorsguides.brp.com

Norsk Denne boken kan finnes tilgjengelig på ditt eget språk. Kontakt din
forhandler eller gå til: www.operatorsguides.brp.com

Português Este manual pode estar disponível em seu idioma. Fale com sua
concessionária ou visite o site: www.operatorsguides.brp.com

Suomi Käyttöohjekirja voi olla saatavissa omalla kielelläsi. Tarkista jälleenmyyjältä
tai käy osoitteessa: www.operatorsguides.brp.com

Svenska
Denna bok kan finnas tillgänglig på ditt språk. Kontakta din återförsäljare
eller gå till: www.operatorsguides.brp.com

'' mm ¨̈ VV ?? µµ ]] ¥¥ ÔÔ ÕÕ ¥¥ JJ rr ññ '' bb hh __ ÜÜ gg �� ÙÙ ØØ �� �� �� ¨̈ cc
www.operatorsguides.brp.comÏÏ ÓÓ

$$ °° ØØ bb

Italiano Questa guida potrebbe essere disponibile nella propria lingua. Contattare
il concessionario o consultare:

Русский
Воспользуйтесь руководством на вашем языке. Узнайте
о его наличии у дилера или на странице по адресу
www.operatorsguides.brp.com

www.operatorsguides.brp.com

520 003 745_JA
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モデル パッケージ 排気ガス

Tundra
Sport

600 EFI
LE

Skandic

Sport
600 EFILE 500 mm

（20 in）

LE 500 mm
（20 in）

600RR E-TEC
LE 600 mm
（24 in）

カナダの製品代理店は、Bombardier Recreational Products Inc.
(BRP) です。

米国内では、製品の流通とサービスはBRP US Inc. が行います。

欧州経済圏（欧州連合加盟国プラス英国、ノルウェー、アイスラン
ドおよびリヒテンシュタイン）、独立国家共同体（ウクライナおよ
びトルクメニスタンを含む）、ならびにトルコでは、製品の流通と
サービスはBRP European Distribution S.A. およびBRPのその他の関
連会社または子会社が行います。

製品の流通とサービスは、Bombardier Recreational Products Inc.
(BRP)または提携機関が行います。

オペレーターズガイド
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一一般般情情報報
新型のBRPスノーモービルをお買い上げいただきありがとうござい
ます。購入いただいた製品のサポートは、どのモデルについても、
Bombardier Recreational Products Inc.（BRP）の保証サービス、お
客様が必要とされる部品、サービスおよびアクセサリーを取り揃え
ているBRPスノーモービルディーラーの認定ディーラーネットワー
クが行っています。

ディーラーはお客様の満足を提供いたします。また、ディーラー
は、初期調整やスノーモービルの点検、ならびに本製品の使用前に
お客様の体重や走行環境に合わせたに最終調整を行うためのトレー
ニングを受けています。

納入時に、お客様には保証範囲をお知らせし、新しい車両がご満足
いただけるものであることを保証するために納入前チェックリスト(-
Predelivery Check List)にお客様からご署名を頂いております。

乗乗車車前前にに確確認認すすべべききこことと
お客様、同乗者、またはその場に居合わせた人が負傷または死亡す
る危険の回避方法を学ぶため、車両（艇体）を操作する前に以下の
セクションをお読みください。
– 安全情報
– 車両情報

スノーモービルに貼付されているすべての警告ラベルをよく読み、
下記のQRコードから視聴できる安全講習ビデオをよくご覧くださ
い。

安安全全メメッッセセーージジ
このオペレーターズガイドでは、特定の情報を強調するために次の
ような警告記号と文章を使用しています。

安全警告記号 は、人が負傷する恐れがあることを示しています。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。
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注注意意
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、中中度度ままたたはは軽軽度度のの負負傷傷をを招招くく恐恐れれがが
ああるるここととをを示示ししまますす。。

注注意意
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合はは、、車車両両のの構構成成部部品品ややそそのの他他にに重重大大なな
損損傷傷をを招招くく恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドににつついいてて
本オペレーターズガイドは、このスノーモービルとそのさまざまな
操作、メンテナンス、そして安全な走行のための注意事項につい
て、所有者、オペレーター、または同乗者の方によく知っていただ
くために作成されています。

本ガイドでは、オペレーター、同乗者および車両の構成に関する用
語は、以下の意味で使用されます。
– オオペペレレーータターー：コントローラー類を操作して、スノーモービルを
操縦する人を指します。

– 同同乗乗者者：オペレーターの後ろに着座する人を指します。
– 11--UUPP：オペレーター1人用に設計されたモデルを指します。
– 22--UUPP：11人人の同乗者を乗せるように設計されているモデルを指し
ます。

このオペレーターズガイドは、車両内に保管し、運転、他の乗員の
指導、メンテナンスおよびトラブルシューティングのために参照し
てください。

また本ガイドは各種言語に翻訳されております。内容に不一致が生
じた場合は、英語版の内容が正しいものと見なされます。

オペレーターズガイドの閲覧やコピーを希望する場合は、次のウェ
ブサイトにアクセスしてください。

wwwwww..ooppeerraattoorrssgguuiiddeess..bbrrpp..ccoomm

本書に記載されている情報は、発行時点で正しいものです。 ただ
し、BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改善を施す義務を
負うことなく、製品を継続的に改善する方針を維持します。その後
の変更により、製造された製品と本ガイドにおける説明および／ま
たは仕様との間に差異が生じる場合もあります。 BRPは何らの義務
を負うことなく、製品の仕様、設計、機能、型式、装置などをいつ
でも変更し、あるいは製造を終了する権利を留保します。

車両を売却するときは、このオペレーターズガイドを必ず車両内に
入れておいてください。

一般情報
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環環境境へへのの配配慮慮
当社が支持するガイドラインは、あなたのスノーモービル走行の楽
しみを制限するためのものではなく、スノーモービル走行において
だけ経験できるすばらしい自由を保護するためのものです！これら
のガイドラインは、スノーモービル使用者の健康と喜びを維持し、
自分が知っていて享受しているお気に入りのウインタースポーツ
を、他の人たちに紹介することができるようにします。それゆえ、
次回、さわやかで空気が澄んでいて晴れた冬の日にトレールを走行
するとき、自分がこのスポーツの未来への道を開いていることを思
い出してください。私たちを正しい道に導いてください！BRPの全
社員は、あなたがご自分の任務を果たしていることに感謝していま
す。

スノーモービル走行より楽しいものはありません。荒野を横断する
スノーモービルトレールはわくわくする健康なウインタースポーツ
です。ところが、レクリエーションパークを使用する人の数が増え
るにつれて、環境に害を与える可能性も増大しました。土地、施設
および資源の乱用は、不可避に私有地と公有地両方の制限と閉鎖に
つながります。

実際には、スノーモービルスポーツに対する最大の脅威は、私たち
を取り囲むすべてなのです。このため、私たちは1つの論理的な選択
をせざるを得ないのです。スノーモービルで走行する場合、私たち
は常に責任を持って走行しなければなりません。

大多数の人は法律を守り、環境を大切にします。私たちのそれぞれ
は、老若を問わず、スノーモービルの初心者たちのための1つの実例
となる必要があるのです。

私たちのレクリエーションエリアに控えめに立ち入ることがすべて
の人の最高の利益になります。と言うのも、長期的に見れば、ス
ノーモービリングを保護するために、環境を保全しなければならな
いからです。

知知識識ががああるるこことと。地図、規制、および林野庁や他の公有地所轄官庁
が提供するその他の情報を入手してください。規則を学び、規則に
従いましょう。このことは制限速度にも当てはまります！

幼幼木木、、低低木木、、草草のの上上をを走走行行すするるののはは避避けけ、木を切らないでくださ
い。平地や、トレールライディングの人気の高い土地では、許可さ
れているところだけを走行することが重要です。環境を保護するこ
とと、自分の身の安全を図ることはリンクしているのです。

野野生生動動物物を大切にしましょう。子供を育てている動物や、食料にあ
りつけていない動物には特に注意しましょう。ストレスは蓄えられ
ている少ないエネルギーを弱めてしまいます。動物だけが歩き回る
ことになっている地域でスノーモービル走行をしないでください！

ゲゲーートトのの閉閉鎖鎖とと制制限限標標識識をを順順守守し、軽率な立ち入りで場を荒らさな
いように気をつけましょう。

一般情報
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自自然然保保護護区区域域にに立立ちち入入ららなないいででくくだだささいい。。そのような区域はすべて
の車両が進入禁止です。境界がどこにあるか知っておいてくださ
い。

私私有有地地をを横横切切るる場場合合はは許許可可をを得得ててくくだだささいい。土地所有者の権利や他
の人々のプライバシーを尊重してください。スノーモービル技術は
騒音を大幅に低下させましたが、静寂が「日常の当然のことであ
る」場所では、エンジンの回転を上げないでください。

スノーモービル使用者は、スノーモービリングの歴史を通して、
人々が安全かつ責任を持ってスノーモービル走行できる地域にアク
セスするために重ねた努力を極めてよく知っています。この努力は
今日も、かつて以上に継続されています。

私たちがスノーモービル走行する地域を大切にすることは、それが
どの地域であっても、その地域での将来の楽しみを確保する唯一の
方法です。これこそが、当社があなたが「控えめな雪原走行」こそ
賢いそり遊びであることに同意すると思う主な理由です。さらにま
だあります。

冬とそのすべての自然界の雄大な驚異を見る機会を享受すること
は、スノーモービル使用者が大事にする体験です。控えめな雪原走
行はこの機会を保存し、私たちが他の人たちに冬の美しさとスノー
モービル走行の比類のないスリルを体験させるのを可能にします！
控えめな雪原走行は、スノーモービリングの成長に役立ちます！

最後に、控えめな雪原走行は、賢いスノーモービル使用者の印で
す。あなたがスノーモービルに乗れることを示すために、処女林に
大きな行跡を残したり、傾斜走行する必要はありません。高い性能
を持つBRPのスノーモービルで走行しているかどうか、他のメー
カーやモデルかどうかに関わらず、自分が何をしているのかを理解
してください。雪の飛ばし方を知っていることを示し、軽いタッチ
で行跡を残しましょう！

操操縦縦者者ととししててのの自自覚覚をを持持つつ
BRPは、パワースポーツを楽しむ人やマリンコミュニティにいる
人々が協力し合い、安全、運転のエチケット、環境について考え直
す機会があると信じています。当社は、すべてのライダーに責任を
持って運転していただく、つまり、互いに配慮し合い、トレイルや
走行する場所を守る責任を持っていただくことで、業界は初心者を
歓迎し、お互いを気遣うコミュニティを築き、建設的な体験をもた
らすようになるものと考えています。

トレイル、道路、水上、または雪上であるかどうかを問わず、BRP
は、良い影響を与える変革を推し進めています。こうした理由か
ら、当社は、活動、教育、コミュニティの強化を通じて、
Responsible Rider（責任あるライダー）プログラムをCRS（企業の
社会的責任）の取り組みの主要部分としています。

一般情報
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安全、運転のエチケット、環境についてのヒントやコツを含む
Responsible Rider（責任あるライダー）プログラムの詳細について
は、 sskkii--ddoooo..ccoomm//rreessppoonnssiibbllee--rriiddeerrをご覧ください。または、以下
のQRコードを使用してください。

今こそ行動を起こすときです！BRPのコミュニティにご参加くださ
い。ISMAメンバーやBRPのJosé Boisjoli CEOも参加しているスノー
モービルコミュニティが、お気に入りのウィンタースポーツの場や
スノーモービルトレイルの保全に取り組んでいます。次のサイトか
らご参加いただけます： ssnnoowwmmoobbiilleerrsspplleeddggee..oorrgg

一般情報
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安安全全情情報報
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運運転転すするる前前にに

警警告告
ここののガガイイドドおおよよびび製製品品にに貼貼付付さされれてていいるるララベベルルにに記記載載のの安安全全にに
関関すするる注注意意事事項項やや指指示示をを無無視視すするるとと、、負負傷傷やや死死亡亡事事故故ににつつなながが
るる恐恐れれががあありりまますす。。

運運転転がが許許可可さされれるる年年齢齢とと能能力力
オペレーターには資格が必要です。オペレーターは、運転免許証を
所有する18才以上の人でなければなりません。居住する地域によっ
ては、さらに多くの規制がある場合があります。最低年齢に関する
法律や免許に関する要件は、法域によって異なります。使用を考え
ている法域におけるスノーモービルの合法的な運転に関する情報
は、地域の機関にお問い合わせください。 BRPでは、お客様が安全
なコースを走行するよう強く推奨しています。スノーモービルを安
全に運転するには、基本的なトレーニングが必要です。

視覚に障害のある方、反応時間の長い方、判断力の低下している
方、コントロール類の操作のできない方によるスノーモービルの運
転は推奨されません。スノーモービルの安全運転は、視界、速度、
天候、環境、交通量、車両の状態およびオペレーターの状態など、
数多くの条件に関係します。当社のスノーモービルの性能は、今ま
で運転した他のスノーモービルよりもはるかに勝っている場合があ
ります。このため、初心者や経験の浅いオペレーターによる使用は
推奨していません。

どの同乗者も、正しく着座したときに、両足を同時に各フットボー
ドにしっかりと着けることができなければなりません。

薬薬物物ややアアルルココーールル
薬物やアルコールを摂取した場合は、絶対に乗らないでください。

スノーモービルに乗る場合、オペレーターおよび乗員は、飲酒して
おらず、注意力があり、周囲に気を配っていることが必要です。

薬物の服用や飲酒をしている場合、反応時間が長くなり、判断力が
低下し、視覚が阻害され、安全にスノーモービルを運転する能力が
妨げられます。

雪雪崩崩安安全全トトレレーーニニンンググココーースス
当社は、すべてのマウンテンライダーが地元での雪崩安全トレーニ
ングコースを受講して、積雪状態をよく知るようにし、自分のス
ノーモービルを正しく使用する方法を学ぶことを推奨します。下記
は重要な情報を提供するウェブサイトです。
– – 米国：www.avalanche.org
– – ヨーロッパ：www.avalanches.org
– – カナダ：www.avalanche.ca
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保保護護具具
どのライダーも、適切なスノーモービルウェアを着用してくださ
い。ウェアは心地よく、大きさに余裕がなければなりません。必ず
天気予報を確認してから出かけてください。予想される最も寒い天
候に適した衣服を着用してください。肌の上に防寒用下着を着用す
ると、断熱性が高くなります。

安全性と快適さを確保するため、認定されたヘルメットを必ず着用
してください。 上記の下着とヘルメットを着用すれば暖かさが増
し、けがを減らします。ニット帽、目出し帽、フェイスマスクを必
ず携帯または着用してください。ヘルメットに取り付けることがで
きるゴーグルやフェイスシールドは不可欠です。

手には十分な断熱効果のあるスノーモービルグローブまたはミット
を着用して保護し、親指と他の指がコントローラー類を操作できる
ようにしておいてください。

着脱可能なフェルトライナーが付いたナイロン製または皮革製のゴ
ム底ブーツが、スノーモービル走行には最適です。

スノーモービルで走行する場合は、可能な限り衣服を湿らせないよ
うにしてください。 屋内に入ったとき、スノーモービルスーツと
ブーツを脱ぎ、それらが適度に乾燥していることを確認します。

可動部分に引っかかる恐れのある長いスカーフやだぶついた衣服を
着用しないでください。

カラーレンズ付きのゴーグルを携帯してください。

必必要要なな装装備備
スノーモービルの所有者として、あなたには必要なすべての安全装
備をスノーモービルに備える責任があります。要件に関する現地の
規制を確認してください。

救急箱 付属の車載工具

携帯電話 ナイフ

スペアスパークプラグ 懐中電灯

粘着テープ（ダクトテープ） トレールマップ

予備ドライブベルト 軽食

プローブ* シャベル*

運転する前に
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雪崩用バッグ* -

*雪崩のリスクがある地域で走行する場合

運転する前に
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ススノノーーモモーービビルルにに慣慣れれるる
この車両は、過去に運転経験のある他の車両の性能を超えている可
能性があります。新しい車両に慣れるまで十分に時間をかけてくだ
さい。

経験の浅いライダーは危険を見逃し、車両特有の挙動や地面の状態
に驚くことがあります。低速で走行してください。過度の速度や無
謀な走行は、死亡事故を起こす恐れがあります。

初めて運転する場合や同乗者を乗せる場合は、事前にこのオペレー
ターズガイドをよく読んで理解し、スノーモービルのコントロール
類や操作に十分慣れておくようにしてください。そのような機会が
持てなかった場合は、交通のない場所を選んで1人乗りで練習し、コ
ントロール類の感覚や応答に慣れてください。

オペレーターの経験に関わらず、スノーモービルの操作特性をオペ
レーターに伝えることは非常に重要です。スキースタンス、スキー
タイプ、サスペンションタイプ、トラック幅、全幅およびタイプな
ど、スノーモービルの構成は、モデルごとに異なっています。 ス
ノーモービルの操作性は、上記の特性から大きな影響を受けます。

トトララッックク推推進進装装置置
このスノーモービルは、トラック推進装置を装備しています。 ト
ラックは、雪で覆われた路面をとらえ、路面にかかった力とは逆の
方向にスノーモービルを押します。トラックから離れていてくださ
い。 回転しているトラックに接触すると、負傷する恐れがありま
す。

警警告告
回回転転ししてていいるるトトララッッククのの後後方方やや近近くくにに絶絶対対にに立立たたなないいででくくだだささ
いい。。飛飛ばばさされれたた異異物物にによよっってて重重傷傷をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。

トラックのグリップは、路面状態によって変わります。圧雪や氷の
上では、グリップが低下する場合があります。速度を下げ、旋回す
るための空間を広く取りましょう。スキーのグリップとトラックの
グリップとのバランスの取り方については、このガイドのトラック
強化製品のサブセクションを参照してください。スノーモービルの
フロントとリアのトラクション強化製品が正しく組み合わせられて
いないために、フロントとリアのバランスが取れていない場合、ス
ノーモービルはオーバーステアやアンダーステアになりがちで、制
御を失う恐れがあります。

スステテアアリリンンググ
ハンドルバーを通じてスキーを使用して、スノーモービルを操舵し
ます。操舵能力は、路面に対するスキーのグリップによって異なり
ます。操舵制御能力は、圧雪、氷、道路上で低下することがありま
す。速度を下げ、曲がるための十分な空間を取りましょう。スキー
のグリップとトラックのグリップとのバランスの取り方について
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は、このガイドのトラック強化製品のサブセクションを参照してく
ださい。スノーモービルのフロントとリアのトラクション強化製品
が正しく組み合わせられていないために、フロントとリアのバラン
スが取れていない場合、スノーモービルはオーバーステアやアン
ダーステアになりがちで、制御を失う恐れがあります。

同乗者を乗せたり荷物を運搬したりすると、操舵制御性が低下しま
す。速度を下げ、曲がるための十分な空間を取りましょう。

テテザザーーココーードド
エンジン始動前に必ずテザーコードアイレットを衣類に取り付け
て、オペレーターが転落したときにエンジンが停止するようにして
ください。

航行後、子供や他の人がエンジンを始動させてしまうことのないよ
うに、また、密閉空間（ガレージを除く）で始動しないように、必
ずエンジンカットオフスイッチからテザーコードを外してくださ
い。

ブブレレーーキキ
特定の状況下では、制動性能が突然変化する場合があります。走行
時に同乗者がいたり、後部に荷物を積んでいるときは、スノーモー
ビルの制動距離が長くなる場合があることを忘れないでください。
ブレーキを強く掛けないでください。トラックがロックします。制
御を失う恐れがある不測の出来事を避けるために、制動中は必ず自
制して、トラックをブロックしないようにしてください。

トラックにスタッドを使用していると、圧雪や氷の上での制動能力
が上がりますが、軟雪では顕著な効果はありません。トラックへの
スタッドの取り付けについては、トラクション強化製品のサブセク
ションを参照してください。

パパーーキキンンググブブレレーーキキ
エンジン始動前に、必ずパーキングブレーキをかけてください。
パーキングブレーキは、スノーモービルを駐車する場合、必ず使用
してください。

スノーモービルを動作させるときは、パーキングブレーキが完全に
解除されていることを確認します。車両で走行するとき、レバーを
引き続けると、ブレーキパッドが引っ張られることになり、その結
果ブレーキシステムが損傷し、制動能力の喪失や火災が発生する恐
れがあります。

荷荷物物のの運運搬搬
荷物の運搬は、車両のハンドリング性能、安定性、および制動距離
に影響します。そのため、正しい積載および重量配分が重要です。

スノーモービルに慣れる
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荷物を運搬するときは、以下の推奨事項を遵守することが重要で
す。
– 絶対に最大積載量を超えないでください。該当のスノーモービル
の積載量については、車両の安全情報または技術仕様のサブセク
ションを参照してください。

– 荷物の荷重に合わせて必ずサスペンションを調整してください。
詳細については、走行に関する調整のサブセクションを参照して
ください。

– BRP LinQ認定アクセサリーで適切に固定されている場合を除
き、絶対に荷物を運搬しないでください。BRPが認定していない
アクセサリーは、この用途に適していないと考えられる場合もあ
ります。

– 荷物を運搬しているときは、必ず速度を下げ、徐々に曲がり、制
動距離を長めに取ってください。

警警告告
貨貨物物ののけけんん引引やや運運搬搬のの際際ににここれれららのの推推奨奨事事項項にに従従わわなないいとと、、操操
作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。

貨貨物物ののけけんん引引
貨物のけん引は、車両のハンドリング性能、安定性、および制動距
離に影響します。 そのため、正しい積載および重量配分が重要で
す。

貨物をけん引するときは、以下の推奨事項を遵守することが重要で
す。
– カーゴキャリアまたはアクセサリーをけん引する場合は、必ず剛
体のけん引バーを使用してください。

– 絶対にロープを使用して貨物をけん引しないでください。ロープ
を使用すると、貨物とスノーモービルが衝突する恐れがありま
す。急に減速時や下り坂では、転倒する恐れもあります。

– 絶対に貨物をバンパーに直接取り付けてけん引しないでくださ
い。貨物けん用のヒッチだけを使用してください。カーゴキャ
リアのヒッチが車両上のヒッチに適合していることを確認しま
す。セキュリティーチェーンやケーブルを使用して、カーゴキャ
リアを車両に固定します。チェーンやケーブルに過剰なゆるみが
ないようにしてください。破断したり反発したりすることがあり
ます。

– 絶対に車両の最大牽引荷重を超えないようにしてください。該当
のスノーモービルの牽引荷重については、車両の安全情報または
技術仕様のサブセクションを参照してください。

– 絶対にタング荷重を超えないようにしてください（該当の場
合）。

スノーモービルに慣れる
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– 貨物がカーゴキャリアに安全に固定され、荷重が均等に分散され
た状態であることを必ず確認してください。タングにある程度の
荷重がかかっていることを確認してください（該当の場合）。

– 必ずタングにかかっている荷重に従ってサスペンションを調整し
てください（該当の場合）。詳細については、走行に関する調整
のサブセクションを参照してください。

– 速度を下げて、徐々に曲がってください。斜面や粗い地形を避け
てください。カーゴキャリアを装備した車両の運転は、特に傾斜
のあるスロープにおいて転倒するリスクが非常に高くなります。
険しい傾斜は避けてください。

– 特に、傾斜面上や同乗者がいるときは、制動距離を長めに取って
ください。スリップや横滑りが発生しないよう注意してくださ
い。

– 貨物を積載したカーゴキャリアを切り離すときは注意してくださ
い。貨物が自分自身や他の人の上に倒れる場合があります。

警警告告
貨貨物物ののけけんん引引やや運運搬搬のの際際ににここれれららのの推推奨奨事事項項にに従従わわなないいとと、、操操
作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。

ギヤボックスを装備した車両でカーゴキャリアをけん引するとき
は、シフトレバーを必ずL（ローレンジ）にしてください。

けん引されるアクセサリーは両側と後部に反射体を取り付けます。

ブレーキランプの要件については、国の輸送規制を確認してくださ
い。

別別ののススノノーーモモーービビルルののけけんん引引
スノーモービルが走行不能になってけん引しなければならない緊急
の場合にのみ、ロープを使用できます。
– ドライブベルトを取り外します。詳細は、メンテナンス手順を参
照してください。

– スキーレッグ（スピンドル）にロープを取り付けます（ススキキーーでで
ははあありりまませせんん）。スキーレッグに手が届かない場合は、ロープを
バンパーに取り付けます。

– 必要に応じて、他の人にけん引されるスノーモービルに座っても
らい、ハンドルをきりブレーキを掛けることができるようにしま
す。

スノーモービルに慣れる
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– 十分に注意しながら、低速でけん引します。

注注意意
けけんん引引さされれるるススノノーーモモーービビルルののベベルルトトととドドラライイブブシシスステテムムにに損損
傷傷をを与与ええなないいよよううにに、、そそののドドラライイブブベベルルトトはは必必ずず取取りり外外ししまま
すす。。

このようにすることが違法になる地域もあります。州や地元の所轄
官庁に確認してみてください。

アアククセセササリリーーとと改改造造
BRPが認定したアクセサリーの改造や追加は、車両のハンドリング
性能に影響する場合があります。改造が行われた後は安全のため、
車両に慣れる時間をとって、運転挙動に適応する方法を理解するこ
とが重要です。

BRPによって車両専用に認定されていない装置の取り付けや、許可
されていない改造は行わないでください。これらの改造や装置は
BRPによってテストされておらず、危険が生じる場合があります。
たとえば、
– 操作不能になったり衝突したりするリスクが高まります
– オーバーヒートや短絡が生じ、火災ややけどのリスクが高まりま
す。

– 車両の保護機能に影響します。
– 車両輸送中のトレーラーの挙動に影響します。
– 輸送中に路上で物品が紛失するリスクがあります。

また、その車両の走行が違法になることもあります。

所有する車両に適したアクセサリーについては、最寄りのBRP認定
ディーラーにお問い合わせください。

安全上の理由から、一部のBRPアクセサリーはBRPのディーラーが
取り付ける必要があります。しかし、ディーラーが行う必要がない
ときにアクセサリーを自分で取り付けると決めた場合は、すべての
指示に慎重に従うことが重要です。該当の場合は、製品の使用方法
または整備に関するすべての情報を理解してください。

自分以外の別の人がアクセサリーを車両に取り付けた場合、そのア
クセサリーの安全な使用方法または整備に関する多くの情報が存在
することがあるため、BRPでは、該当の説明シートを読むことを強
くお勧めしています。

説明シートは、次のサイトでご確認いただけます：
– HTTPS://INSTRUCTIONS.BRP.COM

スノーモービルに慣れる

https://instructions.brp.coml/
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トトララククシショョンン強強化化製製品品

注注記記：：
このセクションは、下記のいずれかを装備したすべてのスノーモー
ビルに適用されます。
– BRPによって承認され工場で取り付けられた、専用スタッドの取
り付けが可能なトラック

– 工場であらかじめスタッドが取り付けられたトラック
または、これらのトラックのいずれかを取り付けることができるス
ノーモービル

トラクション強化製品やご使用のスノーモービルへの適合性につい
ての詳細は、BRP認定スノーモービルディーラーに必ずお問い合わ
せください。

スノーモービルのアジャスタブルまたはアグレッシブスキーカーバ
イドランナーやトラックスタッドなどのトラクション強化製品は、
スノーモービルの挙動、特に操作性、加速、および制動性を変えま
す。

トラクション強化製品を使用すると、圧雪や氷へのグリップが良く
なりますが、深雪では顕著な効果がありません。このため、トラク
ション強化製品を装備したスノーモービルを運転するには、一定の
適応期間が必要です。スノーモービルがトラクション強化製品を搭
載している場合、必ず、長時間かけて、旋回、加速および制動する
ときのスノーモービルの挙動に慣れてください。

トラックスタッドを使用すると、スノーモービルの特定のコンポー
ネントへの負荷と応力が増大し、振動レベルが上昇する恐れがあり
ます。 これにより、ベルト、ブレーキライニング、ベアリング、
チェーン、チェーンスプロケットなどの部品の早期摩耗が生じ、ト
ラックの寿命が短くなる恐れがあります。

また、トラックスタッドは、適切なトンネルプロテクターを装備し
てしないと、スノーモービルに深刻な損傷を与えることがありま
す。

スノーモービルのトラクション強化製品の使用に関する現地の規制
を確認してください。

承認されていないトラックにスタッド取り付けたり、承認されてい
ないスタッドを取り付けたりすると、トラックが裂けたり、ばらば
らになったりする危険が高まります。

トラックスタッドやトンネルプロテクターの取り付けには、技術的
知識が必要です。 安全で適切な取付を確保するために、BRPはス
タッドをディーラーで取り付けてもらうことを推奨します。

メンテナンスや交換については、メンテナンス手順のトラックを参
照してください。

スノーモービルに慣れる
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操操作作性性
よりアグレッシブなスキーカーバイドランナーやスタッドなど、ト
ラクション強化製品を使用すると、スノーモービルは、フロントと
リアの両方で地面のグリップが向上します。このため、スノーモー
ビルのフロントとリアのバランスが取れるように、カーバイドラン
ナーを使用して、スキーのグリップを向上させることが必要です。
出来合いのカーバイドスキーランナーでも悪くはありませんが、そ
れらは最適な制御機能を発揮しません。その理由は、最適な制御機
能はオペレーターの個人的な好み、ライディングスタイル、および
サスペンションの調整の仕方によって異なるからです。

警警告告
ススノノーーモモーービビルルののフフロロンントトととリリアアののトトララククシショョンン強強化化製製品品がが正正
ししくく組組みみ合合わわせせらられれてていいなないいたためめにに、、フフロロンントトととリリアアののババラランン
ススがが取取れれてていいなないい場場合合、、ススノノーーモモーービビルルははオオーーババーースステテアアややアア
ンンダダーースステテアアににななりりががちちでで、、制制御御をを失失うう恐恐れれががあありりまますす。。

オオーーババーースステテアア
ある条件下で、リアトラックにスタッドを付けないで、よりアグ
レッシブなスキーカーバイドスキーランナーを使用すると、スノー
モービルはオーバーステアになる恐れがあります。イラストをご覧
ください。

オオーーババーースステテアア

アアンンダダーースステテアア
ある条件下で、トラックにスタッドを使用して、スキーによりアグ
レッシブなカーバイドスキーランナーを装着していない場合、ス

スノーモービルに慣れる
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ノーモービルはアンダーステアになる恐れがあります。イラストを
ご覧ください。

アアンンダダーースステテアア

制制御御さされれたた走走行行
カーバイドスキーランナーとトラック用のスタッドをバランスよく
組み合わせると、十分な制御とよりより操作性が確保されます。イ
ラストをご覧ください。

制制御御さされれたた走走行行

スノーモービルに慣れる
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加加速速
トラックにスタッドを使用すると、圧雪や氷の上でのスノーモービ
ルの加速がよくなりますが、軟雪では顕著な効果がありません。ス
タッドを使用すると、ある条件下では、トラクションの急激な変動
が生じることがあります。

スロットルは必ず穏やかに操作してください。絶対に、トラックを
スピンさせてスノーモービルの後部を滑らせないでください。この
ような行為をすると、異物や氷が激しく後方に飛ばされ、近くにい
る人を負傷させ、後続するスノーモービルを損傷させる恐れがあり
ます。

ブブレレーーキキ
加速時と同様、トラックにスタッドを使用していると、圧雪や氷の
上での制動能力が上がりますが、軟雪では顕著な効果はありませ
ん。このように、制動は、ある条件下では突然変化します。制御を
失う恐れがある不測の出来事を避けるために、制動中は必ず自制し
て、トラックをブロックしないようにしてください。

スノーモービルに慣れる
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安安全全走走行行

ラライイダダーーのの姿姿勢勢 ((前前進進走走行行))
オペレーターのライディング姿勢とバランスは、スノーモービルを
自分の望む方向に行かせるための2つの基本原則です。丘の側面を回
る場合、オペレーターと同乗者は望む方向に旋回するように、体重
をそちらに移動させる構えができている必要があります。オペレー
ターと同乗者は、車両の外に足を出して車両の進行方向を変えよう
としないでください。経験を積めば、どのくらいの速度でどの程度
傾ければどの程度の旋回をするか、また適切なバランスを維持する
ために斜面に向かって体をどの程度傾ければいいのかが分かるよう
になります

一般的に言って、最良のバランスとコントロールを得るためのライ
ディング姿勢は、着座していることです。ただし、腰を浮かせる、
膝を付く、または立ち上がることも特定の状況下では必要です。

警警告告
ごご自自分分のの能能力力をを超超ええるる運運転転ををししなないいででくくだだささいい。。

着着座座
スノーモービルで、よく知っているなだらかな土地を走行している
とき、ランニングボードに足を置き、シートに座って背中をわずか
に反らせるのが理想的な姿勢です。膝と腰はフレキシブルにしてお
いて、衝撃を吸収します。

中中腰腰のの姿姿勢勢
体をシートから離し、脚で体を支える中腰の姿勢は、一種のスク
ワットの姿勢です。荒れた地面を走行するとき、脚が衝撃を吸収し
ます。急停止しないでください。
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膝膝付付ききのの姿姿勢勢
この姿勢では、一方の脚をランニングボードにしっかり付き、他方
の脚の膝をシートに載せます。急停止しないでください。

立立ちち姿姿勢勢
両足をランニングボードに置きます。膝を柔らかくして、隆起した
雪面からの衝撃を吸収します。こうすると、辺りがよく見え、状況

安全走行
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の変化につれて体重を移動させることができる効果的な姿勢です。
急停止しないでください。

ラライイダダーーのの姿姿勢勢 ((後後退退走走行行))
後退時：
– スノーモービルの背後に障害物がなく、人がいないことを確認し
てから、後退してください。

– BRPは、後退時にスノーモービルに座るよう推奨しています。
– 立ち上がらないでください。後退しているときに、オペレーター
の体重が前方に移動してスロットルレバーにかかると、不意に加
速する恐れがあります。スノーモービルが後退しているときに予
期せず加速すると、制御を失う恐れがあります。

高速で後退しながら旋回すると、安全と制御の喪失につながる恐れ
があります。

乗乗員員のの乗乗船船
この車両は、1人のオペレーターと座席数分の同乗者用に設計されて
います。SSCC規格に準拠しており、シートにはストラップまたはグ
リップが装備されています。同乗者が座ることができるのは、指定
された同乗者シートだけです。

安全走行
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警警告告
–– BBRRPPがが承承認認ししてていいななシシーートトににはは同同乗乗者者をを絶絶対対にに乗乗せせなないいででくく
だだささいい。。

–– ハハンンドドルルババーーととオオペペレレーータターーのの間間にに誰誰もも座座ららせせなないいででくくだだささ
いい。。

同乗者であっても、その人の体はスノーモービル走行に適している
必要があります。

乗車中、同乗者は足をフットレストにしっかり下ろし、グリップま
たはシートストラップを掴むことができなければなりません。上記
の身体基準は、同乗者の身体の安定を確保し、放り出される危険を
低減するために重要です。 落水は重傷や死亡事故の原因になりま
す。

オペレーターには同乗者の安全を確保する責任があります。同乗者
にスノーモービル走行に関する情報を提供してください。

車両走行前に、重量に合わせてサスペンションを調整してくださ
い。詳細については、走行に関する調整のサブセクションを参照し
てください。

同乗者の方に、乗車中に気持ちが悪くなったり安全でないと感じた
ら、すぐに教えてもらうように伝えてください。

起伏のある所を走行するとき、乗員は、体を若干浮かせ、足を使っ
て衝撃を吸収することができます。

予測できない起伏があると、同乗者が放り出されてしまう恐れがあ
ります。同乗者に、旋回するときは、車両がひっくり返らない程度
に、あなたと一緒に体を傾けることを思い出させてください。極め
て注意深くして、より低速で走行し、同乗者を頻繁に確認してくだ
さい。運転中は、同乗者に注意を払ってください。

同乗者を乗せて走行しているときは、制動能力と操舵制御能力が低
下します。速度を落として、車体操作のためのスペースを広く取っ
てください。

単単独独走走行行
ご自分のスノーモービルだけで出かけることも危険です。燃料がな
くなる、事故に遭う、あるいはスノーモービルが損傷するという危
険があります。スノーモービルが30分で行けるところまで歩いて行
くには、1日を要することを忘れないでください。「バディシステ
ム」を使いましょう。必ず友人かスノーモービルクラブの会員と一
緒に走行してください。そのような場合であっても、ご自身が行く
場所と、戻ってくるおおよその時刻を誰かに知らせておいてくださ
い。

安全走行
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ググルルーーププででのの走走行行
発車する前に、グループを率いる「トレールボス」と、グループの
最後尾に付く人を指名してください。グループのすべてのメンバー
が提案されているルートと目的地を知っていることを確認します。
他の人たちと一緒に走行する場合は、他の人たちの経験に合わせて
ご自分の能力を抑えてください。トレールボス、さらに言えば、他
のどのスノーモービルも追い越してはいけません。全面的に手信号
を使用して、危険の存在と方向転換の意図を伝えます。 各スノー
モービルの間で安全な距離を保ちながら、後続の車両は前方車両の
位置を把握しておくことが重要です。

ラライイトトシシググナナルル
スノーモービルにライト信号システムを取り付けることができま
す。OEMであるかアフターセールスシステムであるかに関わらず、
このシステムは基本的に2つのカラーLEDライトで構成されており、
他の人に対して信号を出したり、自分が最後尾のライダーであるこ
とを示したりできます。グループ最後尾のライダーであることは、
他のグループから別のスノーモービルが来ないことを意味するもの
ではありません。常に注意してください。

詳細については、BRPスノーモービルディーラーにお問い合わせく
ださい。

モード1：デフォルト 白白色色ライト

モード2：注意：後続のライダ
ーあり。

アアンンババーー色色ラライイトト（左側のみ
）

モード3：注意：自身がグルー
プの最後尾である、または単独
で走行している。

緑緑色色ライト

モード4：注意：危険な状況が
ある、または停止中であるため
注意。

アアンンババーー色色ラライイトト（両側が点
滅）

安全走行
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ハンドルバーに取り付けられた
状態

ウィンドシールドに取り付けら
れた状態

衝衝突突のの回回避避
車両を運転する際は、不測の事態に常に警戒してください。控えめ
な運転を心がけてください。人間や物、周囲の状況、近づいてくる
車両に常に注意してください。トレールでは、国の規制従って通行
側を維持し、衝突を防止してください（特に視界が悪いときな
ど）。例: 坂の頂上やカーブの手前トレール外を走行するときはさ
らに注意を払ってください。

必ず他のスノーモービルやその場に居合わせた人たちから安全な距
離を取ってください。別のスノーモービルの直後を走行しないでく
ださい。何らかの理由で前を走行するスノーモービルが減速した場
合、あなたが注意を怠っていると、そのオペレーターと同乗者が負
傷する恐れがあります。前を走るスノーモービルからは、安全な停
止距離を保ってください。雪面の状態によっては、想定よりも幾分
長い停止距離が必要になることがあります。安全運転に徹し、控え
めな運転を心がけてください。

地上と水面上において、霧または視界を妨げる雪が発生する可能性
があります。霧や激しい降雪の中に進入しなければならない場合、
ライトを点灯させて低速で進み、意識を集中して危険がないか見
張ってください。進む道筋に自信がない場合は、進まないでくださ
い。他のスノーモービルから安全な距離を取り、周りがよく見える
ようにし、反応時間を稼いでください。

操操縦縦のの仕仕方方
スノーモービルが、オペレーター、同乗者もしくはスノーモービル
の能力を超える、または指定されている用途とは異なる危険な条件
で使用される場合、オペレーター、同乗者またはその場に居合わせ
た人が人身事故や死亡事故に巻き込まれる恐れがあります。

安全走行
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販売促進用の写真やビデオで見られる、プロライダーが行う危険な
走行は、管理された理想的な条件下で行われていることを忘れない
でください。 そうした走行が自分の運転レベルを超えている場合
は、絶対に危険な走行にまねをしないでください。

ジャンプは危険な状況を作り出すことがあります。ジャンプは練習
が必要であり、管理された既知の条件下で行う必要があります。絶
対にトレールでジャンプ操作を行わないでください。コントロール
を失うと、岩や木などのさまざまな要素や別のスノーモービルと衝
突する可能性があります。ジャンプしたときは、着地の際に衝撃を
吸収するよう構えてください。衝撃の際に踏ん張り、膝を柔らかく
してショックアブソーバーのように機能させます。

また、トレールにある起伏や掘られた路面は、スノーモービルを上
に跳ね上げるのに十分であり、衝撃が発生したりコントロールを失
う可能性があります。フルスロットルにすると、スノーモービルが
氷の表面を掘ってしまい、後続車は荒れた氷面を走行することにな
ります。トレールにおいてはトラックをスピンさせないようにする
ことで、他のユーザーを保護してください。

過過速速度度
過度の速度や無謀な走行は、死亡事故を起こす恐れがあります。速
度を積雪の状態やと周囲の状況に必ず合わせてください。多くの場
合、予期しない事態に直ちに反応することができません。 必ずト
レール、天候、ご自身の能力に適した速度で走行してください。お
住まいの地域の規則を確認してください。制限速度が定められてお
り、遵守しなければならない場合があります。

可可動動部部
トラックから離れていてください。回転しているトラックに接触す
ると、負傷する恐れがあります。

スノーモービルのそばにいる人が重傷を負わないようにするため
に、以下のことを行ってください。
– 絶対に動作しているトラックの後ろやそばに立たないでください
– トラックを回転させる必要がある場合は、必ずリアデフレクター
パネルが付いた、底面の広いスノーモービルスタンドを使用して
ください。

– トラックを引き上げて地面から離す場合は、一番低い速度で動作
させてください。遠心力により、異物、損傷もしくは脱落したス
タッド、裂けたトラックの断片、または裂けたトラックが丸ご
と、相当な力でトンネルから後方に激しく飛ばされる恐れがあり
ます。

– ベルトガードをしっかり取り付けていない状態でエンジンを作動
させないでください。

– ブレーキディスクガードをしっかり取り付けていない状態で絶対
に車両を運転しないでください。
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– サイドパネルを開いたまま、またはフードを取り外したままで絶
対に車両を運転しないでください。

既既知知ののささままざざままなな地地面面//走走行行
整整備備さされれたたトトレレーールル
整備されているトレールでは、着座しているのが最も好ましいライ
ディング姿勢です。 高速で走行しないでください。とりわけ、ト
レールの右側を走行することに留意してください。予期しない出来
事が起こりうることを覚悟しておいてください。すべてのトレール
の標識を遵守しましょう。トレールの端から端へジグザグに走行し
ないでください。

整整備備さされれてていいなないいトトレレーールル
新雪が降っていないのであれば、雪面は「洗濯板」のような状態で
あること、および雪の吹きだまりが存在することを予期してくださ
い。 そのような雪原を過度の速度で走行すると、体に害がありま
す。速度を下げてください。ハンドルバーを握り、中腰の姿勢を取
ります。体を脚で支え、上体をかがませて、上下動を吸収します。
「洗濯板」トレールが長距離の場合には、シート上に一方の膝を付
く姿勢を取ることもよいでしょう。こうすれば、ある程度快適にな
りますし、同時に体をゆるめて、車両の制御をすることができま
す。隠れている岩や、特に最近の降雪で部分的に隠れている切り株
に注意しましょう。

深深雪雪
深い「粉」雪では、車両が「埋まる」ことがあります。こうなった
場合、可能な限り大きな円弧を描いて旋回し、固い雪面を探しま
す。 (誰にでも起こりうることですが、)「埋まって」しまった場
合、トラックを空転させないでください。車両がさらに深く潜って
しまいます。そうしないで、エンジンを止め、車両から降りて、車
両の後部を新雪のあるところに移動させます。次に、車両の前方に
ある、はっきり見える通り道を踏み固めます。大抵数フィートで十
分です。エンジンを再始動してください。立ち姿勢を取り、むらな
くゆっくりスロットルを引き絞りながら、車両をそっと揺すりま
す。車両のフロントエンドが沈んでいるか、リアエンドが沈んでい
るかを見て、足をランニングボードの沈んでいない側の端に置きま
す。トラックを支えようとしてトラックの下に異物を置くのは絶対
に止めてください。エンジンが動作している場合、スノーモービル
の前や後ろに誰もいないようにしてください。トラックから離れて
いてください。回転しているトラックに接触すると、負傷する恐れ
があります。

凍凍結結ししたた水水
凍結した湖や河を走行するのは命取りになりかねません。水路を走
行しないでください。不慣れな土地にいる場合、地元の監督官庁ま
たは住人に、氷の状態、入り江、河口、湧き水、速い水流またはそ
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の他の危険について尋ねてください。スノーモービルを、薄すぎて
あなたや車両を支えられない氷の上で走らせないでください。氷上
や凍結した地面の上でスノーモービルを走行させる場合、何らかの
予防措置を執らないと非常に危険です。 まさに氷の特性そのもの
が、スノーモービルやあらゆる車両をうまく制御することを妨害し
ます。氷上では、発車、旋回または停止のためのトラクションは、
雪上よりずっと少ないです。このため、これらの距離は何倍も必要
です。操舵は最小限にすべきであり、制御不能なスピンは常に存在
する危険です。氷上では、注意深く低速で走行してください。停止
または旋回する場合は、そのための空間を十分に取ってください。

軟軟氷氷
軟氷は常に避けてください。湖や川を横断し始める前に、必ず軟氷
がないか確認してください。 トラックの行跡に黒い斑点が現れた
ら、即座に氷から離れてください。氷と水は後方に投げられて、後
続車の通り道に落ちます。車両を軟氷エリアから抜け出させること
は多大な努力が必要であり、時には不可能です。

上上りり斜斜面面
走行中に直面する斜面は、二種類あります—木、崖や他の障害物が
少ない開かれた丘と、道なりに登坂するしかできない丘です。開か
れた丘のアプローチの仕方は、丘の側面を走るか、ジグザグに走っ
て上ることです。角度を付けたアプローチです。両足が同じランニ
ングボードに置いた状態で立った姿勢を維持します。体重を常に上
り斜面側にかけてください。安全な速度を維持して、速度を変動さ
せないでください。 1つの方向へできる限り遠くまで行ってから、方
向を転換します。上り斜面が車両の反対側に来るようにし、膝を付
くのも他方の脚にします。

真っ直ぐに登坂するのには問題があります。立ち姿勢を選択し、登
坂を始める前に加速してから、スロットルを緩めてトラックが滑ら
ないようにします。

いずれの場合でも、車速は傾斜を上るのに必要な速度にします。頂
上に着いたら必ず速度を緩めます。先に進めなくなっても、トラッ
クを空転させないでください。ブレーキをかけてエンジンを停止さ
せ、スキーを雪から引っ張り出して斜面の下に向け、スノーモービ
ルの後部を上に向けて、エンジンを再始動します。そしてパーキン
グブレーキを解除し、スロットルを一定の強さでゆっくり引き絞っ
て、スノーモービルを低速で発車させます。まず転倒しない姿勢を
取ってから、斜面を降ります。

下下りり斜斜面面
下り斜面を走行する場合は、常に車両を完全に制御することが必要
です。急斜面では、重心を低くして、両手でハンドルレバーを握り
ます。スロットルをわずかに引き絞った状態を維持して、エンジン
が動作している状態で車両が斜面を下り降りるようにします。速度
が安全速度を超えた場合、ブレーキをかけて速度を緩めますが、そ
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の場合ブレーキを軽く繰り返しかけます。ブレーキを強く掛けない
でください。トラックがロックします。

丘丘のの側側面面
斜面を横断する場合、または斜面を横断しながら上ったり下りたり
する場合は、ある手順に従います。すべてのライダーは、車両を安
定させるために、上り斜面の方に体を傾けます。上り坂の方を向い
たランニングボードに両足を置いて立った姿勢が、好ましい運転位
置です。必要に応じて素早く体重を移動できるようにしておいてく
ださい。斜面の横断や急斜面の走行は、初心者や経験の浅い人には
推奨しません。

雪雪崩崩のの危危険険
山岳地帯を走行している場合、雪崩の危険に留意してください。雪
崩は規模や形態においてさまざまであり、一般的に地形が険しい場
合や、積雪が不安定な場合に発生します。

新雪、動物、人間、風、スノーモービルは、いずれも雪崩を発生さ
せる可能性があります。雪崩が発生しうる状況では、急斜面をハイ
マーキングまたは横断しないでください。不安定な積雪状態では、
走行はゆるい斜面に限定されます。風が作った雪庇を避けてくださ
い。不安定な状況に近づかないのが、安全な山岳走行のコツです。
多分最も重要なことは、山岳地帯にいるときは、日々の状況と危険
を承知しておくことです。スノーモービル走行に出かける前に、毎
日現地の雪崩予報と脅威を確認し、気象予報士のアドバイスに留意
してください。

山岳地帯で走行する場合は、除雪シャベル、プローブおよび雪崩
ビーコンを常に携行してください。

陽陽光光
明るい晴天の日には、あなたの視力は著しく低下します。太陽と雪
から来る目を眩ませる光は、あなたの視力を低下させ、雨裂と溝、
その他の障害物を容易に見分けられなくなります。こうした状況で
は、常にカラーレンズ付きのゴーグルを着用してください。

夜夜間間走走行行
一定の時間の自然光と人工光の量は、あなたの見る能力とみられる
能力に影響を与えます。十分に注意してください。前方に未知のま
たは危険な物体を見つけたときに間に合うように停止できる速度で
走行してください。既成のトレールに留まり、不慣れな地域には絶
対に進入しないでください。両方のヘッドライトとテールライトが
汚れておらず機能することを確認してください。

よよくく知知ららなないい地地域域
知らないエリアに入った場合は、常に非常な注意を払って走行して
ください。雪の下に隠れている障害物もあります。低速で進むよう
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にして、スノーモービル走行を終了せざるを得なくなる可能性があ
るフェンスやフェンス支柱、道を横切っている小川、岩、不意の窪
み、支え線、および数知れないその他の障害物など、潜在的な危険
を十分認識できるようにしてください。

既成のトレールから外れて走行する場合や、森の中を走行する場合
は、速度を下げ、警戒を強めることが必要です。過度に速く走行す
ると、小さな障害物でさえ極めて危険になることがあります。小さ
な岩や切り株でさえ、スノーモービルが制御を失い、ライダーが負
傷する恐れがあります。既存の行跡の上を走行している場合であっ
ても、注意してください。次の曲がり角や丘の頂上の向こうにある
物が見える程度の速度で走行しましょう。

隠隠れれたたワワイイヤヤーー
隠れたワイヤーがないか常に注意してください。一時期農地であっ
た可能性がある地域では特に注意が必要です。 多くの事故が、ス
ノーモービルが農地のワイヤー、支柱や道路の近くにある支え線、
道路閉鎖のために使用されてチェーンやワイヤーに突っ込んで発生
してきました。絶対に低速で走行してください。

凹凹凸凸ののああるる路路面面ででのの走走行行
吹きだまり、除雪車が作った雪の堆積、下水溝、または識別できな
い物体を利用して無計画にジャンプするのは危険です。適切な色の
レンズまたはフェイスシールドを着用していて、低速で走行してい
れば、それらを避けることができます。

適切な色のレンズまたはフェイスシールドを着用して、低速で走行
すれば、こうした地形の変化を確認しやすくなります。車両の後部
に向かってしゃがみ、スキーを上に向けて直進位置にします。 ス
ロットルを幾分引き絞って、衝撃に対して踏ん張ります。膝を柔ら
かくして、ショックアブソーバーのように機能させます。

道道路路のの横横断断
スノーモービルは、舗装された街路、公道、高速道路を走行するよ
うには設計されていません。道路を走行しないでください。道路を
走行しなければならない場合、および道路走行が許可されている場
合は、速度を下げ、方向のコントロールを維持できるように雪があ
る側を通行するようにしてください。

スノーモービルのトレールは道路を横切っている場合が多いため、
ライダーは、適切な横断手順を知っておくことが重要です。道路に
さしかかったときは、交差点で止まろうとすることを他の人に合図
し、速度を下げて道路の端で完全に停止してください。時に、道路
脇の溝や雪の堆積を超えて、道路にアプローチすることになること
があります。容易に登れると分かる場所を選んでください。堆積の
最上部で完全に停止し、通行する自動車がなくなるまで待ちます。
その後、両方向をよく確認し、道路に対して垂直方向に横断しま
す。 必要に応じて、立った姿勢で両方向を確認してください。 止
まっている車両に注意してください。道路に他の交通や障害物がな
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いことがはっきりわかる場合は、ためらわず交差点を真っ直ぐ横断
してください。どのライダーも完全に停止して両側を確認し、接近
する交通がないときに横断してください。

線線路路のの横横断断
線路に乗らないでください。それは違法です。線路と線路用地は私
有財産です。スノーモービルは列車に勝てません。線路を横断する
前に、目を凝らし、耳を澄ましてください。

野野生生生生物物へへのの配配慮慮
野生生物は、あなたがスノーモービル走行する日を祝福します。ス
ノーモービルの行跡は、動物が一つの地域から別の地域に移動する
ができる固い地面を提供します。野生生物を追いかけたり、困らせ
たりして、この特権を台無しにしないでください。疲労し、消耗す
れば動物が死ぬこともあります。野生生物の保護や餌付けに使用さ
れていると公表されているエリアには立ち入らないでください。運
良く野生生物に出会ったら、スノーモービルを止めて、静かに観察
しましょう。

一一酸酸化化炭炭素素（（CCOO））中中毒毒
どのエンジン排気にも、致命的なガスである一酸化炭素（CO）が含
まれています。一酸化炭素を吸うと頭痛、めまい、眠気、吐き気、
錯乱や時には死亡に至ることがあります。

一酸化炭素は、全くエンジン排気を見たり、その匂いを感じないと
しても存在する恐れがある、無色、無臭、無味のガスです。一酸化
炭素は極めて早く致死濃度に高まることがあり、あっという間に悪
影響を受けて、自身を守れなくなります。また、閉じた場所や換気
が悪い場所では、一酸化炭素の致死濃度が数時間あるいは数日も長
引くことがあります。

一酸化炭素中毒の徴候を感じたら、すぐにその場所を離れ、新鮮な
空気を得て、治療を求めてください。

一酸化炭素による重傷または死を防ぐには：
– ガレージ、カーポートや納屋などの換気が悪い、または部分的に
閉じられたエリアで車両を絶対に運用しないでください。扇風機
や窓およびドアを開けたりしてエンジン排気を通気しようとし
も、一酸化炭素が危険なレベルに速く達する場合があります。

– 窓やドアなどの開口を通してエンジン排気が建物に吸い込まれる
恐れがある場所では、決して屋外で車両を運転しないでくださ
い。

– エンジンが動作しているときは、絶対に車両の隣に立たないでく
ださい。エンジンが動作しているときに車両の隣に立つと、高濃
度の排気ガスを吸い込む恐れがあります。
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航行後、子供や他の人がエンジンを始動させてしまうことのないよ
うに、また、密閉空間（ガレージを除く）で始動しないように、必
ずエンジンカットオフスイッチからテザーコードを外してくださ
い。

ガガソソリリンンにによよるる火火事事やや危危険険のの防防止止
ガソリンは可燃性が高く、非常に爆発性があります。燃料の蒸気は
拡散し、エンジンから遠く離れた火の粉や炎によって引火すること
もあります。火事や爆発の危険性を低減させるために、以下の指示
に従ってください：
– 燃料の保管には、許可されたガソリン容器だけを使用してくださ
い。

– 車両への給油手順の指示内容を厳守してください。
– 決して、燃料キャップが正しく取り付けられていない状態で、エ
ンジンを始動、運転しないでください。

– 車両に予備の燃料を積載する場合は、BRPが認定したLinQフュー
エルキャディのみを使用してください。フューエルキャディは、
正しくしっかりと取り付けてください。

ガソリンは有毒で、傷害や死亡を引き起こす場合があります。
– 決して、口によりガソリンをサイフォンしないでください。
– ガソリンを飲み込んだり、目に入ったり、ガソリンの蒸気を吸い
込んだ場合は、直ちに医師の診断を受けてください。

– ガソリンが体にかかった場合は、石鹸と水で皮膚をよく洗い、衣
服を着替えてください。ガソリンで汚れた衣服を洗うときは、ま
ず風通しの良い所で干して燃料を蒸発させ、その後手洗いしてか
ら自然乾燥させてください。火災の危険を回避するため、ガソリ
ンが除去されるまでは洗濯機や乾燥機を使用しないでください。

高高温温部部分分にによよるる火火傷傷
特定のコンポーネントは操作中に熱くなる可能性があります。火傷
を避けるために、運転中や運転直後は接触しないでください。
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練練習習のの実実行行
すべての日常点検を終えてから、誰もいない所で次の練習を行って
ください。車両（艇体）の操作のエンジン始動手順およびエンジン
の停止に記載されている指示に必ず従って、エンジンを始動および
停止してください。ジャケットへのテザーコードの取り付けを忘れ
ないでください。

練練習習をを行行うう場場所所
練習を行うのに適している場所を見つけてください。以下の条件を
満たす場所でなければなりません：
– 水上交通がない
– 障害物がない
– 固い圧雪
– 操作するのに十分なスペース

運運転転のの練練習習
すべての日常点検を終えてから、誰もいない所で次の練習を行って
ください。車両（艇体）の操作のエンジン始動手順およびエンジン
の停止に記載されている指示に必ず従って、エンジンを始動および
停止してください。ジャケットへのテザーコードの取り付けを忘れ
ないでください。

緊緊急急エエンンジジンン停停止止ススイイッッチチのの使使用用
目的：スロットルレバーの操作、およびエンジン停止スイッチの使
用に慣れること。

指示：
– パーキングブレーキをかけた状態でエンジンを始動し、運転温度
に達するまでアイドリングさせます。

– エンジン停止スイッチを使用して、エンジンを使用します。手を
ハンドグリップに乗せたまま右手の親指でスイッチを押します。

– エンジンを再起動させ、このエクササイズを繰り返します。アイ
ドリングの時間は不要です。

練習のヒント：
– 緊急エンジン停止スイッチを見ずに押してください。

始始動動、、停停止止、、おおよよびび基基本本的的なな取取りり扱扱いい
目的：
– スロットルのコントロールおよび車両の動かし方を学ぶこと。
– 低速での減速およびブレーキに慣れること。

このエクササイズを行う際にコントロールを失っていると感じた場
合、加速を止めるためにスロットルを放し、必要に応じてブレーキ
をかけて減速してください。さらにエンジン・ストップ・スイッチ
を使って電源を完全に切ることもできます。
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指示：最初は、スロットルを少しの間使用し、放して惰行運転しま
す。
– エンジンを始動し、パーキングブレーキレバーを解除します。
– 車両が少しずつ前進し始めるまでスロットルをゆっくり開けま
す。動き始めた直後、スロットルを放して惰行運転し、ブレーキ
レバーを握って停車します。

– スロットルを開けて放すのに慣れるまで、エクササイズのこの部
分を練習し続けてください。

動動作作中中ののエエンンジジンン停停止止
目的：走行中に緊急エンジン停止スイッチを使う練習をして、後に
なって使う場合に車両がどのように反応するかを知っておきましょ
う。

指示：
– 8 km/h（5 mph）の速度で直線コースを途中まで走行したとき、
エンジンストップスイッチをOFFにして、惰走して停止します。

– エンジンを再起動させ、このエクササイズを繰り返します。エン
ジンストップスイッチを使う前に（20 km/h（12 mph））まで加
速してみてください。

緊急事態が発生した場合、ブレーキをかけながら、緊急エンジン停
止スイッチを押し下げるか、テザーコードキャップをエンジンカッ
トオフスイッチから引き抜いて、スノーモービルのエンジンを止め
ます。

基基本本タターーンン
目的：コントロールしながら左右に曲がることに慣れましょう。

指示：
– 直線コースでハンドルを切り、大きな弧を描くように曲がりま
しょう。曲がるための十分なスペースがあることを確認してくだ
さい。

– 左右に曲がる操作を繰り返しながら、8 km/h（5 mph）未満の一
定の速度を保つようにしてください。低速度を維持するためにス
ロットルをホールドします。

– より簡単にハンドルバーを切るには、カーブおよび正面方向に体
を傾けます。

急急停停止止
目的：
– 車両のブレーキ能力に慣れること。
– 最も効率よくブレーキをかける方法を学ぶこと。

この練習は前述のものと似ていますが、今回はブレーキをより強く
かけ、最終的にはトラックの回転をロックさせることなく最も強く
ブレーキをかけることができるまで練習します。素早く停車するに

練習の実行
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は、必ずスロットルを完全に放してください。スロットルを開けた
まま同時にブレーキをかけた場合、停止距離は長くなります。

指示：
– 直線コースの一方の端からスタートし、8 km/h（5 mph）まで加
速します。直線コースを走行している途中にスロットルを完全に
放し、ブレーキを素早くかけます。

– 頭と目を上に向け、ハンドルを真直ぐの状態に維持し、完全に停
車するまでブレーキを放さないでください。

– これを繰り返します。次はより早く走行し、ブレーキをより強く
踏みます。トラックの回転が止まると感じたら、ブレーキレバー
を放す必要があります。コントロールを維持するためには、ト
ラックの回転を維持する必要があります。

リリババーーススででのの運運転転
目的：リバースでの旋回半径および車両の取り扱いに慣れること。

指示：
– リバースへシフトして座席に座ります。車両（艇体）の操作のリ
バースへのシフトを参照してください。

– 背後に障害物がないか確認します。後方を見ながら、通常の動作
と同様にスロットルを放してブレーキをかけて、ゆっくり後退し
ます。

– 低速度で運転し、長距離を走るのにリバースを使わないこと。
– 慣れるまで、直線で後退と停止を繰り返します。
– 直線での後退に慣れたら、ハンドルバーをきりながらゆっくり後
退してください。

練習の実行
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車車両両のの移移送送
オイルリザーバーと燃料タンクキャップが正しく取り付けられてい
ることを確認します。

車両の輸送には、多くの種類のトレーラーを使用できます。傾斜
床、平床、エンクローズドトレーラーなど、どのようなトレーラー
を使用する場合にも、車両をトレーラーに載せた状態および載せて
いない状態で走行するときは、必ず注意事項に従ってください。

たとえ短い移動距離でも、必ず車両のフロントとリアを確実に固定
してください。適切な固定用ベルトのみを使用してください。すべ
ての装置がしっかり固定されていることを確認します。道路上の異
物でスノーモービルが損傷しないように、車両にはカバーをかけま
す。

トレーラーが地域の要求事項に適合することを確認してください。
ヒッチと安全チェーンが固定されていること、ブレーキランプ、方
向指示灯および車幅灯が機能していることを確認します。

警警告告
すすべべててののシシーートト、、アアククセセササリリーー、、おおよよびび貨貨物物ににつついいててはは、、道道路路
にに落落下下ししたたりり、、他他のの車車両両をを危危険険ににささららししたたりりすするるここととががなないいよよ
ううにに、、必必ずず正正ししくく固固定定すするるかか取取りり外外すすよよううににししててくくだだささいい。。

警警告告
車車両両をを後後方方にに向向けけててけけんん引引ししなないいででくくだだささいい。。車車両両をを後後方方にに向向
けけててけけんん引引すするるとと、、風風ががウウイインンドドシシーールルドドをを損損傷傷すするる恐恐れれががああ
るるばばかかりりででななくく、、ウウイインンドドシシーールルドドががななくくななっっててししままうう恐恐れれささ
ええあありりまますす。。
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重重要要なな製製品品ララベベルル（（カカナナダダ//米米国国））

車車両両警警告告ララベベルル
これらのラベルは、オペレーター、同乗者またはその場に居合わせ
る人の安全のために、車両に貼ってあります。

以下のラベルが車両に貼付されています。それらは車両の恒久的一
部であると考えてください。デカールが紛失または損傷した場合、
無料で再貼付できます。BRP認定スノーモービルディーラーにお問
い合わせください。

注注記記：：
このガイドおよび車両（艇体）に矛盾がある場合は、車両（艇体）
の安全性ラベルがこのガイドのラベルよりも優先されます。
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けけんん引引方方向向——警警告告ララベベルル
絶対にこの車両（艇体）を後進方向にけん引しないでください。
ウィンドシールドが破損する可能性があります。

13311_JA

ララベベルルのの位位置置

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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シショョッッククアアブブソソーーババーー -- 警警告告ララベベルル
このラベルはショックアブソーバーに直接貼られています。

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ププーーリリーーガガーードドととドドラライイブブププーーリリーーのの締締めめ付付けけトトルル
クク –– 警警告告おおよよびび注注意意ララベベルル

通 知警 告  / WARNING

10
89

8_
JAド ラ イ ブ プ ー リ ー ボ ル ト の 推 奨 ト ル ク ：

115 〜  125 N•m

推 奨 ト ル ク を 適 ⽤ し な い と 、 ド ラ イ ブ プ ー リ ー と エ ン ジ ン
に 重 ⼤ な 故 障 が 発 ⽣ す る 恐 れ が あ り ま す 。 全 体 の 組 み ⽴ て
⼿ 順 に つ い て は シ ョ ッ プ マ ニ ュ ア ル を 参 照 し て く だ さ い 。

エ ン ジ ン 動 作 中 は 、 こ の ガ ー ド を 必 ず 所 定 位 置 に 設 置 し て お く 必 要
が あ り ま す 。 回 転 部 品 に 注 意 し て く だ さ い 。 ⾐ 服 を 巻 き 込 ん だ り 負

傷 す る 恐 れ が あ り ま す 。

ププーーリリーーガガーードドととドドラライイブブププーーリリーーのの締締めめ付付けけトトルルクク –– 警警告告おお
よよびび注注意意ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい -- 警警告告ララベベルル

警警告告
高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい。。

516009935

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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始始動動手手順順 –– 警警告告ララベベルル

警警告告
–– 運運転転すするる前前ににすすべべててのの警警告告ララベベルルをを読読んんでで理理解解しし、、オオペペレレーー
タターーズズガガイイドドをを読読んんでで所所定定位位置置にに保保管管しし、、QQRRココーードドリリンンクク
をを使使用用すするるかかSSkkii--DDooooウウェェブブササイイトトににアアククセセススししてて安安全全講講習習
ビビデデオオををごご覧覧くくだだささいい。。

–– オオペペレレーータターーのの最最少少年年齢齢にに関関すするる法法律律をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。
当当社社はは、、1166才才以以上上のの人人がが運運転転すするるここととをを推推奨奨ししてていいまますす。。

–– 必必ずずゴゴーーググルルをを着着用用ししててくくだだささいい。。
–– 車車両両のの特特徴徴にに慣慣れれままししょょうう。。経経験験のの浅浅いいラライイダダーーはは危危険険をを見見
逃逃しし、、車車両両特特有有のの挙挙動動やや地地面面のの状状態態にに驚驚くくここととががあありりまますす。。
低低速速でで走走行行ししててくくだだささいい。。

–– 過過度度のの速速度度やや無無謀謀なな走走行行はは、、死死亡亡事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま
すす。。

–– 速速度度をを積積雪雪のの状状態態ややとと周周囲囲のの状状況況にに必必ずず合合わわせせててくくだだささいい。。
–– 操操舵舵制制御御おおよよびび制制動動能能力力はは、、圧圧雪雪、、氷氷、、道道路路上上でで低低下下すするるここ
ととががあありりまますす。。速速度度をを下下げげ、、停停止止ままたたはは旋旋回回すするるたためめのの空空間間
をを広広くく取取りりままししょょうう。。

–– エエンンジジンンがが動動作作ししてていいるるととききままたたはは車車両両がが走走行行ししてていいるるとときき
にに、、絶絶対対ににササイイドドパパネネルルややフフーードドをを開開けけたたままままににししなないいででくく
だだささいい。。必必ずずテテザザーーココーードドををポポスストトかからら取取りり外外ししててかからら、、ササ
イイドドパパネネルルややフフーードドをを開開けけててくくだだささいい。。

発発車車前前

11.. テテザザーーココーードドをを衣衣服服にに取取りり付付けけまますす。。
22.. ハハンンドドルルババーーをを両両方方向向ににいいっっぱぱいいままでで回回ししてて、、支支障障ななくく動動くく
ここととをを確確認認ししまますす。。

33.. 発発車車前前にに必必ずず、、ススロロッットトルルレレババーーととブブレレーーキキレレババーーがが正正ししくく
動動作作すするるかか点点検検ししててくくだだささいい。。レレババーーはは、、放放ししたたととききにに元元のの
位位置置にに戻戻ららななけけれればばななりりまませせんん。。

44.. パパーーキキンンググブブレレーーキキををかかけけまますす。。
発発車車後後：：

11.. 緊緊急急エエンンジジンン停停止止ススイイッッチチをを押押ししてて、、エエンンジジンンがが停停止止すするるかか
確確認認ししまますす。。

22.. 再再度度エエンンジジンンをを始始動動ししててテテザザーーココーードドをを引引きき、、エエンンジジンンがが停停
止止すするるここととをを確確認認ししまますす。。

33.. 再再度度エエンンジジンンをを始始動動ししまますす。。ブブレレーーキキののフフェェーードドをを避避けけるるたた
めめにに、、走走行行前前ににパパーーキキンンググブブレレーーキキをを解解除除ししまますす。。

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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440000 mmmm
（（1166 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

始始動動手手順順 –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）

警告
• 運転する前にすべ
ての警告ラベルを
読んで理解し、オペ
レーターズガイドを
読んで所定位置に保
管し、QR コードリンクを使用す
るか Ski-Doo ウェブサイトにアク
セスして安全講習ビデオをご覧く
ださい。

• ご使用の車両をよく理解してくだ
さい。経験の浅いライダーは危険
を見逃し、車両特有の挙動や地面
の状態に驚くことがあります。低
速で走行してください。

• 過度の速度や無謀な走行は、死亡
事故を起こす恐れがあります。

• 速度を積雪の状態やと周囲の状況
に必ず合わせてください。

• 操舵制御および制動能力は、
圧雪、氷、道路上で低下すること
があります。速度を下げ、停止ま
たは旋回するための空間を広く取
りましょう。

• オペレーターの最少年齢について
の法律を遵守してください。当社
は、16才以上の人が運転すること
を推奨しています。

• エンジンが動作しているときまた
は車両が走行しているときに、絶
対にサイドパネルやフードを開け
たままにしないでください。必ず
テザーコードをポストから取り外
してから、サイドパネルやフード
を開けてください。
始動前：
1. テザーコードを衣服に取り付け
ます。 

2. 毎回、始動前に必ずスロットルレ
バーとブレーキレバーが正しく動
作するか点検してください。
レバーは、放したときに元の位
置に戻らなければなりません。

3. パーキングブレーキをかけ
ます。 

4. ハンドルバーを両方向にいっぱ
いまで回して、支障なく動くこ
とを確認します。

始動後：
1. テザーコードを引いて、エン
ジンが停止することを確認
します。

2. 再度エンジンを始動し、緊急エ
ンジン停止スイッチを押して、
エンジンが停止するか確認しま
す。

3. ブレーキのフェードを避けるた
めに、走行前にパーキングブレ
ーキを解除します。

11
69

3_
JA
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同 乗 者 を 乗 せ て ⾛ ⾏ す る と

き は ：

• 制 動 能 ⼒ と 操 舵 制 御 能 ⼒ が 低 下

し ま す 。

• 速 度 を 落 と し て 、 ⾞ 体 操 作 の た

め の ス ペ ー ス を 広 く 取 っ て く だ

さ い 。

• 重 量 に 合 わ せ て サ ス ペ ン シ ョ ン を

調 整 し て く だ さ い 。

重 要 ： オ ペ レ ー タ ー は 、 同 乗 者 の

安 全 に 関 す る 責 任 を 負 っ て い ま す 。

ど の ド ラ イ バ ー お よ び 同 乗 者 も 下 記

内 容 を お 読 み く だ さ い 。

• 常 に 警 戒 し て 不 測 の 事 態 を 回 避 す

る よ う ⼼ 掛 け て く だ さ い 。

• 控 え め な 運 転 を ⼼ が け 、 ⼈ 、 物 、

状 況 、 接 近 し て く る ⾞ 両 に 注 意 し

て く だ さ い 。

• 薄 い 氷 の 上 や ⽔ の あ る 場 所 は 避 け

て く だ さ い 。

•ト レ ー ル 外 を ⾛ ⾏ す る と き は さ ら

に 注 意 を 払 っ て く だ さ い 。

• 必 ず 承 認 さ れ た ヘ ル メ ッ ト お よ び

ス ノ ー モ ー ビ ル ⾛ ⾏ に 適 し た ⾐ 類

を 着 ⽤ し て く だ さ い 。

• 同 乗 者 で あ っ て も 、 ア ル コ ー ル

や 薬 物 を 摂 取 し て い る 場 合 は 、

絶 対 に 乗 ら な い で く だ さ い 。
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WARNING

警 告

警 告  /

こ の ⾞ 両 は 、 1 ⼈ の オ ペ レ ー タ

ー と 座 席 数 分 の 同 乗 者 ⽤ に 設 計

さ れ て い ま す 。 SSCC 規 格 に 準

拠 し て お り 、 シ ー ト に は ス ト ラ

ッ プ ま た は グ リ ッ プ が 装 備 さ れ

て い ま す 。

This vehicle is designed for one 
(1) operator and as many 
passengers as there are seats 
with straps or handgrips 
installed on the vehicle 
conforming to SSCC 
standards.

11694_JA

同同乗乗者者のの安安全全 –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

始始動動手手順順 –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）

• 運転する前にすべての警告ラベルを読んで理解し、オペ
レーターズガイドを読んで所定位置に保管し、QR コード
リンクを使用するか Ski-Doo ウェブサイトにアクセスし
て安全講習ビデオをご覧ください。

• ご使用の車両をよく理解してください。経験の浅いライダーは危険を見
逃し、車両特有の挙動や地面の状態に驚くことがあります。低速で走行
してください。

• 過度の速度や無謀な走行は、死亡事故を起こす恐れがあります。
• 速度を積雪の状態やと周囲の状況に必ず合わせてください。
• 操舵制御および制動能力は、圧雪、氷、道路上で低下することがありま
す。速度を下げ、停止または旋回するための空間を広く取りましょう。

• オペレーターの最少年齢についての法律を遵守してください。当社は、
16 才以上の人が運転することを推奨しています。

• エンジンが動作しているときまたは車両が走行しているときに、絶対に
サイドパネルやフードを開けたままにしないでください。必ずテザー
コードをポストから取り外してから、サイドパネルやフードを開けて
ください。
始動前：
1. テザーコードを衣服に取り付けます。
2. 毎回、始動前に必ずスロットルレバーとブレーキレバーが正し
く動作するか点検してください。レバーは、
放したときに元の位置に戻らなければなりません。

3. パーキングブレーキをかけます。
4. ハンドルバーを両方向にいっぱいまで回して、支障なく動
くことを確認します。

始動後：
1. テザーコードを引いて、エンジンが停止することを確認
します。

2. 再度エンジンを始動し、緊急エンジン停止スイッチを
押して、エンジンが停止するか確認します。

3. ブレーキのフェードを避けるために、走行前にパー
キングブレーキを解除します。

11
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警告
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同 乗 者 を 乗 せ て ⾛ ⾏ す る と き は ：

• 制 動 能 ⼒ と 操 舵 制 御 能 ⼒ が 低 下 し ま す 。

• 速 度 を 落 と し て 、 ⾞ 体 操 作 の た め の ス ペ ー ス を 広 く 取 っ て く
だ さ い 。

• 重 量 に 合 わ せ て サ ス ペ ン シ ョ ン を 調 整 し て く だ さ い 。

重 要 ： オ ペ レ ー タ ー は 、 同 乗 者 の 安 全 に 関 す る 責 任
を 負 っ て い ま す 。 ど の ド ラ イ バ ー お よ び 同 乗 者 も
下 記 内 容 を お 読 み く だ さ い 。

• 常 に 警 戒 し て 不 測 の 事 態 を 回 避 す る よ う ⼼ 掛 け
て く だ さ い 。

• 控 え め な 運 転 を ⼼ が け 、 ⼈ 、 物 、 状 況 、 接 近 し
   て く る ⾞ 両 に 注 意 し て く だ さ い 。

• 薄 い 氷 の 上 や ⽔ の あ る 場 所 は 避 け て く だ さ い 。

•ト レ ー ル 外 を ⾛ ⾏ す る と き は さ ら に 注 意 を
払 っ て く だ さ い 。

• 必 ず 承 認 さ れ た ヘ ル メ ッ ト お よ び ス ノ ー モ ー
   ビ ル ⾛ ⾏ に 適 し た ⾐ 類 を 着 ⽤ し て く だ さ い 。

• 同 乗 者 で あ っ て も 、 ア ル コ ー ル や 薬 物 を 摂
取 し て い る 場 合 は 、 絶 対 に 乗 ら な い で く
だ さ い 。

特 許 情 報 ： www.brp.com/en/about-brp/patents.html

警 告  / WARNING
こ の ⾞ 両 は 、 1 ⼈ の オ ペ レ ー タ ー と 座 席 数 分 の 同
乗 者 ⽤ に 設 計 さ れ て い ま す 。 SSCC 規 格 に 準 拠 し
て お り 、 シ ー ト に は ス ト ラ ッ プ ま た は グ リ ッ プ
が 装 備 さ れ て い ま す 。

This vehicle is designed for one (1) operator 
and as many passengers as there are seats 
with straps or handgrips installed on the 
vehicle conforming to SSCC standards.

11
70

2_
JA

警 告

同同乗乗者者のの安安全全 –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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高高温温部部品品にに注注意意 –– 注注意意ララベベルル

注注意意
高高温温部部分分にに注注意意。。

11
57
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重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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デディィススククガガーードド -- 警警告告ララベベルル

デディィススククガガーードド –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）

このガードは、整備時を除き、
常に所定の位置に取り付けて
おいてください。

警告

12
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フフュューーエエルルイインンジジェェククタターーのの切切りり離離しし -- 警警告告ララベベルル

警警告告

–– 必必ずず両両方方ののフフュューーエエルルイインンジジェェククタターーをを電電気気的的にに切切りり離離しし
ててかからら、、イイググニニッッシショョンンススパパーーククののテテスストトををししててくくだだささ
いい。。

–– ここれれをを怠怠るるとと、、ススパパーーククにによよっってて燃燃料料がが着着火火しし、、火火災災がが発発
生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。

51
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フフュューーエエルルイインンジジェェククタターーのの切切りり離離しし -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントト -- 警警告告ララベベルル
550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

- 

- 

94
65
_J
A

リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントト –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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カカーーゴゴボボッッククスス -- 警警告告ララベベルル
550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

• 

• 

• 20 kg

• 20 kg

• 

• = 48 kg

LinQ
520003360_JA

カカーーゴゴボボッッククスス -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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最最大大積積載載量量 -- 警警告告ララベベルル
440000 mmmm
（（1166 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

絶 対 に カ ー ゴ エ リ ア に は 座 ら な い で く だ さ い

荷 重 が 最 ⼤ 積 載 量 を 超 え る と 、 操 舵 制 御 と 制 動 能 ⼒ に 影 響 を 及 ぼ し 、
回 復 不 能 な 損 傷 を 受 け る 恐 れ が あ り ま す 。

最 ⼤ 積 載 量 （ 垂 直 荷 重 を 含 む ） ： 15.8 kg  155 N
最 ⼤ け ん 引 能 ⼒ ： 260 kg  2,550 N

11
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警 告

カカーーゴゴエエリリアア –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

• 
• 

• 61 kg  601 N
• 16 kg  156 N 13

13
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最最大大積積載載量量 -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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回回転転ししてていいるるトトララッックク——警警告告ララベベルル
440000 mmmm
（（1166 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

回 転 し て い る ト ラ ッ ク の 後 ⽅ や 近 く に 絶 対 に ⽴ た な い で く だ
さ い 。 ⾶ ば さ れ た 異 物 に よ っ て 重 傷 を 負 う 恐 れ が あ り ま す 。

圧 雪 や 氷 を 取 り 除 く 前 に 、 エ ン ジ ン を 停 ⽌ し て ⾞ 両 を 横 向 け に
し て く だ さ い 。

11675_JA

警 告

回回転転ししてていいるるトトララッックク -- 警警告告ララベベルル

ララベベルルのの位位置置

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

11
69
7_
JA

回回転転ししてていいるるトトララッックク——警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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最最大大けけんん引引能能力力 -- 警警告告ララベベルル
550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

牽 引 は 、 操 舵 制 御 や 安 定 性 に 影 響 す る 場 合 が あ り ま
す 。 必 ず し っ か り 固 定 さ れ た 牽 引 バ ー を 使 ⽤ し て 、
最 ⼤ 牽 引 重 量 を 守 り 、 低 速 で ⾛ ⾏ し て く だ さ い 。

• ス ト ッ ク ： 544 kg  5,338 N
• HD バ ン パ ー ： 680 kg  6,672 N

警 告

11
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最最低低仕仕様様 -- 警警告告ララベベルル

ララベベルル位位置置——代代表表例例

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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トトララッッククへへののススタタッッドドのの取取りり付付けけ –– 警警告告ララベベルル
440000 mmmm
（（1166 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

ト ラ ッ ク に ス タ ッ ド を 追 加 す る 前 に 、
本 ⾞ 両 ⽤ の オ ペ レ ー タ ー ズ ガ イ ド の ト ラ
ッ ク ス タ ッ ド 項 ⽬ の 詳 細 情 報 を 参 照 し て
く だ さ い 。 こ の ト ラ ッ ク に ス タ ッ ド を 取
り 付 る こ と が で き る 場 合 は 、 BRP認 定 の 専
⽤ ス タ ッ ド だ け を 使 ⽤ し て く だ さ い 。 こ の
ト ラ ッ ク に 従 来 型 の ス タ ッ ド を 取 り 付 け
る と 、 ス タ ッ ド が ト ラ ッ ク を 引 き 裂 き 、

ト ラ ッ ク が ⾞ 両 か ら 外 れ 、 重 傷 や 死 亡 事 故
に つ な が る 恐 れ が あ り ま す 。 11
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警 告

トトララッッククへへののススタタッッドドのの取取りり付付けけ –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）



安全情報 67

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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技技術術情情報報ララベベルル
推推奨奨オオイイルル -- 注注意意ララベベルル
車両のエンジンに適した噴射オイルのタイプについては、技術仕様
を参照してください。

通 知
こ の ス ノ ー モ ー ビ ル の エ ン ジ ン は 、 BRP XPS認
定 潤 滑 油 の 使 ⽤ を 条 件 と し て 開 発 さ れ 、 検 証 が
⾏ わ れ て い ま す 。 BRPで は 、 XPS認 定 潤 滑 油 ま
た は 同 等 品 の 使 ⽤ を 推 奨 し て い ま す 。 こ の エ
ン ジ ン に 適 し て い な い オ イ ル が 原 因 で ⽣ じ た
損 傷 に は 、 BRPの 限 定 保 証 が 適 ⽤ さ れ な
い 場 合 が あ り ま す 。 オ ペ レ ー タ ー ズ ガ イ
ド を 参 照 し て く だ さ い 。
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ララベベルルのの位位置置

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ククリリッッカカーー調調整整ララベベルル

‑ テ ザ ー コ ー ド  
 を 取 り 外 す

‑ ボ ル ト を 緩 め る

‑ ク リ ッ カ ー の 調 整

‑ ボ ル ト 締 め 付
  け ト ル ク
    ( 7 @ 9 Nm )

ク リ ッ カ ー 調 整  

1

2

3

4

&2 4

低 回 転 域
( 1 & 2 )

⾼ 回 転 域
( 4 & 5 )

3

1
2
3
4
5 5

4

2
1

ククリリッッカカーー調調整整 -- 情情報報ララベベルル

代代表表的的なな例例

調調整整ツツーールルララベベルル
– 最初にサスペンション調整ツールを取り付けます。（ラベル上の
白色の部分）

重要な製品ラベル（カナダ/米国）



70 安全情報

– 次に、プーリーエキスパンダーとヘッドライト調整ツールを取り
付けます。（ラベル上の青色の部分）

– 設備のセクションに記載のツールを参照してください。

調調整整ツツーールル

代代表表的的なな例例

重要な製品ラベル（カナダ/米国）



安全情報 71

推推奨奨燃燃料料——注注意意ララベベルル
車両のエンジンに適した燃料タイプについては、技術仕様を参照し
てください。

オ ク タ ン

注
意

 ‑ 
エ

タ

ノ
ー
ル
ブ
レ
ン ド

を 使 ⽤ す る 場 合 、XXを 使
⽤
す
る（

最
⼤

1
0

%
）

–

N
O

TICE - USE XX IF ETHANOL BLEND (M
AX 

10
%

)

–

AAKKII ((RROONN++MMOONN))//22 オオククタタンン価価 -- 注注意意ララベベルル

注
意

 ‒

 エ
タ
ノ
ー ル 含 有 量 は 10% 以

下

と
す

る

オ ク タ ン

E10

XX

RROONNオオククタタンン価価 -- 注注意意ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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代代表表的的なな例例

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ハハンンググタタググ
米米国国環環境境保保護護庁庁認認証証ハハンンググタタググ

70
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NER =

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.

NER (NORMALIZED EMISSION RATE) =
ON 0 TO 10 SCALE, 0 BEING THE CLEANEST.

VEHICLE MODEL NAME:

ENGINE DESCRIPTION:

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
*NOT TO BE REMOVED PRIOR SALE.

EPA CERTIFIED

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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米米国国カカリリフフォォルルニニアア州州規規制制｢｢PPRROOPPOOSSIITTIIOONN 6655｣｣にに基基づづくく警警告告

警 告 ： 乗 ⽤ ⾞ 両 ま た は オ フ ハ イ ウ ェ イ ⾞ 両 の
運 転 、整 備 、お よ び 操 作 を ⾏ う こ と で 、⽶ 国 カ リ フ ォ
ル ニ ア 州 政 府 が 規 制 す る 、発 が ん 性 や 先 天 性 障 害 ま た
は ⽣ 殖 毒 性 を 引 き 起 こ す こ と が 知 ら れ て い る 化 学 製 品
に さ ら さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。そ の よ う な 可 能 性 を
最 ⼩ 限 に 抑 え る た め に 、必 要 時 以 外 は エ ン ジ ン の ア イ ド
リ ン グ を せ ず 、通 気 性 の よ い 場 所 で 整 備 を ⾏ い 、整 備 時
は グ ロ ー ブ を 着 ⽤ す る か 頻 繁 に ⼿ を 洗 う よ う に し て く だ
さ い 。
詳 細 は 、www.P65Warnings.ca.gov/passenger-vehicle 
を ご 覧 く だ さ い 。

警 告 ： バ ッ テ リ ー 電 極 、端 ⼦ 、お よ び 関 連 ア ク セ サ リ
ー は 、⽶ 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 政 府 が 規 制 す る 、発 が ん 性
や 先 天 性 障 害 、ま た は ⽣ 殖 毒 性 を 引 き 起 こ す こ と が 知 ら
れ て い る 鉛 や 鉛 化 合 物 を 含 ん で い ま す 。こ れ ら の も の へ
の 曝 露 を 最 ⼩ 限 に 抑 え る た め に 、こ の ⾞ 両 を 整 備 す る
と き は 、⼿ 袋 を 着 ⽤ す る か 、頻 繁 に ⼿ を 洗 う よ う に し て く
だ さ い 。
詳 細 は 、www.P65Warnings.ca.gov を ご 覧 く だ さ い 。
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重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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重重要要なな製製品品ララベベルル（（カカナナダダ//米米国国をを除除くくすすべべててのの
国国））
この車両には、重要な安全情報が記載されている下げ札およびラベ
ルが付いています。

この車両に乗る人は、必ずこの情報をよく読み理解した上で乗車し
てください。

車車両両警警告告ララベベルル
これらのラベルは、オペレーター、同乗者またはその場に居合わせ
る人の安全のために、車両に貼ってあります。

以下のラベルが車両に貼付されています。それらは車両の恒久的一
部であると考えてください。デカールが紛失または損傷した場合、
無料で再貼付できます。BRP認定スノーモービルディーラーにお問
い合わせください。

注注記記：：
このガイドおよび車両（艇体）に矛盾がある場合は、車両（艇体）
の安全性ラベルがこのガイドのラベルよりも優先されます。
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シショョッッククアアブブソソーーババーー -- 警警告告ララベベルル
このラベルはショックアブソーバーに直接貼られています。

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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ププーーリリーーガガーードドととドドラライイブブププーーリリーーのの締締めめ付付けけトトルル
クク –– 警警告告おおよよびび注注意意ララベベルル

警警告告
エエンンジジンン動動作作中中はは、、ここののガガーードドをを必必ずず所所定定位位置置にに設設置置ししてておお
くく必必要要ががあありりまますす。。回回転転部部品品にに注注意意ししててくくだだささいい。。衣衣服服をを巻巻
きき込込んんだだりり負負傷傷すするる恐恐れれががあありりまますす。。

注注意意
–– ドドラライイブブププーーリリーーボボルルトトのの推推奨奨トトルルククはは111155～～112255 NNmm
（（8855～～9922 llbbff--fftt））でですす。。

–– 推推奨奨トトルルククをを適適用用ししなないいとと、、ドドラライイブブププーーリリーーととエエンンジジンン
にに重重大大なな故故障障がが発発生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。

–– 全全体体のの組組みみ立立てて手手順順ににつついいててははササーービビススママニニュュアアルルをを参参照照
ししててくくだだささいい。。

115 〜  125 N ·m

11365_JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）



安全情報 79

高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい -- 警警告告ララベベルル

警警告告
高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい。。

516009935

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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高高温温部部品品にに注注意意 –– 注注意意ララベベルル

注注意意
高高温温部部分分にに注注意意。。

11
57
1

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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フフュューーエエルルイインンジジェェククタターーのの切切りり離離しし -- 警警告告ララベベルル

警警告告

–– 必必ずず両両方方ののフフュューーエエルルイインンジジェェククタターーをを電電気気的的にに切切りり離離しし
ててかからら、、イイググニニッッシショョンンススパパーーククののテテスストトををししててくくだだささ
いい。。

–– ここれれをを怠怠るるとと、、ススパパーーククにによよっってて燃燃料料がが着着火火しし、、火火災災がが発発
生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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デディィススククガガーードド -- 警警告告ララベベルル

警警告告

整整備備中中はは、、ここののガガーードドをを必必ずず所所定定位位置置にに設設置置ししてておおくく必必要要がが
あありりまますす。。

11
36
6

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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始始動動手手順順 –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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警警告告
–– 運運転転すするる前前ににすすべべててのの警警告告ララベベルルをを読読んんでで理理解解しし、、オオペペレレーー
タターーズズガガイイドドをを読読んんでで所所定定位位置置にに保保管管しし、、QQRRココーードドリリンンクク
をを使使用用すするるかかSSKKII--DDOOOOウウェェブブササイイトトににアアククセセススししてて安安全全講講習習
ビビデデオオををごご覧覧くくだだささいい。。

–– 車車両両のの特特徴徴にに慣慣れれままししょょうう。。経経験験のの浅浅いいラライイダダーーはは危危険険をを見見
逃逃しし、、車車両両特特有有のの挙挙動動やや地地面面のの状状態態にに驚驚くくここととががあありりまますす。。
低低速速でで走走行行ししててくくだだささいい。。

–– 過過度度のの速速度度やや無無謀謀なな走走行行はは、、死死亡亡事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま
すす。。

–– 速速度度をを積積雪雪のの状状態態ややとと周周囲囲のの状状況況にに必必ずず合合わわせせててくくだだささいい。。
–– 操操舵舵制制御御おおよよびび制制動動能能力力はは、、圧圧雪雪、、氷氷、、道道路路上上でで低低下下すするるここ
ととががあありりまますす。。速速度度をを下下げげ、、停停止止ままたたはは旋旋回回すするるたためめのの空空間間
をを広広くく取取りりままししょょうう。。

–– オオペペレレーータターーのの最最少少年年齢齢にに関関すするる法法律律をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。
当当社社はは、、1166才才以以上上のの人人がが運運転転すするるここととをを推推奨奨ししてていいまますす。。

–– エエンンジジンンがが動動作作ししてていいるるととききままたたはは車車両両がが走走行行ししてていいるるとときき
にに、、絶絶対対ににササイイドドパパネネルルややフフーードドをを開開けけたたままままににししなないいででくく
だだささいい。。必必ずずテテザザーーココーードドををポポスストトかからら取取りり外外ししててかからら、、ササ
イイドドパパネネルルややフフーードドをを開開けけててくくだだささいい。。

発発車車前前：：
テテザザーーココーードドをを衣衣服服にに取取りり付付けけまますす。。発発車車前前にに必必ずず、、ススロロッットト
ルルレレババーーととブブレレーーキキレレババーーがが正正ししくく動動作作すするるかか点点検検ししててくくだだささ
いい。。ここれれららはは、、放放ししたたととききにに最最初初のの位位置置にに戻戻ららななけけれればばななりりまま
せせんん。。パパーーキキンンググブブレレーーキキををかかけけまますす。。ハハンンドドルルババーーをを両両方方向向
ににいいっっぱぱいいままでで回回ししてて、、支支障障ななくく動動くくここととをを確確認認ししまますす。。
発発車車後後：：
テテザザーーココーードドをを引引いいてて、、エエンンジジンンがが停停止止すするるここととをを確確認認ししまま
すす。。再再度度エエンンジジンンをを始始動動しし、、緊緊急急エエンンジジンン停停止止ススイイッッチチをを押押しし
てて、、エエンンジジンンがが停停止止すするるかか確確認認ししまますす。。ブブレレーーキキののフフェェーードドをを
避避けけるるたためめにに、、走走行行前前ににパパーーキキンンググブブレレーーキキをを解解除除ししまますす。。
同同乗乗者者をを乗乗せせてて走走行行すするるととききはは：：
–– 制制動動能能力力とと操操舵舵制制御御能能力力がが低低下下ししまますす。。
–– 速速度度をを落落ととししてて、、車車体体操操作作ののたためめののススペペーーススをを広広くく取取っっててくく
だだささいい。。

–– 重重量量にに合合わわせせててササススペペンンシショョンンをを調調整整ししててくくだだささいい。。
重重要要：：オオペペレレーータターーはは、、同同乗乗者者のの安安全全にに関関すするる責責任任をを負負っってていい
まますす。。どどののドドラライイババーーおおよよびび同同乗乗者者もも下下記記内内容容ををおお読読みみくくだだささ
いい。。
–– 常常にに警警戒戒ししてて不不測測のの事事態態をを回回避避すするるよようう心心掛掛けけててくくだだささいい。。
–– 控控ええめめなな運運転転をを心心ががけけ、、人人、、物物、、状状況況、、接接近近ししててくくるる車車両両にに
注注意意ししててくくだだささいい。。

–– 薄薄いい氷氷のの上上やや水水ののああるる場場所所はは避避けけててくくだだささいい。。
–– トトレレーールル外外をを走走行行すするるととききははささららにに注注意意をを払払っっててくくだだささいい。。
–– 常常にに承承認認さされれたたヘヘルルメメッットト、、おおよよびびススノノーーモモーービビルル走走行行にに適適
切切なな衣衣類類をを着着用用ししててくくだだささいい。。

–– 同同乗乗者者ででああっっててもも、、アアルルココーールルをを摂摂取取ままたたはは薬薬をを服服用用ししてていい
るる場場合合はは、、絶絶対対にに乗乗ららなないいででくくだだささいい。。

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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440000 mmmm
（（1166 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

始始動動手手順順 –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

12
56
5

16+
12
56
5

始始動動手手順順 –– 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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同同乗乗者者のの安安全全 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
ここのの車車両両はは、、11人人ののオオペペレレーータターーとと座座席席数数分分のの同同乗乗者者用用にに設設計計ささ
れれてていいまますす。。SSSSCCCC規規格格にに準準拠拠ししてておおりり、、シシーートトににははスストトララッッププ
ままたたははググリリッッププがが装装備備さされれてていいまますす。。

440000 mmmm
（（1166 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

同同乗乗者者のの安安全全 -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

同同乗乗者者のの安安全全 -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）



安全情報 89

リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントト -- 警警告告ララベベルル

警警告告
重重傷傷やや死死亡亡事事故故のの危危険険性性をを減減ららすすたためめ、、
–– カカーーゴゴボボッッククススにに可可燃燃性性のの液液体体類類やや液液体体のの危危険険物物をを入入れれてて運運
搬搬ししなないいででくくだだささいい。。着着火火ししたた場場合合、、爆爆発発をを引引きき起起ここすす恐恐れれ
ががあありりまますす。。

–– 運運転転前前ににカカババーーがが閉閉じじらられれてて固固定定さされれてていいるるここととをを確確認認ししてて
くくだだささいい。。

リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントト -- 警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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最最大大積積載載量量 -- 警警告告ララベベルル

440000 mmmm
（（1166 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

警警告告

–– カカーーゴゴエエリリアアににはは絶絶対対にに座座ららなないいででくくだだささいい。。
–– 必必ずずししっっかかりり固固定定さされれたた剛剛性性のの高高いいけけんん引引ババーーをを使使用用ししてて
けけんん引引ししててくくだだささいい。。

–– 詳詳細細ににつついいててはは、、『『オオペペレレーータターーズズガガイイドド』』をを参参照照ししててくく
だだささいい。。

–– 荷荷重重がが最最大大積積載載量量をを超超ええるるとと、、操操舵舵制制御御とと制制動動能能力力にに影影響響
をを及及ぼぼしし、、回回復復不不能能なな損損傷傷をを受受けけるる恐恐れれががあありりまますす。。

–– 最最大大積積載載量量（（垂垂直直荷荷重重をを含含むむ））：：1155..88 kkgg（（115555 NN））
–– 最最大大垂垂直直荷荷重重：：1100 kkgg（（9988 NN））
–– 最最大大けけんん引引能能力力：：226600 kkgg（（22555500 NN））

<

<

11373_JA

15.8 kg
155 N

260 kg
2,550 N

最最大大積積載載量量おおよよびびけけんん引引能能力力——警警告告ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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最最大大積積載載量量 -- 警警告告ララベベルル
550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

警警告告

–– 絶絶対対ににカカーーゴゴエエリリアアににはは座座ららなないいででくくだだささいい。。
–– 荷荷重重がが最最大大積積載載量量をを超超ええるるとと、、操操舵舵制制御御とと制制動動能能力力にに影影響響をを
及及ぼぼしし、、回回復復不不能能なな損損傷傷をを受受けけるる恐恐れれががあありりまますす。。

–– 最最大大積積載載量量：：6611 kkgg（（660011 NN））

<

13
13
9_
JA61 kg

601 N

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）



92 安全情報

回回転転ししてていいるるトトララッックク——警警告告ララベベルル

警警告告
-- 旋旋回回ししてていいるるトトララッッククのの背背後後やや近近くくにに絶絶対対にに立立たたなないいででくくだだささ
いい。。飛飛ばばさされれたた異異物物にによよっってて重重傷傷をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。
-- 圧圧雪雪やや氷氷をを取取りり除除くくににはは、、テテザザーーココーードドをを車車両両かからら外外しし、、車車両両
のの片片側側をを持持ちち上上げげてて保保持持しし、、ベベルルトトガガーードドにに収収容容さされれてていいるる
ツツーールルをを使使用用ししててくくだだささいい。。

440000 mmmm
（（1166 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

11678

1
2

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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最最大大けけんん引引能能力力 -- 警警告告ララベベルル
550000//660000 mmmm
（（2200//2244 iinn））トトンンネネルルモモデデルル

警警告告
–– 牽牽引引はは、、操操舵舵制制御御やや安安定定性性にに影影響響すするる場場合合ががあありりまますす。。
–– -- 必必ずずししっっかかりり固固定定さされれたた牽牽引引ババーーをを使使用用ししてて、、最最大大牽牽引引重重
量量をを守守りり、、低低速速でで走走行行ししててくくだだささいい。。
–– スストトッックク：：554444 kkgg（（55333388 NN））
–– HHDDババンンパパーー：：668800 kkgg（（66667722 NN））

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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HD < 680 kg  6,672 N
< 544 kg  5,338 N

< 16 kg  156 N

13111_JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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技技術術情情報報ララベベルル
推推奨奨噴噴射射オオイイルル -- 情情報報ララベベルル
車両のエンジンに適した噴射オイルのタイプについては、技術仕様
を参照してください。

3/4
11
56
2

2T

推推奨奨噴噴射射オオイイルル -- 情情報報ララベベルル

ララベベルルのの位位置置

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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ククリリッッカカーー調調整整ララベベルル
1. テザーコードを取り外します。
2. プーリーガードからプーリーエキスパンダーを取り外します。
3. ボルトを緩めます。
4. クリッカーを調整します。
5. ボルトを締め付けます。

11437_JA
5
4

2
1

3

5
( 7 @ 9 N·m )

1 2

4

ククリリッッカカーー調調整整ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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代代表表的的なな例例

調調整整ツツーールルララベベルル
– 最初にサスペンション調整ツールを取り付けます。（ラベル上の
白色の部分）

– 次に、プーリーエキスパンダーとヘッドライト調整ツールを取り
付けます。（ラベル上の青色の部分）

– 設備のセクションに記載のツールを参照してください。

調調整整ツツーールル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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代代表表的的なな例例

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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推推奨奨燃燃料料——注注意意ララベベルル
車両のエンジンに適した燃料タイプについては、技術仕様を参照し
てください。

オ ク タ ン

注
意
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%
）

–

N
O

TICE - USE XX IF ETHANOL BLEND (M
AX 

10
%

)

–

AAKKII ((RROONN++MMOONN))//22 オオククタタンン価価 -- 注注意意ララベベルル

注
意

 ‒

 エ
タ
ノ
ー ル 含 有 量 は 10% 以

下

と
す

る

オ ク タ ン

E10

XX

RROONNオオククタタンン価価 -- 注注意意ララベベルル

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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代代表表的的なな例例

重要な製品ラベル（カナダ/米国を除くすべての国）
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走走行行前前点点検検
毎回乗車前に、操作中に発生する可能性がある問題を検出するため
に乗車前の点検を実施します。乗車前の点検により、問題になる前
に磨耗や劣化を監視できます。発見した問題を解消して、事故や機
能不良のリスクを低減します。

エエンンジジンン始始動動前前
1. ライト、シート、フットレスト、コントローラー類、計器類な
ど、車体から雪氷を取り除きます。

2. ドライブベルトガードに収納されているレンチツールを使用し
て、リアサスペンションから圧雪や氷を取り除きます。

3. エアインテークシステムの確認
– エアサイレンサープレフィルターに雪が付着していないこと
を確認します。

– エアサイレンサープレフィルターの膜が損傷しておらず、穴
や亀裂がないことを確認します。フィルターに損傷や穴があ
る場合は、ユニットを始動せず、ディーラーに連絡してプレ
フィルターの交換を含むインテークシステム全体の点検を依
頼してください。

4. スキーとステアリングが支障なく動くことを確認します。ハンド
ルバーとスキーが対応する動作をするか確認します。

5. 燃料と噴射オイルのレベルと漏れを確認します。必要に応じて補
充し、漏れがある場合は、最寄りのBRP認定スノーモービル
ディーラー、修理店、または担当者に連絡し、メンテナンス、修
理、または交換を依頼してください。

6. すべてのストレージコンパートメントのラッチが正しく掛かって
いなければなりません。また、重量物や壊れやすい物を保管しな
いでください。フードとサイドパネルのラッチも正しく掛けてく
ださい。

7. スロットルコントロールレバーを数回作動させ、簡単かつスムー
ズに動くことを確認します。レバーを放したときは、レバーがア
イドリング位置に復帰しなければなりません。

8. ブレーキレバーを作動させ、ブレーキコントロールレバーがハン
ドルバーグリップに接触する前に、ブレーキが完全にかかること
を確認します。レバーを放したときは、レバーが完全に復帰しな
ければなりません。

9. パーキングブレーキをかけ、ブレーキが正常に動作しているか確
認します。パーキングブレーキをかけたままにします。

10.ドライブベルトの状態および高さを点検します。メンテナンス手
順のドライブベルトを参照してください。

エエンンジジンン始始動動後後
正しいエンジン始動手順については、該当のエンジン始動手順のセ
クションを参照してください。

1. ヘッドライトのハイビームとロービーム、テールランプ、ストッ
プランプおよびパイロットランプの点灯を確認します。
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注注記記：：
ライトを点検するために、テザーコードを衣服から外さなければな
らない場合もあります。そのような場合には、スノーモービルのコ
ントローラー類を操作できる状態に戻ったら速やかにコードを取り
付けてください。

2. (テザーコードキャップを引っ張って) エンジンカットオフスイッ
チの動作を確認し、また緊急エンジン停止スイッチの動作を確認
します。

3. パーキングブレーキを解除します。
4. 車両の暖機のセクションを参照し、指示事項に従ってください。

走走行行前前チチェェッッククリリスストト
項目 作業内容 �

シート、フットレス
ト、ライト、エアフィ
ルター、コントローラ
ー類および計器類を含
む車体

状態を点検し、雪や氷を取り除きま
す。

スキー／ステアリング
コンポーネントおよび
機能

自由に動き、正常に動作するか確認
します。

スキーランナー 異常な磨耗を確認します。

燃料 適量で漏れがないことを確認しま
す。

噴射用オイル（該当す
る場合）

適量で漏れがないことを確認しま
す。

クーラント 適量で漏れがないことを確認しま
す。

ドライブベルト
亀裂、擦り切れまたは異常な摩耗が
ないか、適切な高さであるか確認し
ます。

スロットルレバー 正常に動作するか確認します。

ブレーキレバー 正常に動作するか確認します。

ブレーキコンポーネン
トおよび機能 正常に動作するか確認します。

走行前点検
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ブレーキオイル 適量で漏れがないことを確認しま
す。

ストレージコンパート
メント

正しくラッチが掛かっていること、
および重量物や壊れやすい物がない
ことを確認します。

トラック

状態をチェックして、雪または氷を
除去します。
スタッド装備のトラックの場合はト
ラクション強化製品を参照してくだ
さい。

スライダーシュー 異常な磨耗を確認します。

緊急エンジン停止スイ
ッチおよびエンジンカ
ットオフスイッチ (テザ
ーコードキャップ)

正常に動作するか確認します。テザ
ーコードはオペレーターの衣服のハ
トメに留めておいてください。

ライト 正常に動作するか確認します。

ホーンボタン（装備さ
れている場合） 正常に動作するか確認します。

走行前点検
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安安全全面面ででのの欠欠陥陥のの報報告告
カナダでは、衝突、傷害または死亡を招きかねない車両の欠陥を発
見した場合は、直ちにカナダ運輸省（Transport Canada）および
Bombardier Recreational Products Inc.にご連絡ください。

カナダ運輸省は他のドライバーから似たような苦情を受け取った場
合、調査を開始する場合があり、特定の車両に安全面における欠陥
を見つけた場合は、製品回収と是正キャンペーンを実施する場合が
あります。ただし、カナダ運輸省はあなたと、あなたのディーラー
またはBombardier Recreational Products Inc.の間に生じた個人的な
問題に関わることはできません。

カカナナダダ運運輸輸省省窓窓口口：：

819-994-3328（ガティノー-オタワ地域または国際電話）
無料電話： 1 800-333-0510（カナダ）

Transport Canada - ASFAD
330 Sparks Street
Ottawa, ON
K1A 0N5

hhttttppss::////wwwwww..ttcc..ggcc..ccaa//rreeccaallllss
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車車両両のの輸輸送送
オイルリザーバーと燃料タンクキャップが正しく取り付けられてい
ることを確認します。

チルトベッドトレーラーはウインチ装置を容易に搭載でき、荷積み
のときに最大の安全性を確保することができます。簡単に見えると
しても、決してスノーモービルを走行させて、チルトベッドトレー
ラーまたはその他のいかなるトレーラーもしくは車両にも載せない
でください。スノーモービルが走行してトレーラーに上ることで、
多くの重大な事故が発生してきました。たとえ短い移動距離でも、
車両のフロントとリアを確実に固定します。すべての装置がしっか
り固定されていることを確認します。道路上のホコリがスノーモー
ビルを損傷しないように、トレーラーで輸送するときはスノーモー
ビルにカバーをかけます。

トレーラーが州の要求事項に適合することを確認してください。
ヒッチと安全チェーンが固定されていること、ブレーキランプ、方
向指示灯および車幅灯がすべて機能していることを確認します。

警警告告
車車両両をを後後方方にに向向けけててけけんん引引ししなないいででくくだだささいい。。車車両両をを後後方方にに向向
けけててけけんん引引すするるとと、、風風ががウウイインンドドシシーールルドドをを損損傷傷すするる恐恐れれががああ
るるばばかかりりででななくく、、ウウイインンドドシシーールルドドががななくくななっっててししままうう恐恐れれささ
ええあありりまますす。。

車両（艇体）の各側で、2本以上のストラップを使用することをお勧
めします。

フットボードでは、指定された開口部のみを使用して車両（艇体）
を固定してください。
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代代表表的的なな例例

車両の輸送
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垂直方向に固定しないでください。特に指示がない限り、車両（艇
体）上のストラップ取り付けポイントとトレーラーまたはプラット
フォーム上の取り付けポイントの間には、30 cm（12 in）以上の間隔
を空ける必要があります。

ラッシングポイントの最大荷重

1. 前進 500 kg
（1100 lb）

横方向 160 kg
（353 lb）

2. 前進 250 kg
（550 lb）

3. 後進方向 250 kg
（550 lb）

4. 後進方向 500 kg
（1100 lb）

代代表表的的なな例例
A. 最小距離50 cm（20 in）

代代表表的的なな例例

車両の輸送
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車車両両ににつついいててのの情情報報
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基基本本ココンントトロローールル
すべてのコントロールの位置と操作方法を知り、それらをスムーズ
およびコーディネートよく利用するために練習することが必要で
す。

機能の一部はご使用のモデルに該当しない、またはオプションであ
る可能性があります。

6

432
1

5

代代表表例例—— 660000 EEFFIIエエンンジジンン
1. ブレーキレバー
2. パーキングブレーキレバー
3. ハンドルバー
4. 緊急停止スイッチ
5. スロットルレバー
6. エンジンカットオフスイッチ
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6

432
1 5

代代表表例例 -- EE--TTEECCエエンンジジンン
1. ブレーキレバー
2. パーキングブレーキレバー
3. ハンドルバー
4. 緊急停止スイッチ
5. スロットルレバー
6. エンジンカットオフスイッチ

基本コントロール
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6

4321 5

代代表表的的なな例例
1. ブレーキレバー
2. パーキングブレーキレバー
3. ハンドルバー
4. 緊急停止スイッチ
5. スロットルレバー
6. エンジンカットオフスイッチ

ハハンンドドルルババーー
ハンドルバーはスノーモービルの操舵を制御します。ハンドルバー
が右または左に回転するとき、スキーは右または左に回転して、ス
ノーモービルを操舵します。

警警告告
高高速速でで後後退退ししななががらら旋旋回回すするるとと、、安安全全とと制制御御のの喪喪失失ににつつななががるる
恐恐れれががあありりまますす。。

ハハンンドドルルババーーのの調調整整

警警告告
すすべべててのの操操作作部部にに完完全全にに手手がが届届きき、、車車両両をを運運転転ししてていいるる人人がが常常
にに簡簡単単にに使使用用ででききるるここととがが重重要要でですす。。
時時間間をを取取りり、、ドドラライイババーーにに合合わわせせてて車車両両をを調調整整ししててかからら運運転転しし
ててくくだだささいい。。
ハハンンドドルルババーーおおよよびびブブレレーーキキレレババーーはは、、そそれれぞぞれれののドドラライイババーー
ののニニーーズズにに合合わわせせてて簡簡単単にに調調整整ででききまますす。。

基本コントロール
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1. アッパーサポートからハンドルバーを簡単に回せるように、4本
のファスナーを緩めます。

代代表表的的なな例例
ハハンンドドルルババーーをを好好みみのの高高ささにに調調整整すするる

2. オペレーターが運転席に座った状態で、ブレーキレバーを希望す
る位置に回します。

3. ハンドルバーサポートファスナーを締め付ける前に、ハンドル
バーが完全に中心に配置されていることを確認します。

工工場場出出荷荷時時設設定定へへののハハンンドドルルババーーのの調調整整
4. 次の図に従ってクランプ付きでハンドルバーをセットします。

基本コントロール
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代代表表例例 –– ポポジジシショョンン11
5. ハンドルバーサポートファスナーを締め付ける前に、ハンドル
バーが完全に中心に配置されていることを確認します。

6. 4本のファスナーを規定のトルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

クランプボルト 24.5 ± 3.5 Nm
（18 ± 3 lbf-ft）

7. ハンドルバークランプがエクステンションと平行であることを確
認します。

基本コントロール
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A. 各側が均等であること

8. マスターシリンダーカバーが水平であることを確認してくださ
い。

9. ハンドルバーを左右にいっぱいに動かしてハンドルバーワイヤー
やケーブルに望ましくない張りが生じないことを確認します。

ススロロッットトルルレレババーー
スロットルレバーはハンドルバーの右端にあります。

親指で作動するようにできています。レバーを押すと、エンジン回
転数が上昇します。レバーを放すと、自動的にアイドリング回転数
になります。

基本コントロール
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ススロロッットトルルレレババーーケケーーブブルル
1. 加速時
2. 減速時

警警告告
エエンンジジンンをを始始動動すするるたたびびにに、、ススロロッットトルルレレババーーのの動動作作ををテテスストト
ししててくくだだささいい。。レレババーーをを放放ししたたらら、、停停止止位位置置にに戻戻ららななけけれればばなな
りりまませせんん。。そそううででなないい場場合合、、エエンンジジンンをを始始動動ででききまませせんん。。

緊緊急急エエンンジジンン停停止止ススイイッッチチ
緊急エンジン停止スイッチはハンドルバーの右端にあります。

緊急時にエンジンを停止させるには、スイッチを押してOFF位置に
して、同時にブレーキをかけます。

基本コントロール
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オオフフ位位置置

エンジンを始動するには、スイッチを引いてON位置にします。

オオンン位位置置

すべてのスノーモービルオペレーターは、最初の遠出のときに緊急
エンジン停止スイッチを複数回使用し、またその後エンジンを止め
るときにはいつでも同スイッチを使用して、その機能に習熟してく
ださい。そのようにすれば、エンジン停止手順が反射行動になり、

基本コントロール
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緊急エンジン停止スイッチを使用することが必要な緊急事態に対す
るオペレーターの心構えを作ります。

警警告告
不不具具合合がが疑疑わわれれるる緊緊急急事事態態ののたためめににススイイッッチチをを使使用用ししたた場場合合、、
エエンンジジンンをを再再始始動動すするる前前にに不不具具合合のの原原因因をを特特定定しし、、不不具具合合をを解解
消消ししててくくだだささいい。。整整備備ににつついいててはは、、BBRRPP認認定定ススノノーーモモーービビルル
デディィーーララーーににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

ブブレレーーキキレレババーー
ブレーキレバーはハンドルバーの左端にあります。

レバーを引くと、ブレーキがかかります。レバーを放すと、自動的
に停止位置に戻ります。制動効果は、レバーにかかる圧力と、地面
の種類と雪の深さに比例します。

代代表表的的なな例例
1. ブレーキレバー
2. ブレーキをかける

ブブレレーーキキレレババーーのの調調整整

警警告告

ブブレレーーキキレレババーーををユユーーザザーーのの体体格格やや普普段段のの運運転転位位置置にに合合わわせせてて
調調整整すするるここととがが重重要要でですす。。

ブレーキレバーを正しい位置にすることで、次のことが可能になり
ます。
– 人差し指と中指をレバーにかけやすくなる。
– レバーの外端を利用して力を最適化できる。

基本コントロール
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– 手首の位置を正しく合わせることができる。

スノーモービルに乗って出かける前に、時間を取ってブレーキレ
バーを調整し、操作を試すことで、快適性が向上します。

代代表表的的なな例例

1. 2本のボルトを十分緩めて、ハンドルバー上でブレーキレバーを
簡単に移動できるようにします。

注注記記：：
2本のボルトを十分緩めていないと、ブレーキレバーを移動させたと
きにハンドルバーが傷付く場合があります。

基本コントロール
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2. ハンドルバー上に基準マークを設け、距離および回転限度に従い
ます。

1. ハンドルバードット
A. ハンドルバーのポイントとブレーキレバーの側面との間は0～5
mm（0～0.197 in）

3. オペレーターが運転席に乗った状態で、ブレーキレバーを希望す
る位置に移動します。

4. 調整したら、ボルトを規定のトルクで締め付けます。

基本コントロール
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締締めめ付付けけトトルルクク

ブレーキレバー調整ボル
ト

8.5 ± 1.5 Nm
（75 ± 13 lbf-in）

パパーーキキンンググブブレレーーキキレレババーー
パーキングブレーキレバーはハンドルバーの左端にあります。

代代表表的的なな例例

パーキングブレーキは、スノーモービルを駐車する場合、必ず使用
してください。

警警告告

ススノノーーモモーービビルルをを動動作作ささせせるるととききはは、、パパーーキキンンググブブレレーーキキがが完完
全全にに解解除除さされれてていいるるここととをを確確認認ししまますす。。車車両両でで走走行行すするるとときき、、
レレババーーをを引引きき続続けけるるとと、、ブブレレーーキキパパッッドドがが引引っっ張張らられれるるここととにに
ななりり、、そそのの結結果果ブブレレーーキキシシスステテムムがが損損傷傷しし、、制制動動能能力力のの喪喪失失やや
火火災災がが発発生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。

パパーーキキンンググブブレレーーキキををかかけけるる
ブレーキをかけ続けてから、図に示すように、パーキングブレーキ
レバーを使用してブレーキレバーをロックします。

基本コントロール



122

代代表表例例——係係合合メメカカニニズズムム
1. ブレーキをかけ続けます
2. パーキングブレーキレバーを使用して、ブレーキレバーをロック
する

パパーーキキンンググブブレレーーキキをを解解除除すするる
ブレーキレバーを引きます。パーキングブレーキレバーは自動的に
元の位置に戻ります。走行する前に必ずパーキングブレーキを解除
します。

エエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチ
メメカカニニカカルルイイググニニッッシショョンンキキーー使使用用モモデデルル

基本コントロール
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代代表表的的なな例例

DD..EE..SS..SS..キキーー使使用用モモデデルル

D.E.S.S.キーもエンジンカットオフスイッチです。

代代表表的的なな例例

エンジンカットオフスイッチ (テザーコード) はコンソールにありま
す。

車両の動作を可能にするために、テザーコードキャップは、しっか
りエンジンカットオフスイッチに取り付けておいてください。

テザーコードキャップをスイッチから引き抜くと、エンジンが停止
します。

基本コントロール
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警警告告

エエンンジジンン始始動動前前にに、、必必ずずテテザザーーココーードドハハトトメメをを衣衣服服にに取取りり付付けけ
てておおいいててくくだだささいい。。

DD..EE..SS..SS..((デデジジタタルル暗暗号号化化セセキキュュリリテティィシシスステテムム))
テザーコードキャップにはD.E.S.S.キーが付いています。これは、従
来型のロックキーと同等のセキュリティ機能をオペレーターとス
ノーモービルに提供します。

D.E.S.S.キーは、恒久的に記憶されている一意のデジタルコードを備
えている電子チップを内蔵しています。

BRP認定スノーモービルディーラーは、お買い求めのスノーモービ
ルがテザーコードキャップのD.E.S.S.キーを認識して車両の操作がで
きるように、D.E.S.S.を設定しています。

D.E.S.S.を設定していない別のテザーコードを使用する場合、エンジ
ンは始動しますが、車両を動かすドライブプーリー連結速度には達
しません。

テザーコードキャップに泥や雪が付いていないことを確認してくだ
さい。

DD..EE..SS..SS.. 柔柔軟軟性性
BRP認定スノーモービルディーラーは、最大で8個の異なるキーを受
け付けるように、スノーモービルのD.E.S.S.を設定できます。

当社は、BRP認定スノーモービルディーラーから追加のテザーコー
ドを購入するよう推奨しています。 2個以上のD.E.S.S.を装備する
BRPスノーモービルを所有している場合、BRP認定スノーモービル
ディーラーは、各車両が他の車両のD.E.S.S.キーを受け付けるように
設定できます。

基本コントロール
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二二次次ココンントトロローールル
機能の一部はご使用のモデルに該当しない、またはオプションであ
る可能性があります。

車体の警告ラベルは図に表示されていません。車両の警告ラベルの
情報については車両警告ラベルのセクションを参照してください。

2

1

3

代代表表例例 –– 660000 EEFFIIススポポーーツツモモデデルル
1. 始動/電子リバーススイッチ
2. グリップヒータースイッチ
3. ヘッドライトディマースイッチ
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21

代代表表例例 –– ギギヤヤボボッッククスス装装備備モモデデルル
1. ハンドルバー多機能スイッチ
2. ギヤシフトレバー

ココンンソソーールルススイイッッチチ –– 660000 EEFFII
始始動動//電電子子リリババーーススススイイッッチチ

代代表表的的なな例例

二次コントロール
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イグニッションキーを回してエンジンを始動します。基本手順のセ
クションのエンジン始動手順を参照してください。

エンジンが始動したら、キーを回して電子リバースを作動させてく
ださい。基本手順のリバース（RER）を参照してください。

ヘヘッッドドラライイトトデディィママーーボボタタンン
押してハイまたはロービームを選択します。エンジンが動作してい
るときは、ライトが自動で点灯します。

1. ハイビーム
2. ロービーム

ヒヒーータターー付付ききググリリッッププおおよよびびヒヒーータターー付付ききススロロッットトルルレレババーースス
イイッッチチ –– ココンンソソーールルススイイッッチチ付付きき44..55イインンチチデデジジタタルルデディィススププレレイイ

注注記記：：
– 2000 rpm未満では、グリップヒーターの能力が50%に制限されま
す。

– バッテリー残量により、ヒーター付きグリップに制限がかかりま
す。13 Vを下回ると、ヒーター付きグリップはオフになります。

コンソール上のスイッチは、ハンドルバーグリップとスロットルレ
バーの温度の強弱を同時に制御します。

スロットルレバーとグリップの温度のバランスは調整可能です。

手を快適な温度に保つには、スイッチを必要なだけ押して温度の強
弱を選択します。

二次コントロール
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1. 温度を上げる
2. 温度を下げる

温度の強弱は、デジタルディスプレイに表示されます。

ヒヒーータターー付付ききググリリッッププのの表表示示

ヒヒーータターー付付ききススロロッットトルルレレババーーのの表表示示

二次コントロール
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ゲージ上にバーが表示されなければ、ヒーター付きグリップとス
ロットルレバーはオフになります。

スイッチを放すと、燃料レベルとエンジン温度の表示に戻ります。

ハハンンドドルルババーー多多機機能能ススイイッッチチ
44..55イインンチチままたたはは77..22イインンチチデディィススププレレイイ
多機能スイッチはハンドルバーの左側にあります。

44..55イインンチチままたたはは77..22イインンチチデディィススププレレイイ装装備備モモデデルル
1. ヘッドライトディマーボタン
2. ヒーター付きスロットルレバーおよびグリップボタン
3. トリップ/上ボタン
4. モード/下ボタン
5. 始動/電子リバースボタン

二次コントロール
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始始動動 -- SSHHOOTT（（装装備備さされれてていいるる場場合合））//電電子子リリババーーススボボタタンン -- RREEPP
（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
このボタンには2つの主要機能があります

1. エンジンの始動
2. リバースへのシフト

電動スターター装備モデルでは、このボタンを押してエンジンを始
動します。基本手順のセクションのエンジン始動手順を参照してく
ださい。

SHOTシステム装備モデルでは、コンデンサが充電されてからこのボ
タンを押してエンジンを始動します。基本手順のセクションのエン
ジン始動手順を参照してください。

エンジンが始動したら、電子リバースを作動させてください。手順
については、基本手順のリバースへのシフトを参照してください。

始始動動//電電子子リリババーーススボボタタンン
押してエンジンを始動します。基本手順のセクションのエンジン始
動手順を参照してください。

エンジンが始動したら、電子リバースを作動させてください。手順
については、基本手順のリバースへのシフトを参照してください。

ヘヘッッドドラライイトトデディィママーーボボタタンン
押してハイまたはロービームを選択します。エンジンが動作してい
るときは、ライトが自動で点灯します。

ヒヒーータターー付付ききススロロッットトルルレレババーーおおよよびびググリリッッププボボタタンン

注注記記：：
– 2000 rpm未満では、グリップヒーターの能力が50%に制限されま
す。

– バッテリー残量により、ヒーター付きグリップに制限がかかりま
す。13 Vを下回ると、ヒーター付きグリップはオフになります。

ボタンは、ハンドルバーグリップとスロットルレバーの温度の強弱
を同時に制御します。スロットルレバーとグリップの温度のバラン
スは別途調整されます。

温度の強弱は、デジタルディスプレイに表示されます。

二次コントロール
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ヒヒーータターー付付ききググリリッッププおおよよびびススロロッットトルルレレババーーのの温温
度度のの強強弱弱のの調調整整
44..55イインンチチおおよよびび77..22イインンチチデディィススププレレイイ
1. 多機能スイッチにあるヒーター付きスロットルレバーおよびグ
リップボタンを使用して、ヒーター付きグリップまたはスロット
ルレバーを選択します。
– 1回短く押すと、ヒーター付きグリップ設定がアクティブにな
ります。

– 2回短く押すと、スロットルレバー設定がアクティブになりま
す。

ヒーター付きグリップの調整レベルは燃料計に表示され、選択時
に点滅します。

4.5インチディスプレイ

7.2インチディスプレイ

スロットルレバーの調整レベルは温度計に表示され、選択時に点
滅します。

4.5インチディスプレイ

二次コントロール
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7.2インチディスプレイ

2. 上/トリップボタンを使用して、ヒーターの強さを徐々に上げま
す。1回短く押すと、ヒーターのレベルが一段階上がります。上/
トリップボタンを保持すると、ヒーターが自動的に最大設定にな
ります。

3. 下/メニューボタンを使用して、ヒーターの強さを徐々に下げま
す。1回短く押すと、ヒーターのレベルが一段階上がります。下/
メニューボタンを保持すると、ヒーターが自動的に最小設定にな
ります。

トトリリッッププ//上上ボボタタンン
このボタンには2つの機能があります

1. 多機能ディスプレイのトリップメニューの選択と操作
2. ヒーター付きグリップおよびスロットルレバーの加熱素子の温度
を上げる

モモーードド//下下ボボタタンン
このボタンには2つの機能があります

1. 多機能ディスプレイのモードメニューの選択と操作
2. ヒーター付きグリップおよびスロットルレバーの加熱素子の温度
を下げる

始始動動//電電子子リリババーーススボボタタンン
押してエンジンを始動します。基本手順のセクションのエンジン始
動手順を参照してください。

二次コントロール
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エンジンが始動したら、電子リバースを作動させてください。手順
については、基本手順のリバースへのシフトを参照してください。

ギギアアシシフフトトレレババーー
ハハイイ//ロローーギギヤヤボボッッククスス装装備備モモデデルル

このレバーを使用してギヤを選択します。ギヤボックスには、2つの
前進ギヤと1つのニュートラルがあります。

あるポジションから別のポジションへのシフトは、速度が30 km/h
（19 MPH）未満のときに可能です。

注注意意
3300 kkmm//hh（（1199 MMPPHH））をを超超ええてていいるるととききににシシフフトトすするるとと、、ギギヤヤ
ボボッッククススにに重重大大なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。

ニニュューートトララルル
ニュートラル位置にすると、ギアボックスの前進ギアが切り離され
ますギア。

注注記記：： リバースギアは、まだ作動させることができます。

二次コントロール
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ハハイイレレンンジジ（（前前進進））
この位置にすると、ギアボックスの高速レンジが選択されます。こ
れは、通常の走行速度レンジです。車両は、最高速度に到達できま
す。

ロローーレレンンジジ（（前前進進））
この位置にすると、ギアボックスの低速レンジが選択されます。車
両は低速で動き、最大のトルクを発揮します。

注注意意
カカーーゴゴキキャャリリアアををけけんん引引すするるとときき、、重重いい荷荷物物をを運運搬搬すするるとときき、、
障障害害物物をを横横切切るるとときき、、ままたたはは傾傾斜斜をを上上っったたりり下下っったたりりすするるとときき
はは、、ロローーレレンンジジをを使使用用ししててくくだだささいい。。

ホホーーンンボボタタンン（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
フフィィンンラランンドドでで販販売売さされれるる車車両両

ホーンを鳴らすには、ホーンボタンを押します。

代代表表的的なな例例

二次コントロール
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44..55イインンチチデディィススププレレイイ

多多機機能能表表示示
ロロアアーーデディィススププレレイイ

下記の項目を表示させることができます。
– RPM
– SPEED(速度)
– エンジン温度
– 燃料統計情報
– 設定
– メッセージ
– 外気温（装備されている場合）

表示される情報を変更するには、ゲージの下側（M）ボタン、または
ハンドルバー多機能スイッチのモードボタン（装備されている場
合）を使用します。

速度統計情報表示では、最高および平均速度が表示されます。下側
ボタンを3秒間押したままにするとリセットされます。

速度表示が選択されたときは、トリップ表示部に回転数が表示され
ます。

左左側側のの表表示示

左側の表示には以下のものが含まれます：
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– 燃料レベルインジケーター
– グリップヒーターレベル

右右側側のの表表示示

右側の表示には以下のものが含まれます：
– エンジン温度
– スロットルヒーターインジケーター

中中央央のの表表示示

エンジンの回転数または車両（艇体）速度（km/hまたはmph）を表
示します。

4.5インチディスプレイ
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トトリリッッププ表表示示

この表示はトリップ情報を示します。
– 積算距離計オドメーター
– トリップA、時間
– トリップA距離（kmまたはmi）
– 車両アワーメーター
– 時計（装備されている場合）

表示される情報を変更するには、ゲージの上側（T）ボタン、または
ハンドルバー多機能スイッチのトリップボタン（装備されている場
合）を使用します。

トリップAをリセットするには、ゲージの上側（T）ボタン、または
ハンドルバー多機能スイッチのトリップボタン（装備されている場
合）を長押しします。

警警告告ラランンププおおよよびびイインンジジケケーータターー
下記のインジケーターランプは、深刻な状況になる恐れのある車両
の状態を警告します。車両始動時は、機能していることを確認する
ためのランプがいくつか点灯します。車両始動後もランプが点灯し
続けている場合、詳細については、各システムの警告ランプのセク
ションを参照してください。

注注記記：：
一部の警告インジケーターが多機能ゲージのディスプレイに表示さ
れて、インジケーターランプと同じように機能しますが、車両始動
時には表示されません。

表表示示灯灯 -- 下下側側ののババーー

4.5インチディスプレイ
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ラライイトト 説説明明

オレンジ色 - 車両機能異常

青色 - ハイビームが選択された状態。

赤色 - エンジン温度が高過ぎる。

赤 - パーキングブレーキがかかっている、また
はブレーキシステムの不具合。

RED - バッテリー電圧が低すぎる、または電気
系統の問題。

赤色 - 噴射オイルレベル低下

オレンジ色 - 低燃料レベル。

オレンジ色
点点灯灯：車両排出ガス制御システムの不具合。
点点滅滅：エンジンの不具合。応急帰還モードにな
ります。直ちに車両の整備を行ってください。

設設定定

4.5インチディスプレイ
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セセッットトアアッッププ

1. 上側ボタン（トリップ）
2. 下側ボタン（メニュー）

注注記記：： トリップボタンとメニューボタンは、ハンドルバー多機能ス
イッチ上にあります（装備されている場合）。

下側（M）ボタンを使用してSSEETTTTIINNGGSSを選択し、ボタンを押した
ままにして設定メニューに入ります。

統統計計情情報報ののリリセセッットト
下側ボタンを使用してRREESSEETT SSTTAATTを選択し、ボタンを押したまま
にしてリセットします。

単単位位のの選選択択
この多機能ゲージは工場でメートル単位に設定されていますが、
ヤードポンド単位に変更することができます。

下側ボタンを使用してUUNNIITTSSを選択し、ボタンを押したままにして
単位を変更します。

時時計計のの設設定定
下側ボタンを使用してCCLLOOCCKKを選択し、時計を変更します。

1. 下側ボタンを押して時計表示を選択します。

4.5インチディスプレイ
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2. 下側ボタンを1秒間押したままにします。
3. 下側ボタンを押して、12時間表示または24時間表示を選択しま
す。

4. 下側ボタンを押したままにして選択内容を確定します。
5. 下側ボタンを押して時の桁を変更します（時の桁が点滅しま
す）。

6. 下側ボタンを押したままにして時の桁の選択内容を確定します。
7. 下側ボタンを押して分の桁に切り替えます（分の桁が点滅しま
す）。

8. 下側ボタンを押したままにして分の桁の選択内容を確定します。

輝輝度度のの設設定定
LCDディスプレイの輝度を調整できます。

下側のボタンを使用してBBRRIIGGHHTTNNEESSSS（（輝輝度度））を選択し、ボタン
を押したままにして輝度を変更します。

下側ボタンを使用して輝度を調整した後、ボタンを押したままにし
て選択内容を確定します。

言言語語のの設設定定
ゲージ表示の言語は変更することができます。使用できる言語、お
よび好みに合わせたゲージの設定については、BRP認定スノーモー
ビルディーラーにご相談ください。

故故障障ココーードド((FFAAUULLTT CCOODDEESS))
故障コードが1つ以上発生しているときに利用可能です。

下側ボタンを使用してCCOODDEESSを選択し、ボタンを押したままにして
発生しているアクティブな故障コードを確認します。

故障コードは下側表示部にスクロール表示されます。

4.5インチディスプレイ
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装装備備
機能の一部はご使用のモデルに該当しない、またはオプションであ
る可能性があります。

フフロロンントトスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントト
ストレージコンパートメントは車両のフロント、ゲージの上にあり
ます。

オペレーターズガイドと緊急スターターロープは、フロントスト
レージコンパートメントにあります。

開けるには、ボタンを押して、カバーを引き上げます。

代代表表的的なな例例
手順1. 押す
手順2. 持ち上げる

注注記記：：
閉めるときは、カバーが正しく固定されていることを確認してくだ
さい。カチッという音が聞こえます。

オオペペレレーータターーズズガガイイドド
オペレーターズガイドは、フロントストレージコンパートメントに
保管しておいてください。
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ヒヒーータターー付付きき携携帯帯電電話話ケケーースス（（装装備備さされれてていいるる場場
合合））
ヒーター付き携帯電話ケースは、フロントストレージコンパートメ
ントカバーの下に取り付けられています。これは、充電中に携帯電
話を暖かい温度に維持します。

工工具具
ドライブベルトガードの一部は、基本メンテナンスを可能にする
ツールを保持するように設計されています。

ツールは車両と一緒に提供されます。ツールは、必ず適切な位置と
方向に取り付ける必要があります。

装備
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代代表表例例 -- ドドラライイブブベベルルトトガガーードドツツーールルのの位位置置
1. サスペンション調整ツール
2. プーリーエキスパンダーおよびヘッドライト調整ツール

下記の順序で取り付けます。

注注意意
ツツーールルがが正正ししくく固固定定さされれてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。ツツーー
ルルがが外外れれ、、回回転転部部品品をを損損傷傷ささせせるる原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。

1. 固定タブの下に、サスペンション調整ツールのオープンエンド側
を差し込みます。

ササススペペンンシショョンン調調整整ツツーールル
2. クローズエンド側を固定タブに押し込みます。

装備
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3. プーリーエキスパンダー兼高さ調整ツールの短柄側を穴に差し込
みます。

ププーーリリーーエエキキススパパンンダダーーおおよよびびヘヘッッドドラライイトト調調整整ツツーールル
4. 回転させて、長柄側を所定位置に留めます。

装備
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ママウウンンテテンンスストトララッッププ

このハンドルバーストラップは、傾斜位置で動かなくなったときに
牽引するための力を増加させるためだけに使用してください。右側
のランニングボード上に立って車両を希望の経路まで戻そうとする
ときに、例外的に、非常に低い速度でのみ使用が可能です。走行中
は、両方の手をハンドルバーグリップ上に置き、ブレーキ性能や適
切な操舵機能、方向制御機能を発揮できるようにします。ハンドル
バーを利用してけん引、リフト、または斜面横断を行おうとしない
でください。

装備
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警警告告
高高速速走走行行時時にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。操操舵舵制制御御機機能能がが著著ししくく低低
下下しし、、ブブレレーーキキ操操作作ががででききななくくななるるここととががあありりまますす。。

フフロロンントトガガララスス
ウウィィンンドドシシーールルドドのの取取りり外外しし
440000 mmmm（（1155..7755 iinn））ののミミデディィアアムムウウィィンンドドシシーールルドドをを装装備備ししたたモモ
デデルル

1. ウィンドシールドサポートの側面下側で、ウィンドシールドアセ
ンブリをつかみます。サイドアンカーポストがソケットから離れ
るまで、ウィンドシールドアセンブリの両側を持ち上げます。

2. アセンブリの前のベントスロットからウィンドシールドアサポー
トをつかみます。ウィンドシールドアセンブリを持ち上げて、フ
ロントアンカーポストをソケットから外します。ウィンドシール
ドアセンブリを取り外します。

装備
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ハハイイウウィィンンドドシシーールルドド装装備備モモデデルル
3. ウィンドシールドサポートの側面下側で、ウィンドシールドアセ
ンブリをつかみます。サイドアンカーポストとリアアンカーポス
トがソケットから離れるまで、ウィンドシールドアセンブリの両
側を持ち上げます。

4. アセンブリの前のベントスロットからウィンドシールドアサポー
トをつかみます。フロントアンカーポストをソケットから持ち上
げ、ウィンドシールドアセンブリを取り外します。

装備
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ウウィィンンドドシシーールルドドのの取取りり付付けけ
440000 mmmm（（1155..7755 iinn））ののミミデディィアアムムウウィィンンドドシシーールルドドをを装装備備ししたたモモ
デデルル

1. フロントアンカーポストをソケットに固定します。

2. 両側のサイドアンカーポストをソケットに固定します。

装備
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ハハイイウウィィンンドドシシーールルドド装装備備モモデデルル
3. フロントアンカーポストをソケットに固定します。

4. 両側のサイドアンカーポストとリアアンカーポストをソケットに
固定します。

装備
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調調整整式式ミミララーー（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
各ミラーは、オペレーターの好みに合わせて調整できます。

警警告告
車車両両をを安安全全なな場場所所にに停停止止ささせせててかからら、、調調整整ししててくくだだささいい。。

ミラーは、必要に応じて内側に折りたたむことができます。

装備
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ボボデディィーーパパネネルル
ササイイドドパパネネルル

警警告告
ササイイドドパパネネルルをを開開いいたたまままま、、ままたたはは車車両両かからら取取りり外外ししたたまままま、、
決決ししててエエンンジジンンをを動動作作ささせせなないいででくくだだささいい。。

ササイイドドパパネネルルのの取取りり外外しし
1. すべてのラッチを解除してから、パネルを開きます。

装備
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代代表表的的なな例例
2. 下端を中心にしてサイドパネルを回します。

代代表表的的なな例例
3. パネルヒンジをスライドさせてボトムパンから外します。

装備



153

代代表表的的なな例例

注注意意
パパネネルルをを傷傷付付けけなないいよようう安安全全なな場場所所にに置置いいててくくだだささいい。。

ササイイドドパパネネルルのの取取りり付付けけ
1. ボトムパン上でパネルヒンジをスライドさせて、固定タブを嵌め
ます。

装備
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代代表表的的なな例例
2. 下端を中心にしてサイドパネルを回します。

代代表表的的なな例例
3. すべてのラッチをロックします。

装備
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代代表表的的なな例例

アアッッパパーーボボデディィモモジジュューールル

アアッッパパーーボボデディィモモジジュューールルのの取取りり外外しし
1. サイドパネルを取り外します。
2. アクセスカバーを後方にスライドさせて取り外します。

3. エアインテークホースクランプを緩めます。

装備
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4. アッパーボディモジュール取り付けボルトを取り外します。

装備
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5. アッパーボディモジュールを以下のように取り外します。

1. アッパーボディモジュールのゲージサポート部をつかみま
す。

2. モジュールを前方に引っ張ります。
3. モジュールを車両から取り外します。

注注意意
モモジジュューールルをを傷傷付付けけなないいよようう安安全全なな場場所所にに置置いいててくくだだささいい。。

アアッッパパーーボボデディィモモジジュューールルのの取取りり付付けけ
1. アッパーボディモジュールを以下のように取り付けます。

1. アッパーボディモジュールのゲージサポート部をつかみま
す。

2. アッパーボディモジュールを所定位置に配置します。
3. モジュールを車両（艇体）後方へ押します。

2. 車両（艇体）のアッパーボディモジュールを固定するねじを取り
付けます。ネジを規定トルクで締め付けます。

締め付けトルク

アッパーボディスクリュー 1.75 ± 0.25 Nm
（15 ± 2 lbf-IN）

装備
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3. 左側のエアインテークホースクランプを締め付けます。クランプ
を規定トルクで締め付けます。

締め付けトルク

エアインテークホースクラン
プ

1.00 ± 0.20 Nm
（8 ± 1 lbf-IN）

装備
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4. アクセスカバーを前方にスライドさせて取り付けます。

5. サイドパネルを取り付けます。

ススペペアアドドラライイブブベベルルトトホホルルダダーー
スペアドライブベルトは、ドライブベルトガード上のホルダーに保
管することができます。

注注記記：：
スペアドライブベルトは、スノーモービルに付属していません。

装備
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スペアドライブベルトをドライブベルトガードスロットにセットし
ます。

代代表表的的なな例例
1. ドライブベルトガード
2. スロット

ベルトをタブの背後でスライドさせて、所定の位置に固定します。

装備
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代代表表的的なな例例

シシーートト
トトンンネネルル幅幅440000 mmmm（（1166イインンチチ））

シシーートトのの取取りり外外しし –– フフロロンントトタタブブロロッックク
1. 燃料タンクとシート前端部の間から、ロックタブを上に引き上げ
ます。

代代表表的的なな例例
2. シートを後方に引き、固定タブから外します。

装備
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代代表表的的なな例例

固固定定タタブブ

装備
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シシーートトのの取取りり付付けけ（（タタブブロロッックク））

注注意意
シシーートトとと燃燃料料タタンンククのの間間にに物物をを載載せせてて走走行行すするるとと、、燃燃料料タタンンクク
にに損損傷傷をを与与ええるる恐恐れれががあありりまますす。。決決ししててシシーートトとと燃燃料料タタンンククのの
間間にに物物をを置置かかなないいででくくだだささいい。。

1. 固定タブの上にシートを載せ、フロントフック上でタブがロック
するまでシートを前方にスライドさせます。

固固定定タタブブ

装備
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代代表表的的なな例例

警警告告
走走行行前前ににシシーートトががししっっかかりり掛掛かかっってていいるるここととをを確確認認ししまますす。。

装備
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トトンンネネルル幅幅550000おおよよびび660000 mmmm（（2200おおよよびび2244イインンチチ））

運運転転席席

シシーートトのの取取りり外外しし
シート後部のラッチを解除します。

シートを後方にスライドさせ、取り外します。

シシーートトのの取取りり付付けけ

注注意意
シシーートトとと燃燃料料タタンンククのの間間にに物物をを載載せせてて走走行行すするるとと、、燃燃料料タタンンクク
にに損損傷傷をを与与ええるる恐恐れれががあありりまますす。。決決ししててシシーートトとと燃燃料料タタンンククのの
間間にに物物をを置置かかなないいででくくだだささいい。。

フックの上にシートを載せてから、それを前方にスライドさせま
す。

ラッチをしっかり掛けます。

警警告告
走走行行前前ににシシーートトががししっっかかりり掛掛かかっってていいるるここととをを確確認認ししまますす。。

装備
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同同乗乗者者シシーートト（（装装備備さされれてていいるる場場合合））

警警告告
乗乗車車中中、、同同乗乗者者はは常常にに足足ををフフッットトレレスストトににししっっかかりり置置きき、、手手でで
ググリリッッププをを掴掴んんででいいててくくだだささいい。。上上記記身身体体基基準準をを満満たたすすこことと
はは、、同同乗乗者者のの身身体体のの安安定定をを確確保保しし、、放放りり出出さされれるる危危険険をを低低減減すす
るるたためめにに重重要要でですす。。

同同乗乗者者シシーートトのの取取りり外外しし
1. 両側のシートラッチのロックを解除します。

装備
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代代表表的的なな例例

2. 同乗者シートを取り外します。

同同乗乗者者シシーートトのの取取りり付付けけ
1. 同乗者シートを所定位置に配置します。

装備
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2. 両側のラッチをロックします。

代代表表的的なな例例
3. ラッチを掛けるときは、2段目まで確実に掛けてください。

装備
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1. ステップ 1
2. ステップ 2

警警告告
走走行行前前にに、、ララッッチチがが22段段目目ににああるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

装備
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LLiinnQQシシスステテムム
LLIINNQQシシスステテムムのの位位置置

1 1

1 1

代代表表例例 –– 44個個ののLLIINNQQシシスステテムム
1. アクセサリーサポートLinQシステム

LLIINNQQシシスステテムムのの操操作作
LinQは、工具を必要としないBRP独自のシステムであり、アクセサ
リーをほぼ瞬時に取り付けることができます。

手作業でアクセサリーを素早く取り付けたり取り外したりすること
ができます。作業にかかる時間はわずか数秒で、完全に固定されま
す。

LinQ システムはあらゆる地形に対応します。

この車両（艇体）に対応しているアクセサリーについては、BRP
ディーラーにお問い合わせください。

カカーーゴゴボボッッククスス（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
カーゴボックスは、カバー上に20 kg（44 lb）まで、中間部分に20
kg（44 lb）まで、合計で48 kg（105 lb）（カバーと中間部分の重量
を含む）まで積載可能です。

カーゴボックスはLinQアタッチメントによって固定されます。取り
付けるには、カーゴエリア内にボックスを下ろします。

装備



171

下側ラッチを開きます。

カーゴボックスの底にあるLinQレバーを時計回りに回して、カーゴ
ボックスを固定します。

装備
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装備
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ヒヒッッチチ（（装装備備さされれてていいるる場場合合））

注注記記：：
許容重量を調べるには、車両のデカールを参照してください。

そのヒッチタイプが購入可能かどうかは、そのモデルと地域により
異なります。

ヒヒッッチチレレシシーーババーー

アクセサリーを牽引するには、ヒッチと牽引棒の組み合わせを使用
してください。

ヒヒッッチチ（（タタンンググタタイイププ））

装備
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JJフフッッククヒヒッッチチ

装備
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フックを開くには、ハンドルを押して回し、ロッキングプレートを
引き込みます。

装備



176

けん引物をヒッチに取り付けるときは、必ずメーカーの推奨事項を
参照してください。

警警告告
決決ししててロローーププででアアククセセササリリーーををけけんん引引ししなないいででくくだだささいい。。必必ずず
剛剛体体ののけけんん引引ババーーをを使使用用ししててくくだだささいい。。ロローーププをを使使用用すするるとと、、
物物体体ととススノノーーモモーービビルルのの衝衝突突がが発発生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。急急速速
なな減減速速ををすするるとと、、ままたたはは下下りり斜斜面面でではは転転倒倒すするる恐恐れれががななくくももああ
りりまませせんん。。

装備
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操操作作モモーードド –– 660000RRRR EE--TTEECCエエンンジジンン

エエンンジジンンモモーードド

警警告告
動動作作モモーードドをを変変更更すするる際際ににはは、、必必ずず航航行行中中のの状状況況をを把把握握ししててくく
だだささいい。。

ススママーートトEECCOOモモーードド
ECOモード(燃費重視モード)が選択されている場合、車両のトルクと
スピードは、燃料消費を抑えるのに必要な適切巡行スピードを維持
するために制限されます。

ECOモードは起動後、オペレーターにより解除されるまで動作を続
けます。

ススポポーーツツモモーードド
スポーツモードが選択されている際、スロットル応答と加速はス
マートECOモードに比べて早く起こります。

スポーツモードは起動後、オペレーターにより解除されるまで動作
を続けます。

警警告告
ススポポーーツツモモーードドをを使使用用すするる前前にに、、車車両両のの基基本本的的なな操操作作法法とと車車両両
のの扱扱いい方方にに習習熟熟すするる必必要要ががあありりまますす。。ススポポーーツツモモーードドをを使使用用すす
るる場場合合、、必必ずず車車両両のの周周囲囲とと車車両両のの扱扱いいにに注注意意をを払払っっててくくだだささ
いい。。

モモーードド表表示示
作動時および解除時に、選択されたモードのメッセージが下記のよ
うに表示されます。

走走行行モモーードド 表表示示

ECO ECO

スポーツ スポーツ
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代代表表例例 –– 44..55イインンチチデディィススププレレイイ

走走行行モモーードドのの操操作作
1. モード/下ボタンを長押しして、エンジンモードメニューにアクセ
スします。

2. モード/下ボタンを短く押して、エンジンモードを変更します。

警警告告

ススポポーーツツモモーードドをを起起動動すするる前前にに、、ままずず同同乗乗者者にに、、ししっっかかりり手手すす
りりをを握握るる様様にに注注意意ししててくくだだささいい。。ススポポーーツツモモーードドはは、、加加速速性性能能
をを強強化化ししまますす。。

操作モード – 600RR E-TECエンジン
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警警告告
モモーードドをを切切りり替替ええるる際際、、他他ののススノノーーモモーービビルル、、障障害害物物ままたたはは人人
間間のの状状況況認認識識をを維維持持すするるここととをを忘忘れれなないいででくくだだささいい。。

操作モード – 600RR E-TECエンジン
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ササイイレレンントトスストトッッププ
サイレントストップ機能は、車両（艇体）が停止し、ブレーキレ
バーが引かれた状態で維持されているときに、エンジンを自動的に
停止させます。

スロットルレバーに触れていない限り、ブレーキレバーを離すとエ
ンジンは自動的に再始動します。

車両（艇体）のエンジンが停止すると、サイレントストップの設定
がメモリに保存されます。

運転モードがスポーツからECOに変更されると、サイレントストッ
プ機能が自動的に有効になります。

運転モードがECOからスポーツに変更された場合、サイレントス
トップ機能は、最後に選択されたスポーツモードの状態のままにな
ります。

サイレントストップ機能が有効である（エンジンが停止し、ブレー
キレバーが握られている状態である）場合に限り、ディスプレイに

アイコンが表示されます。

代代表表例例 –– 44..55イインンチチデデジジタタルルデディィススププレレイイ

ササイイレレンントトスストトッッププメメニニュューーのの操操作作
1. モモーードド//下下ボタンを短く押して、Setting（設定）メニューに切り
替えます。
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2. モモーードド//下下ボタンを長押しして、Setting（設定）メニューを選択
します。

3. モモーードド//下下ボタンを短く押して、Silent Stop（サイレントストッ
プ）メニューに切り替えます。

4. モモーードド//下下ボタンを長押しして、Silent Stop（サイレントストッ
プ）メニューを選択します。

5. モモーードド//下下ボタンを長押しして、OONNとOOFFFFを切り替えます。

サイレントストップ
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車車両両（（艇艇体体））のの操操作作 –– EEFFIIエエンンジジンン

エエンンジジンン始始動動手手順順
手手順順 -- 660000 EEFFIIエエンンジジンン
1. パーキングブレーキをかけます。
2. スロットルコントロールレバーの操作を再確認します。
3. ヘルメットを着用します。
4. テザーコードキャップがエンジンカットオフスイッチに取り付け
られていることと、コードが衣服のハトメに取り付けられている
ことを確認します。

5. 緊急エンジン停止スイッチがON位置 (アップ) にあることを確認
します。

警警告告
エエンンジジンン始始動動中中にに、、決決ししててススロロッットトルルをを引引きき絞絞ららなないいででくくだだささ
いい。。

6. イグニッションキーを時計方向に回して、電動スターターを作動
させ、エンジンを始動させます。

代代表表的的なな例例

注注意意
電電動動ススタターータターーをを一一度度にに1100秒秒以以上上押押ささなないいででくくだだささいい。。電電動動スス
タターータターーををククーールルダダウウンンささせせるるたためめにに、、ククラランンキキンンググササイイククルル
間間のの中中断断時時間間をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。
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7. パーキングブレーキを解除します。

注注記記：：
最初の低温始動時、パーキングブレーキを解除しないでください。
以下に説明するように、暖機手順を実行します。

車車両両暖暖機機
毎回走行する前に、以下のように車両を暖機してください。

1. 上記のエンジン始動手順で説明したように、エンジンを始動しま
す。

2. エンジンをアイドリング回転数で1～2分暖機します。

注注記記：：
約12分アイドリングしたあと、エンジンは停止します。

3. パーキングブレーキを解除します。
4. ドライブプーリーが噛み合うまで、スロットルを作動させます。
最初の2～3分間は、低速で走行します。

車両（艇体）の操作 – EFIエンジン
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注注意意
ススロロッットトルルをを作作動動ささせせててもも車車両両がが動動かかなないい場場合合、、エエンンジジンンをを停停
止止しし、、テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかか
らら引引きき抜抜いいててかからら、、以以下下ののここととををししまますす。。
–– ススキキーーがが地地面面にに固固着着ししてていいなないいかか点点検検ししまますす。。ハハンンドドルルをを
持持っってて一一度度にに一一方方ののススキキーーだだけけをを持持ちち上上げげててかからら、、元元にに戻戻しし
まますす。。

–– トトララッッククがが地地面面にに固固着着ししてていいなないいかか点点検検ししまますす。。ススノノーーモモーー
ビビルルのの後後部部をを持持ちち上上げげてて、、トトララッッククがが地地面面かからら離離ししててかからら、、
降降ろろししまますす。。

–– リリアアササススペペンンシショョンンをを調調べべてて、、固固いい雪雪やや氷氷のの堆堆積積ががトトララッックク
のの回回転転をを妨妨害害ししてていいなないいかか確確認認ししまますす。。そそのの周周辺辺をを清清掃掃ししまま
すす。。

–– 装装備備さされれてていいるる場場合合はは、、トトラランンススミミッッシショョンンがが接接続続さされれてていい
るる（（ニニュューートトララルルににななっってていいなないい））ここととをを確確認認ししまますす。。

注注意意
負負傷傷ししなないいよよううにに注注意意ししてて、、適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに
脚脚力力をを利利用用ししてて持持ちち上上げげててくくだだささいい。。自自分分のの限限界界をを超超ええるるとと考考
ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううととししなないいででくくだだささ
いい。。

警警告告
テテザザーーココーードドキキャャッッププがが引引きき抜抜かかれれてていいるるここととをを確確認認ししててかか
らら、、車車両両のの前前にに立立ちち、、トトララッッククままたたははリリアアササススペペンンシショョンンココンン
ポポーーネネンントトにに近近づづききまますす。。

注注記記：：
暖機は電子制御されます。この間 (外気温によるが最長10分間)、エ
ンジン回転数が制限されます。

ハハイイままたたははロローーレレンンジジへへののシシフフトト
このトランスミッションは、動作中にシフトができるように設計さ
れています。しかし、エンジンに高い負荷がかかっているときのシ
フトは推奨していません。

注注意意
3300 kkmm//hh（（1199 MMPPHH））をを超超ええてていいるるととききににシシフフトトすするるとと、、ギギヤヤ
ボボッッククススにに重重大大なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。

車両（艇体）の操作 – EFIエンジン
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ハハイイレレンンジジ
この位置にすると、ギアボックスの高速レンジが選択されます。こ
れは、通常の走行速度レンジです。車両は、最高速度に到達できま
す。

ロローーレレンンジジ
この位置にすると、ギアボックスの低速レンジが選択されます。車
両は低速で動き、最大のエンジントルクを発揮します。

ローレンジは下記のときに使用する必要があります：
– カーゴキャリアまたはアクセサリーのけん引
– 重いものを運ぶ
– 障害物を越える
– トレーラーへの積み込み
– 上り坂

また、24 km/h（15 MPH）未満で長時間走行する場合も、ローレン
ジを使用するよう推奨しています。

車両（艇体）の操作 – EFIエンジン
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注注意意
カカーーゴゴキキャャリリアアををけけんん引引すするるとときき、、重重いい荷荷物物をを運運搬搬すするるとときき、、
障障害害物物をを横横切切るるとときき、、ままたたはは傾傾斜斜をを上上っったたりり下下っったたりりすするるとときき
はは、、ロローーレレンンジジをを使使用用ししててくくだだささいい。。

リリババーースス ((RREERR))
エンジン動作中に始動キーを回すと、エンジン回転数が低下してほ
ぼ停止状態になり、点火タイミングが進んでクランクシャフトの回
転が逆になります。
– 停止またはエンストを起こした後は、再始動時にエンジンが自動
的に前進にシフトします。

– シフト手順は、エンジン動作中にのみ行われます。
– エンジン回転数が4300 rpmを超えている場合、RERボタンの機能
は無効になっています。

– シフトする前に、エンジンを通常動作温度に暖機することを推奨
します。

リリババーーススへへののシシフフトト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。座った状態を維持します。姿勢につい
ては乗車のセクションのライダーの姿勢（後退走行）を参照して
ください。

3. エンジンがアイドリング回転数のときに、イグニッションキーを
時計方向に回して放します。

車両（艇体）の操作 – EFIエンジン
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代代表表的的なな例例
4. リバースブザー音が鳴るまで待ちます。次にそっとスロットルレ
バーを引き絞ります。

警警告告
リリババーースス回回転転数数はは制制限限さされれまませせんん。。高高速速でで後後退退すするるとと車車両両のの制制
御御がが失失わわれれるる恐恐れれががあありりまますすののでで、、常常にに注注意意ししてて進進んんででくくだだささ
いい。。完完全全にに停停止止ししててかからら、、リリババーーススをを作作動動ささせせててくくだだささいい。。シシ
フフトトををすするる前前にに、、必必ずずシシーートトにに着着座座ししてて、、ブブレレーーキキををかかけけててくく
だだささいい。。走走行行すするる前前にに、、車車両両のの背背後後のの通通りり道道にに障障害害物物ががななくく、、
人人ががいいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

リリババーーススかからら前前進進へへののシシフフトト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。
3. イグニッションキーを時計方向に回して放します。
4. スロットルレバーをゆっくり変動なく引き絞ります。ドライブ
プーリーを噛み合わせてから、注意深く加速します。

エエンンジジンンのの停停止止 -- 660000 EEFFIIエエンンジジンン
スロットルレバーを放し、エンジンがアイドリング回転数に戻るま
で待ちます。

緊急エンジン停止スイッチを使用して、またはテザーコードキャッ
プをエンジンカットオフスイッチから引き抜いて、エンジンを停止
させます。

車両（艇体）の操作 – EFIエンジン
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イグニッションキーを反時計方向に回してOFF位置にすることで、
エンジンを停止することもできます。

警警告告
車車両両がが動動作作ししてていいなないいととききはは、、不不測測ののエエンンジジンン始始動動をを防防止止しし、、
子子供供やや他他のの人人がが断断りりななくく使使用用すするるここととをを避避けけ、、盗盗難難をを防防ぐぐたためめ
にに、、必必ずずテテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチ
かからら引引きき抜抜いいてておおいいててくくだだささいい。。

車両（艇体）の操作 – EFIエンジン
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車車両両（（艇艇体体））のの操操作作 –– EE--TTEECCエエンンジジンン

エエンンジジンン始始動動手手順順
手手順順
1. パーキングブレーキをかけます。
2. スロットルコントロールレバーの操作を再確認します。
3. ヘルメットを着用します。
4. テザーコードキャップがエンジンカットオフスイッチに取り付け
られていることと、コードが衣服のハトメに取り付けられている
ことを確認します。

5. 緊急エンジン停止スイッチがON位置 (アップ) にあることを確認
します。

警警告告
エエンンジジンン始始動動中中にに、、決決ししててススロロッットトルルをを引引きき絞絞ららなないいででくくだだささ
いい。。

手手動動始始動動モモデデルル
（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
1. 巻き込みスターターハンドルを掴み、抵抗が感じられるところま
でハンドルをゆっくり引いてから、ハンドルを強く握り、勢いよ
く引っ張って、エンジンを始動させます。

注注記記：：
リワインドスターターによりエンジンに伝達される最大トルクは、
80 N·m（59 lbf-ft）です。 ロープに加えることができる最大の力は
2,200 N (494.6 lbf)です。

注注記記：：
ウォーターインジェクションシステム装備モデルでは、ICEフルード
レベルを確認するよう求めるメッセージがクラスターに表示される
ことがあります。

2. パーキングブレーキを解除します。

注注記記：：
最初の低温始動時、パーキングブレーキを解除しないでください。
以下に説明するように、暖機手順を実行します。

3.
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SSHHOOTT始始動動モモデデルル
（（装装備備さされれてていいるる場場合合））

注注記記：：
SHOT始動機能を有効にするには、エンジンを手動で始動して1分30
秒以上アイドリングさせ、ウルトラコンデンサをあらかじめ充電し
ておく必要があります。

1. 始動/RERボタンを押してSHOT機能を作動させ、エンジンを始動
します。エンジンが始動したら、すぐにボタンを放します。

注注記記：：
ウォーターインジェクションシステム装備モデルでは、ICEフルード
レベルを確認するよう求めるメッセージがクラスターに表示される
ことがあります。

2. パーキングブレーキを解除します。

注注記記：：
最初の低温始動時、パーキングブレーキを解除しないでください。
以下に説明するように、暖機手順を実行します。

電電動動ススタターートトモモデデルル
1. 始動/RERボタンを押して、電動スターターを作動させ、エンジ
ンを始動させます。エンジンが始動したら、すぐにボタンを放し
ます。

注注意意
電電動動ススタターータターーをを一一度度にに1100秒秒以以上上押押ささなないいででくくだだささいい。。電電動動スス
タターータターーををククーールルダダウウンンささせせるるたためめにに、、ククラランンキキンンググササイイククルル
間間のの中中断断時時間間をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。

2. パーキングブレーキを解除します。

注注記記：：
最初の低温始動時、パーキングブレーキを解除しないでください。
以下に説明するように、暖機手順を実行します。

車車両両暖暖機機
毎回走行する前に、以下のように車両を暖機してください。

1. 上記のエンジン始動手順で説明したように、エンジンを始動しま
す。

車両（艇体）の操作 – E-TECエンジン
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2. エンジンをアイドリング回転数で1～2分暖機します。

注注記記：：
約12分アイドリングしたあと、エンジンは停止します。

3. パーキングブレーキを解除します。
4. ドライブプーリーが噛み合うまで、スロットルを作動させます。
最初の2～3分間は、低速で走行します。

注注意意
ススロロッットトルルをを作作動動ささせせててもも車車両両がが動動かかなないい場場合合、、エエンンジジンンをを停停
止止しし、、テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかか
らら引引きき抜抜いいててかからら、、以以下下ののここととををししまますす。。
–– ススキキーーがが地地面面にに固固着着ししてていいなないいかか点点検検ししまますす。。ハハンンドドルルをを
持持っってて一一度度にに一一方方ののススキキーーだだけけをを持持ちち上上げげててかからら、、元元にに戻戻しし
まますす。。

–– トトララッッククがが地地面面にに固固着着ししてていいなないいかか点点検検ししまますす。。ススノノーーモモーー
ビビルルのの後後部部をを持持ちち上上げげてて、、トトララッッククがが地地面面かからら離離ししててかからら、、
降降ろろししまますす。。

–– リリアアササススペペンンシショョンンをを調調べべてて、、固固いい雪雪やや氷氷のの堆堆積積ががトトララッックク
のの回回転転をを妨妨害害ししてていいなないいかか確確認認ししまますす。。そそのの周周辺辺をを清清掃掃ししまま
すす。。

–– 装装備備さされれてていいるる場場合合はは、、トトラランンススミミッッシショョンンがが接接続続さされれてていい
るる（（ニニュューートトララルルににななっってていいなないい））ここととをを確確認認ししまますす。。

注注意意
負負傷傷ししなないいよよううにに注注意意ししてて、、適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに
脚脚力力をを利利用用ししてて持持ちち上上げげててくくだだささいい。。自自分分のの限限界界をを超超ええるるとと考考
ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううととししなないいででくくだだささ
いい。。

警警告告
テテザザーーココーードドキキャャッッププがが引引きき抜抜かかれれてていいるるここととをを確確認認ししててかか
らら、、車車両両のの前前にに立立ちち、、トトララッッククままたたははリリアアササススペペンンシショョンンココンン
ポポーーネネンントトにに近近づづききまますす。。

注注記記：：
暖機は電子制御されます。この間 (外気温によるが最長10分間)、エ
ンジン回転数が制限されます。

車両（艇体）の操作 – E-TECエンジン
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リリババーースス ((RREERR))
エンジン動作中にRERボタンを押すと、エンジン回転数が低下して
ほぼ停止状態になり、点火タイミングが進んでクランクシャフトの
回転が逆になります。
– 停止またはエンストを起こした後は、再始動時にエンジンが自動
的に前進にシフトします。

– シフト手順は、エンジン動作中にのみ行われます。
– エンジン回転数が3000 rpmを超えている場合、RERボタンの機能
は無効になっています。

– シフトする前に、エンジンを通常動作温度に暖機することを推奨
します。

リリババーーススへへののシシフフトト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。座った状態を維持します。姿勢につい
ては乗車のセクションのライダーの姿勢（後退走行）を参照して
ください。

3. エンジンがアイドリング回転数で作動しているときに、始動/
RERボタンでリバース（R）ギヤを選択します。

44..55イインンチチおおよよびび77..22イインンチチデディィススププレレイイ装装備備モモデデルル

車両（艇体）の操作 – E-TECエンジン
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1100..2255イインンチチタタッッチチデディィススププレレイイ装装備備モモデデルル
4. リバースブザー音が鳴るまで待ちます。次にそっとスロットルレ
バーを引き絞ります。

警警告告
リリババーースス回回転転数数はは制制限限さされれまませせんん。。高高速速でで後後退退すするるとと車車両両のの制制
御御がが失失わわれれるる恐恐れれががあありりまますすののでで、、常常にに注注意意ししてて進進んんででくくだだささ
いい。。完完全全にに停停止止ししててかからら、、リリババーーススをを作作動動ささせせててくくだだささいい。。シシ
フフトトををすするる前前にに、、必必ずずシシーートトにに着着座座ししてて、、ブブレレーーキキををかかけけててくく
だだささいい。。走走行行すするる前前にに、、車車両両のの背背後後のの通通りり道道にに障障害害物物ががななくく、、
人人ががいいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

リリババーーススかからら前前進進へへののシシフフトト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。
3. 始動/RERボタンを押して、放します。
4. スロットルレバーをゆっくり変動なく引き絞ります。ドライブ
プーリーを噛み合わせてから、注意深く加速します。

エエンンジジンンのの停停止止
スロットルレバーを放し、エンジンがアイドリング回転数に戻るま
で待ちます。

緊急エンジン停止スイッチを使用して、またはテザーコードキャッ
プをエンジンカットオフスイッチから引き抜いて、エンジンを停止
させます。

車両（艇体）の操作 – E-TECエンジン
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警警告告
車車両両がが動動作作ししてていいなないいととききはは、、不不測測ののエエンンジジンン始始動動をを防防止止しし、、
子子供供やや他他のの人人がが断断りりななくく使使用用すするるここととをを避避けけ、、盗盗難難をを防防ぐぐたためめ
にに、、必必ずずテテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチ
かからら引引きき抜抜いいてておおいいててくくだだささいい。。

エンジンの停止後：

エキゾーストの温度によっては、停止後にファンが1～4分間作動し
続けることがあります。

車両（艇体）の操作 – E-TECエンジン



195

車車両両（（艇艇体体））のの操操作作

エエンンジジンン始始動動手手順順
手手順順
1. パーキングブレーキをかけます。
2. スロットルコントロールレバーの操作を再確認します。
3. ヘルメットを着用します。
4. テザーコードキャップがエンジンカットオフスイッチに取り付け
られていることと、コードが衣服のハトメに取り付けられている
ことを確認します。

5. 緊急エンジン停止スイッチがON位置 (アップ) にあることを確認
します。

警警告告
エエンンジジンン始始動動中中にに、、決決ししててススロロッットトルルをを引引きき絞絞ららなないいででくくだだささ
いい。。

6. スタートボタンを押して電動スターターを作動して、エンジンを
始動します。エンジンが始動したら、すぐにボタンを放します。

注注意意
電電動動ススタターータターーをを一一度度にに1100秒秒以以上上押押ささなないいででくくだだささいい。。電電動動スス
タターータターーををククーールルダダウウンンささせせるるたためめにに、、ククラランンキキンンググササイイククルル
間間のの中中断断時時間間をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。

7. パーキングブレーキを解除します。

注注記記：：
最初の低温始動時、パーキングブレーキを解除しないでください。
以下に説明するように、暖機手順を実行します。

電電動動ススタターートトモモデデルル
1. 始動/RERボタンを押して、電動スターターを作動させ、エンジ
ンを始動させます。エンジンが始動したら、すぐにボタンを放し
ます。

注注意意
電電動動ススタターータターーをを一一度度にに1100秒秒以以上上押押ささなないいででくくだだささいい。。電電動動スス
タターータターーををククーールルダダウウンンささせせるるたためめにに、、ククラランンキキンンググササイイククルル
間間のの中中断断時時間間をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。

2. パーキングブレーキを解除します。
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注注記記：：
最初の低温始動時、パーキングブレーキを解除しないでください。
以下に説明するように、暖機手順を実行します。

緊緊急急始始動動
エンジンは、ストレージコンパートメントに付属の非常用始動ロー
プを使用して始動できます。ボディおよびシートを参照してくださ
い。

ドライブベルトガードを取り外します。ボディおよびシートを参照
してください。

警警告告
始始動動ロローーププををああななたたのの手手にに巻巻かかなないいででくくだだささいい。。ハハンンドドルルだだけけ
ででロローーププをを保保持持ししててくくだだささいい。。ドドラライイブブププーーリリーーにによよっっててエエンン
ジジンンをを始始動動ししなないいででくくだだささいい。。たただだしし、、本本当当のの緊緊急急事事態態ででああるる
場場合合をを除除ききまますす。。ススノノーーモモーービビルルをを可可能能なな限限りり早早くく修修理理ししててくく
だだささいい。。

緊急ロープの一方の端を巻き込みハンドルに取り付けてください。

注注記記：：
サスペンション調整ツールを緊急ハンドルとして使用することがで
きます。

車両（艇体）の操作
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図に示すように、最初の1回転でロープを交差させます。

1. ロープが交差している
2. 巻くロープ
3. ロープの端

図に示すように、ロープをドライブプーリーの周りに反時計回りに
きつく2回巻き付けます。

ロープがドライブプーリーから離れるように、ロープを鋭くぐいっ
と引っ張ります。

車両（艇体）の操作
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通常の手動始動と同様にエンジンを始動します。

警警告告

緊緊急急事事態態ででドドラライイブブププーーリリーーをを使使用用ししててススノノーーモモーービビルルをを始始動動
すするる場場合合、、ベベルルトトガガーードドをを再再取取りり付付けけせせずず、、ゆゆっっくくりり戻戻ししてて、、
ススノノーーモモーービビルルをを修修理理ししててくくだだささいい。。

車車両両暖暖機機
毎回走行する前に、以下のように車両を暖機してください。

1. 上記のエンジン始動手順で説明したように、エンジンを始動しま
す。

2. エンジンをアイドリング回転数で1～2分暖機します。

注注記記：：
約12分アイドリングしたあと、エンジンは停止します。

3. パーキングブレーキを解除します。
4. ドライブプーリーが噛み合うまで、スロットルを作動させます。
最初の2～3分間は、低速で走行します。

車両（艇体）の操作
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注注意意
ススロロッットトルルをを作作動動ささせせててもも車車両両がが動動かかなないい場場合合、、エエンンジジンンをを停停
止止しし、、テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかか
らら引引きき抜抜いいててかからら、、以以下下ののここととををししまますす。。
–– ススキキーーがが地地面面にに固固着着ししてていいなないいかか点点検検ししまますす。。ハハンンドドルルをを
持持っってて一一度度にに一一方方ののススキキーーだだけけをを持持ちち上上げげててかからら、、元元にに戻戻しし
まますす。。

–– トトララッッククがが地地面面にに固固着着ししてていいなないいかか点点検検ししまますす。。ススノノーーモモーー
ビビルルのの後後部部をを持持ちち上上げげてて、、トトララッッククがが地地面面かからら離離ししててかからら、、
降降ろろししまますす。。

–– リリアアササススペペンンシショョンンをを調調べべてて、、固固いい雪雪やや氷氷のの堆堆積積ががトトララッックク
のの回回転転をを妨妨害害ししてていいなないいかか確確認認ししまますす。。そそのの周周辺辺をを清清掃掃ししまま
すす。。

–– 装装備備さされれてていいるる場場合合はは、、トトラランンススミミッッシショョンンがが接接続続さされれてていい
るる（（ニニュューートトララルルににななっってていいなないい））ここととをを確確認認ししまますす。。

注注意意
負負傷傷ししなないいよよううにに注注意意ししてて、、適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに
脚脚力力をを利利用用ししてて持持ちち上上げげててくくだだささいい。。自自分分のの限限界界をを超超ええるるとと考考
ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううととししなないいででくくだだささ
いい。。

警警告告
テテザザーーココーードドキキャャッッププがが引引きき抜抜かかれれてていいるるここととをを確確認認ししててかか
らら、、車車両両のの前前にに立立ちち、、トトララッッククままたたははリリアアササススペペンンシショョンンココンン
ポポーーネネンントトにに近近づづききまますす。。

注注記記：：
暖機は電子制御されます。この間 (外気温によるが最長10分間)、エ
ンジン回転数が制限されます。

ハハイイままたたははロローーレレンンジジへへののシシフフトト
このトランスミッションは、動作中にシフトができるように設計さ
れています。しかし、エンジンに高い負荷がかかっているときのシ
フトは推奨していません。

注注意意
3300 kkmm//hh（（1199 MMPPHH））をを超超ええてていいるるととききににシシフフトトすするるとと、、ギギヤヤ
ボボッッククススにに重重大大なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。

車両（艇体）の操作
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ハハイイレレンンジジ
この位置にすると、ギアボックスの高速レンジが選択されます。こ
れは、通常の走行速度レンジです。車両は、最高速度に到達できま
す。

ロローーレレンンジジ
この位置にすると、ギアボックスの低速レンジが選択されます。車
両は低速で動き、最大のエンジントルクを発揮します。

ローレンジは下記のときに使用する必要があります：
– カーゴキャリアまたはアクセサリーのけん引
– 重いものを運ぶ
– 障害物を越える
– トレーラーへの積み込み
– 上り坂

また、24 km/h（15 MPH）未満で長時間走行する場合も、ローレン
ジを使用するよう推奨しています。

車両（艇体）の操作
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注注意意
カカーーゴゴキキャャリリアアををけけんん引引すするるとときき、、重重いい荷荷物物をを運運搬搬すするるとときき、、
障障害害物物をを横横切切るるとときき、、ままたたはは傾傾斜斜をを上上っったたりり下下っったたりりすするるとときき
はは、、ロローーレレンンジジをを使使用用ししててくくだだささいい。。

リリババーースス ((RREERR))
エンジン動作中にRERボタンを押すと、エンジン回転数が低下して
ほぼ停止状態になり、点火タイミングが進んでクランクシャフトの
回転が逆になります。
– 停止またはエンストを起こした後は、再始動時にエンジンが自動
的に前進にシフトします。

– シフト手順は、エンジン動作中にのみ行われます。
– エンジン回転数が3000 rpmを超えている場合、RERボタンの機能
は無効になっています。

– シフトする前に、エンジンを通常動作温度に暖機することを推奨
します。

リリババーーススへへののシシフフトト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。座った状態を維持します。姿勢につい
ては乗車のセクションのライダーの姿勢（後退走行）を参照して
ください。

3. エンジンがアイドリング回転数で作動しているときに、始動/
RERボタンでリバース（R）ギヤを選択します。

車両（艇体）の操作
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44..55イインンチチおおよよびび77..22イインンチチデディィススププレレイイ装装備備モモデデルル

1100..2255イインンチチタタッッチチデディィススププレレイイ装装備備モモデデルル
4. リバースブザー音が鳴るまで待ちます。次にそっとスロットルレ
バーを引き絞ります。

車両（艇体）の操作
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警警告告
リリババーースス回回転転数数はは制制限限さされれまませせんん。。高高速速でで後後退退すするるとと車車両両のの制制
御御がが失失わわれれるる恐恐れれががあありりまますすののでで、、常常にに注注意意ししてて進進んんででくくだだささ
いい。。完完全全にに停停止止ししててかからら、、リリババーーススをを作作動動ささせせててくくだだささいい。。シシ
フフトトををすするる前前にに、、必必ずずシシーートトにに着着座座ししてて、、ブブレレーーキキををかかけけててくく
だだささいい。。走走行行すするる前前にに、、車車両両のの背背後後のの通通りり道道にに障障害害物物ががななくく、、
人人ががいいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

リリババーーススかからら前前進進へへののシシフフトト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。
3. 始動/RERボタンを押して、放します。
4. スロットルレバーをゆっくり変動なく引き絞ります。ドライブ
プーリーを噛み合わせてから、注意深く加速します。

エエンンジジンンのの停停止止 -- EE--TTEECCエエンンジジンン
スロットルレバーを放し、エンジンがアイドリング回転数に戻るま
で待ちます。

緊急エンジン停止スイッチを使用して、またはテザーコードキャッ
プをエンジンカットオフスイッチから引き抜いて、エンジンを停止
させます。

警警告告
車車両両がが動動作作ししてていいなないいととききはは、、不不測測ののエエンンジジンン始始動動をを防防止止しし、、
子子供供やや他他のの人人がが断断りりななくく使使用用すするるここととをを避避けけ、、盗盗難難をを防防ぐぐたためめ
にに、、必必ずずテテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチ
かからら引引きき抜抜いいてておおいいててくくだだささいい。。

エンジンの停止後：

エキゾーストの温度によっては、停止後にファンが1～4分間作動し
続けることがあります。

車両（艇体）の操作
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燃燃料料

燃燃料料にに関関すするる要要件件

注注意意
新新ししいいガガソソリリンンをを必必ずず使使用用ししまますす。。ガガソソリリンンはは放放っってておおくくとと酸酸
化化ししまますす。。酸酸化化すするるとと、、オオククタタンン、、揮揮発発性性化化合合物物のの損損失失、、おおよよ
びびガガムムおおよよびびワワニニススのの蓄蓄積積がが起起ここりり、、燃燃料料シシスステテムムをを損損傷傷ししかか
ねねまませせんん。。

アルコールとの燃料の混合は国および地域によって異なります。ご
使用されている車両は推奨される燃料を使用するために設計されて
いますが、次のことに注意してください。
– 政府の規制によって定められているアルコール割合を超えるアル
コールを含む燃料を使用することは推奨されておらず、もし使用
した場合、次のような燃料システムコンポーネントの問題が発生
しかねません。
– 始動および操作時の困難。
– ゴムまたはプラスチック部品の老化。
– 金属部品の腐食。
– 内部エンジン部品への損傷。

– ガソリンのアルコール度が政府の現在の規制を超えていると疑っ
た場合、燃料漏れまたはその他の燃料システムの異常がないか常
に点検してください。

– アルコールが混合された燃料は水分を多く含む車があり、燃料の
相分離につながる恐れがあり、エンジンの性能上の問題またはエ
ンジンの損傷を引き起こす可能性があります。

推推奨奨燃燃料料
10%以下のエタノールを含む無鉛ガソリンを使用してください。ガ
ソリンは、次の最低オクタン量が必要となります。
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燃料タイプ 排気ガス 最低オクタン価

エタノールを含まな
い燃料

600 EFI
600R E-TEC
850 E-TEC

850 E-TEC Turbo R

91 AKI
(RON+MON)/2
95 RON

10%以下のエタノー
ルを含む可能性のあ

る燃料

600 EFI
600R E-TEC
850 E-TEC

850 E-TEC Turbo R

91 AKI
(RON+MON)/2
95 RON

注注意意
他他のの燃燃料料をを試試ししたたりりししなないいこことと。。不不適適当当なな燃燃料料をを使使用用すするるとと、、
エエンンジジンンままたたはは燃燃料料シシスステテムムのの損損傷傷をを招招ききかかねねまませせんん。。

注注意意
EE8855ののララベベルルのの燃燃料料ポポンンププかかららのの燃燃料料はは絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだ
ささいい。。

E15のラベルの燃料の使用は、U.S. EPA（米国環境保護庁）の規制
により禁止されています。

燃料
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燃燃料料補補給給のの手手順順

警警告告
–– ガガソソリリンンおおよよびびガガソソリリンン蒸蒸気気はは可可燃燃性性がが極極めめてて高高くく、、特特定定のの
条条件件下下でではは爆爆発発性性がが非非常常にに高高くくななりりまますす。。給給油油時時ののガガソソリリンン
のの不不適適切切なな取取りり扱扱いいにによよるる物物的的損損害害、、重重傷傷、、ままたたはは死死亡亡ののリリ
ススククをを低低減減すするるたためめ、、ここののセセククシショョンンにに記記載載さされれてていいるる指指示示
にに必必ずず厳厳密密にに従従っっててくくだだささいい。。

–– ガガソソリリンンはは有有毒毒でですす。。不不適適切切なな取取りり扱扱いいにによよりり、、重重傷傷やや死死亡亡
事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。決決ししてて、、口口にによよりりガガソソ
リリンンををササイイフフォォンンししなないいででくくだだささいい。。ガガソソリリンンのの蒸蒸気気をを吸吸いい
込込ままなないいででくくだだささいい。。ガガソソリリンンをを飲飲みみ込込んんだだりり、、目目にに入入っったた
りり、、ガガソソリリンンのの蒸蒸気気をを吸吸いい込込んんだだ場場合合はは、、すすぐぐにに医医者者ににかか
かかっっててくくだだささいい。。ガガソソリリンンがが皮皮膚膚ににかかかかっったた場場合合はは、、石石鹸鹸とと
水水でで洗洗っっててくくだだささいい。。衣衣服服ににガガソソリリンンががここぼぼれれたた場場合合はは、、着着
替替ええててくくだだささいい。。

ススノノーーモモーービビルルへへのの給給油油前前

警警告告
ススノノーーモモーービビルルのの給給油油時時ににここれれららのの注注意意事事項項にに従従わわなないい場場合合、、
重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くくおおそそれれががあありりまますす。。
–– 給給油油時時にに喫喫煙煙ししたたりり、、裸裸火火やや電電気気ススパパーーククをを近近づづけけたたりりししてて
ははいいけけまませせんん。。燃燃料料蒸蒸気気にに引引火火ししてて火火災災がが発発生生すするるおおそそれれがが
あありりまますす。。

–– 給給油油中中はは、、車車両両（（艇艇体体））にに人人をを乗乗せせなないいででくくだだささいい。。
–– 換換気気ののよよいい場場所所でで作作業業ししててくくだだささいい。。
–– 給給油油時時はは、、車車両両（（艇艇体体））がが水水平平なな状状態態ででああるるここととをを確確認認ししてて
くくだだささいい。。

1. スノーモービルを平面上に停車します。パーキングブレーキをか
けます。

2. エンジンを止めます。
3. オペレーターと同乗者が車両（艇体）から降りていることを確認
してください。

4. 燃料の種類を確認します。推奨される燃料を参照してください。

燃料
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燃燃料料タタンンククキキャャッッププをを開開くく

警警告告
高高温温のの環環境境やや操操作作ししたた後後はは、、燃燃料料タタンンククがが加加圧圧さされれてていいるる場場合合
ががあありりまますす。。加加圧圧さされれたた燃燃料料やや燃燃料料蒸蒸気気がが給給油油口口かからら噴噴出出しし、、
重重傷傷をを負負ううおおそそれれががあありりまますす。。
–– 燃燃料料タタンンククキキャャッッププののググリリッッププをを必必ずず持持ちち、、ゆゆっっくくりりとと回回しし
てて取取りり外外ししててくくだだささいい。。

–– 燃燃料料タタンンククキキャャッッププをを緩緩めめるるとと、、シシュューーッッとといいうう音音ががすするる場場
合合ががあありりまますす。。そそのの音音がが聞聞ここええななくくななるるままでで待待っっててかからら、、
キキャャッッププをを完完全全にに外外ししててくくだだささいい。。

1. 燃料タンクキャップをゆっくり回して開きます。

代代表表的的なな例例

燃料
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給給油油時時

警警告告
高高温温ののエエンンジジンン部部品品のの上上ややそそのの近近くくにに燃燃料料ががここぼぼれれるるとと、、火火
災災、、爆爆発発、、そそのの他他のの危危険険をを引引きき起起ここしし、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを
招招くくおおそそれれががあありりまますす。。
ススノノーーモモーービビルルをを使使用用ししたた直直後後にに給給油油をを行行うう際際はは、、燃燃料料ををここぼぼ
ささなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。燃燃料料タタンンククにに過過剰剰にに給給油油ししなな
いいででくくだだささいい。。

警警告告
給給油油のの際際、、燃燃料料タタンンククかかららああふふれれるるののをを防防止止すするるたためめにに、、以以下下
のの注注意意事事項項にに従従っっててくくだだささいい。。
–– 燃燃料料ノノズズルルをを給給油油口口にに完完全全にに差差しし込込んんででくくだだささいい。。
–– タタンンククかからら空空気気をを逃逃ががししてて燃燃料料ががああふふれれたたりり吹吹きき返返ししたたりりしし
なないいよよううにに、、ゆゆっっくくりり給給油油ししまますす。。

–– ノノズズルルがが自自動動的的にに止止ままっったたらら、、タタンンククへへのの給給油油をを止止めめまますす。。
–– 燃燃料料タタンンククをを満満タタンンににししなないいででくくだだささいい。。
携携帯帯用用燃燃料料容容器器をを使使用用すするる場場合合のの追追加加注注意意事事項項：：
–– 燃燃料料ををここぼぼささなないいででくくだだささいい。。携携帯帯用用燃燃料料容容器器はは、、燃燃料料ががここ
ぼぼれれややすすいい傾傾向向ががあありりまますす。。給給油油時時のの持持ちちややすすささややババラランンスス
をを考考慮慮ししてて、、小小型型のの容容器器をを使使用用ししててくくだだささいい。。

–– 燃燃料料タタンンククのの過過充充填填をを防防ぐぐたためめにに、、必必要要なな燃燃料料量量をを超超ええなないい
容容量量のの容容器器をを使使用用ししててくくだだささいい。。

–– 摩摩耗耗やや損損傷傷にによよりり漏漏れれがが生生じじるるおおそそれれががああるるたためめ、、使使用用前前にに
容容器器をを点点検検ししててくくだだささいい。。

警警告告
車車両両をを温温かかいい場場所所にに停停車車すするる前前にに、、絶絶対対にに燃燃料料タタンンククにに補補充充しし
なないいででくくだだささいい。。温温度度上上昇昇ににつつれれてて、、燃燃料料がが膨膨張張しし流流出出すするる可可
能能性性ががあありりまますす。。

1. 燃料タンクを満タンにしないでください。燃料があふれて燃料漏
れの原因になるおそれがあります。温度が上昇したときに燃料が
膨張するため、その分の余裕を残してください。

燃料
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注注記記：：
燃料レベルが給油口の底部に達する前前にに、燃料タンクは満タンにな
ります。給油口の底部に達するまで燃料を注入すると、燃料タンク
の通気口から燃料が漏れ、こぼれの原因となります。

注注記記：：
タンクへの給油をスムーズに行い、燃料の飛散リスクを最小限に抑
えるため、燃料ノズルは横からではなくスノーモービルの中心線に
合わせ、先端をスノーモービルの後方に向けて挿入してください。

1

燃燃料料タタンンクク –– 代代表表例例
1. 最高燃料レベルライン

2. 給油後は、給油ノズルから燃料を完全に排出させるため、数秒間
待ってからノズルを給油口から外してください。こうすること
で、こぼれを防ぐことができます。

燃料
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燃燃料料タタンンククキキャャッッププをを閉閉じじるる

警警告告
高高温温ののエエンンジジンン部部品品のの上上ややそそのの近近くくにに燃燃料料ががここぼぼれれるるとと、、火火
災災、、爆爆発発、、そそのの他他のの危危険険をを引引きき起起ここしし、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを
招招くくおおそそれれががあありりまますす。。
–– 燃燃料料キキャャッッププがが取取りり付付けけらられれてていいなないい場場合合、、シシーートトにに座座っったた
りり、、寄寄りりかかかかっったたりりししなないいででくくだだささいい。。シシーートトにに座座るるとと、、
キキャャッッププがが外外れれたた給給油油口口かからら燃燃料料がが押押しし出出さされれ、、燃燃料料ががここぼぼ
れれるる原原因因ととななりりまますす。。

–– 給給油油後後おおよよびび車車両両（（艇艇体体））をを運運転転すするる前前にに、、燃燃料料キキャャッッププがが
ししっっかかりり閉閉じじらられれてていいるるここととをを必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。

1. 燃料キャップを再度取り付け、完全に締まるまで回します。

代代表表的的なな例例
2. 車両（艇体）上にこぼれた燃料は、必ず直ちに拭き取ってくださ
い。

燃料
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警警告告

車車両両かからら若若干干ここぼぼれれたた燃燃料料はは必必ずず拭拭きき取取っっててくくだだささいい。。大大量量のの
漏漏れれがが発発生生ししたた場場合合ははササイイドドパパネネルルをを取取りり外外しし、、エエンンジジンンココンン
パパーートトメメンントトかからら燃燃料料蒸蒸気気をを除除去去ししててかからら始始動動ししててくくだだささいい。。

燃料
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イインンジジェェククシショョンンオオイイルル

推推奨奨噴噴射射オオイイルル
Rotax®エンジンは、XPS®オイルを使用して開発と検証が行われまし
た。BRPでは、XPS噴射用オイルまたは同等の使用を常に推奨して
います。この2ストローク燃料噴射エンジンに適さない噴射用オイル
の使用が原因で生じた損傷には、BRPの限定的保証が適用されない
場合があります。

推推奨奨噴噴射射オオイイルル

600 EFI XPS 2T合成ブレンドオイル（部分合成）

推奨されるXPSエンジンオイルが入手できない場合

以下の潤滑油工業規格に適合するかそれを超える性能のスノーモ
ービル用2-ストローク潤滑油を使用してください：
– JASO FD (M345-2004)
– SAEグレード4 (F / M 4)

推推奨奨噴噴射射オオイイルル
Rotax®エンジンは、XPS®オイルを使用して開発と検証が行われまし
た。BRPでは、XPS噴射用オイルまたは同等の使用を常に推奨して
います。この2ストローク燃料直噴エンジンに適さない噴射用オイル
の使用が原因で生じた損傷には、BRPの限定的保証が適用されない
場合があります。

XPS推奨噴射用オイル

600RR XPS E-TEC MAX

850 E-TEC、
850 E-TEC TurboR

XPS 2T E-TEC 合成オイル（全合成）
または
XPS E-TEC MAX
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XPS推奨噴射用オイルが入手できない場合

600RR

以下の潤滑油工業規格に適合するかそれ
を超える性能のスノーモービル用2スト
ロークアッシュレス潤滑油を使用してく
ださい。
– JASO FD (M345-2004)
– SAEグレード4 (F / M 4)
– 灰分（ASTM D874）：0.05%未満（
質量）

850 E-TEC、
850 E-TEC TurboR

以下の潤滑油工業規格に適合するかそれ
を超える性能のスノーモービル用2スト
ロークアッシュレス潤滑油を使用してく
ださい。
– JASO FD (M345-2004)
– SAEグレード4 (F / M 4)

噴噴射射オオイイルルレレベベルル確確認認

警警告告
噴噴射射オオイイルルはは、、加加熱熱さされれてていいるるとと引引火火性性がが高高くくななりりまますす。。
–– 裸裸火火をを明明かかりりににししててオオイイルルレレベベルルをを確確認認すするるののはは絶絶対対ににややめめ
ててくくだだささいい。。

–– 絶絶対対にに近近くくででタタババココをを吸吸っったたりり、、炎炎やや火火花花をを発発生生ささせせたたりりしし
なないいででくくだだささいい。。

–– 換換気気ののよよいい場場所所でで作作業業ししててくくだだささいい。。

噴射オイルリザーバーは、左側パネルの背後にあります。開く手順
については装備を参照してください。

必ず噴射オイルリザーバー内に十分な量の推奨噴射オイルがあるよ
うにしてください。

インジェクションオイル
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代代表表的的なな例例

タンクにあるマークは、オイル全量の「1/4」と「1/2」を示します。

インジェクションオイル
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注注意意
レレベベルルをを確確認認しし、、燃燃料料をを補補給給すするるたたびびににオオイイルルをを補補充充ししててくくだだ
ささいい。。

噴噴射射オオイイルルのの補補充充
1. 噴射オイルリザーバーキャップを取り外します。
2. 噴射用オイルを追加します。入れすぎないように注意してくださ
い。

3. リザーバーキャップシールとフランジ部を拭き取ります。

インジェクションオイル
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4. キャップを元通りに取り付けてください。

注注意意
締締めめすすぎぎなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

警警告告
ここぼぼれれたたオオイイルルをを拭拭きき取取りりまますす。。熱熱せせらられれてていいるる場場合合、、オオイイルル
のの引引火火性性がが高高くくななりりまますす。。

インジェクションオイル
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慣慣ららしし運運転転期期間間

慣慣ららしし運運転転中中のの運運転転
エエンンジジンン
慣らし期間中は：
– 長時間のフルスロットル走行は避けてください。
– 加速を維持し続けるのは避けてください。
– 巡航速度での長時間の運転は避けてください。
– エンジンのオーバーヒートを避けてください。

ただし、短い加速や速度の変動は、慣らし運転の質を向上させま
す。

あらかじめ設定された時間、エンジンマネジメントシステムはエン
ジンのパラメータの一部を制御します。

持続時間は燃料の残量に基づきます。 慣らし運転を完了するまで
に、燃料が燃料タンク2杯分ほど必要です。

この期間中：
– エンジンの性能と挙動は最適ではありません。
– 燃料とオイルは最適時より多く消費されます。

駆駆動動ベベルルトト
新品のドライブベルトは、50 km（30 mi）の慣らし運転を必要とし
ます。

慣らし期間中は：
– 激しい加速や減速は避けてください。
– 貨物のけん引は避けてください。
– 高速での巡航は避けてください。

車両がクリープするのであれば、ドライブベルトの高さを予備設定
より低くしてください。メンテナンス手順のドライブベルトを参照
してください。
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特特殊殊なな手手順順

特特殊殊なな手手順順
一一般般的的事事項項

注注記記：：
次に挙げるイベントに起因するコンポーネントの不具合は保証対象
外です。

これらの手順で必要となる作業に関しては、本マニュアルの適当な
項を参照してください。

緊緊急急始始動動
エンジンは、ストレージコンパートメントに付属の非常用始動ロー
プを使用して始動できます。ボディおよびシートを参照してくださ
い。

ドライブベルトガードを取り外します。ボディおよびシートを参照
してください。

警警告告
始始動動ロローーププををああななたたのの手手にに巻巻かかなないいででくくだだささいい。。ハハンンドドルルだだけけ
ででロローーププをを保保持持ししててくくだだささいい。。ドドラライイブブププーーリリーーにによよっっててエエンン
ジジンンをを始始動動ししなないいででくくだだささいい。。たただだしし、、本本当当のの緊緊急急事事態態ででああるる
場場合合をを除除ききまますす。。ススノノーーモモーービビルルをを可可能能なな限限りり早早くく修修理理ししててくく
だだささいい。。
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緊急ロープの一方の端を巻き込みハンドルに取り付けてください。

注注記記：：
サスペンション調整ツールを緊急ハンドルとして使用することがで
きます。

図に示すように、最初の1回転でロープを交差させます。

特殊な手順
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1. ロープが交差している
2. 巻くロープ
3. ロープの端

図に示すように、ロープをドライブプーリーの周りに反時計回りに
きつく2回巻き付けます。

ロープがドライブプーリーから離れるように、ロープを鋭くぐいっ
と引っ張ります。

特殊な手順
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通常の手動始動と同様にエンジンを始動します。

警警告告

緊緊急急事事態態ででドドラライイブブププーーリリーーをを使使用用ししててススノノーーモモーービビルルをを始始動動
すするる場場合合、、ベベルルトトガガーードドをを再再取取りり付付けけせせずず、、ゆゆっっくくりり戻戻ししてて、、
ススノノーーモモーービビルルをを修修理理ししててくくだだささいい。。

ププララググががかかぶぶっっててししままっったたとときき
燃料がかぶってエンジンが始動しない場合、この特殊なモードが作
動して燃料噴射を防ぎ、クランク中にイグニッションをカットしま
す。次の手順に従ってください：

1. パーキングブレーキをかけます。
2. ギヤボックス搭載モデルの場合、シフトレバーをニュートラル位
置にします。

3. イグニッションキーをON位置に回すか、D.E.S.S.ポストにキーを
取り付けます。

4. フルスロットルにしてアンチフラッドモードを有効にします。
5. イグニッションキーをSTART位置に回すか、エンジン始動ボタン
を10秒間押します。

6. イグニッションキーまたはエンジン始動ボタンを放します。
7. スロットルレバーを完全に放します。
8. 再度イグニッションキーをSTART位置に回すか、エンジン始動ボ
タンを押して始動します。

特殊な手順
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エンジンが作動しない場合

1. インジェクターの電装コネクターを抜きます。
2. スパークプラグのキャップ部分を掃除してから取り外します。
3. スパークプラグを取り外します。
4. エンジンのクランキングを数回行ってください。
5. 可能であれば新しいスパークプラグを取り付けるか、スパークプ
ラグをきれいにして乾かしてください。

6. 前述の手順に従って、エンジンを始動してください。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルにに燃燃料料がが混混入入ししてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささ
いい。。混混入入ししてていいるる場場合合ははエエンンジジンンオオイイルルをを交交換換ししててくくだだささいい。。

それでもかからない場合：

1. ヒューズの状態を確認します。
2. イグニッションシステムを確認します。
3. 燃料システムを確認します。

横横転転車車両両
冷却、サスペンション、ドライブトレインおよびステアリングシス
テムのコンポーネントを点検します。

車体およびシャーシに損傷がないか点検します（溶接部、曲がった
または亀裂の入った部品）。

車両に損傷がない場合は、メンテナンスの手順のセクションを参照
して下記の点検を行ってください。
– エアインテークシステムにオイルがないか確認します。
– エアフィルターを点検します。
– エンジンを再始動する前に、すべての液体類の量を確認します。
– エンジンを始動させ、故障が検知されていないか多機能ゲージを
確認します。

– 車両を使用する前に、故障があれば必要に応じてトラブルシュー
ティングし、修理します。

車車両両のの水水没没
車両が水没した場合、次の処置を行います。

特殊な手順
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注注意意
車車両両がが水水没没ししたた場場合合、、適適切切なな整整備備をを行行わわなないい、、ままたたはは適適宜宜にに整整
備備をを行行わわなないい場場合合、、（（短短期期的的おおよよびび長長期期的的にに））様様々々なな損損傷傷をを引引
きき起起ここすすおおそそれれががあありりまますす。。エエンンジジンンにに浸浸水水ししたた場場合合、、おおそそらら
くくエエンンジジンンはは静静水水ロロッックク状状態態ににななっってていいまますす。。エエンンジジンンをを始始動動
ささせせるるままたたははククラランンククささせせなないいででくくだだささいい。。深深刻刻なな損損傷傷をを引引きき
起起ここししまますす。。エエンンジジンンにに浸浸水水おおよよびび静静水水ロロッッククのの損損傷傷（（オオイイルル
おおよよびびシシリリンンダダーーへへのの浸浸水水、、ピピスストトンンロロッッドドのの曲曲ががりり、、等等））がが
なないいかか点点検検ししまますす。。本本トトピピッッククののすすべべててのの項項目目をを実実施施ししててかからら
エエンンジジンンをを始始動動ままたたははククラランンククささせせててくくだだささいい。。

ターボチャージャー搭載モデルの場合。

1. ターボの両側（インペラ側およびコンプレッサー側）からの浸水
がないか点検します。必要に応じて清掃し、乾燥させます。

2. ブースト制御ソレノイドバルブを点検します。バルブを清掃し、
エンジンおよびターボシステムが正常に機能するかテストしま
す。必要に応じてバルブを交換します。

ウォーターインジェクションシステム装備モデルの場合。
3. ICEフルードタンクに浸水がないか点検します。不確かな場合は
ICEフルードタンクの中身を排出し、新たにフルードを充填しま
す。

以下は全モデルに適用します。
4. エアインテークシステムを空にします。必要に応じて部品を取り
外します。

5. スロットルボディを点検します。
6. エアフィルターを交換します。
7. CVT を空にし、点検、清掃します。
8. マフラーを空にします（要取り外し）。
9. ECMおよび多機能ゲージを外し、ヒューズボックスを開けます。
浸水の有無を確認します。必要に応じて乾燥させます。

10.ライトをすべて点検し、浸水がないか確認します。必要に応じて
乾燥させます。

11.エンジンオイルを（エンジンを始動させずに）交換します。
12.スパークプラグを取り外してください。ドラウンドモードでエン
ジンをクランクさせ、水を排出します。

注注意意
エエンンジジンンををククラランンククささせせるる際際にに吹吹きき出出すす水水ががかかかかららなないいよようう、、
ススパパーーククププララググ穴穴かからら離離れれまますす。。

特殊な手順
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13.シリンダーに少量（小さじ約 2杯分）のエンジンオイルを注ぎま
す。

14.スパークプラグを取り付けます（必要に応じて交換）。
15.燃料タンクに浸水がないか点検します。不確かな場合は燃料タン
クの中身を排出し、新たに給油します。

16.ブレーキシステムに浸水がないか点検します。必要に応じてブ
レーキ液を交換します。

17.エンジンを始動させる前に BRP 診断ソフトウェア（BUDS2）を
使用し、車両に故障コードがないか確認します。

18.エンジンを始動させ、エンジンが通常の作動温度に達するまでア
イドル状態を維持します。

19.エンジンを停止させてください。
20.エンジンオイルとフィルターを交換。

注注記記：：
オイル交換は、エンジンオイルが白っぽくなくなるまで必要に応じ
て何度でも行います。

21.チェーンケースまたはギヤボックス用オイルを確認します。オイ
ルに混水した場合、オイルを交換します。

22.サスペンションコンポーネントを潤滑します。
23.すべての金属部品に潤滑剤を吹き付け、腐食を防止します。

防防錆錆潤潤滑滑剤剤

24.正常に作動するか否かを確認するために試乗します。

特殊な手順
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走走行行条条件件ととススノノーーモモーービビルルににつついいてて

高高度度
工場では、スノーモービルをある高度範囲 (海抜) で使用するように
較正します。

新品のスノーモービルのハンドルバーには、較正を示すタグが取り
付けられています。車両の安全情報を参照してください。

スノーモービルの較正について不明点がある場合は、BRP認定ス
ノーモービルディーラーにご相談ください。

スノーモービルを、規定高度範囲外で使用する場合は、BRP認定ス
ノーモービルディーラーでその高度に見合った較正をしてもらって
ください。

注注意意
不不適適切切なな高高度度較較正正はは性性能能をを下下げげ、、ススノノーーモモーービビルルにに深深刻刻なな損損傷傷
をを与与ええるる恐恐れれががあありりまますす。。

温温度度
これらのエンジンのエンジン管理は、すべての温度で最適空燃比を
提供します。

固固いい圧圧雪雪
このガイドに記載されている、最小トラックプロファイル（44 mm
（1.75 in））を持つどのモデルも、深雪条件に合わせて設計されて
いるため、雪のある場所と無い場所の境界や固い圧雪上で長時間使
用しないでください。

上記の状況で走行しなければならない場合：
– いずれの状況においても、70 km/h（45 mph）を超えないように
してください。

– （スロットルの75%を超える）急加速は避けてください。
– アイススクラッチャーを使用する必要があります。
– エンジン温度が温度計の75%を超えないようにしてください。

注注意意
ここれれららののタタイイププののトトララッッククをを、、トトレレーールル、、固固いい圧圧雪雪面面、、ままたたはは
氷氷のの上上でで高高速速でで動動かかすすとと、、ララググにに高高いい応応力力ががかかかかりり、、加加熱熱すするる
傾傾向向ががあありりまますす。。ままたた、、特特定定のの摩摩耗耗部部品品のの寿寿命命がが劇劇的的にに短短くくなな
りりまますす。。考考ええらられれるるトトララッッククのの潜潜在在的的なな品品質質劣劣化化、、剥剥離離、、損損傷傷
をを避避けけるるたためめにに、、そそののよよううなな路路面面でではは速速度度をを落落ととしし、、必必要要最最小小
限限のの距距離離をを走走行行すするるよよううににししててくくだだささいい。。
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アアイイススススククララッッチチャャーーをを装装備備ししたた車車両両

アイススクラッチャーは、エンジンの冷却能力を高め、トラックク
リップやスライダーを潤滑し冷やすために車両に装備されていま
す。これは、雪がリアサスペンションや開口部まで十分に跳ね上が
らないような氷、固い圧雪などの条件下で使用する必要がありま
す。

注注意意
高高いいララググププロロフファァイイルルののトトララッッククをを装装備備ししたたススノノーーモモーービビルル
をを、、トトレレーールルやや圧圧雪雪上上でで走走行行ささせせるるここととはは推推奨奨ししてていいまませせんん
がが、、そそれれららのの条条件件下下でで車車両両をを使使用用すするる場場合合はは、、アアイイドドララーーホホ
イイーールルととアアイイススススククララッッチチャャーーをを組組みみ合合わわせせるるよようう強強くく推推奨奨しし
てていいまますす。。

重重要要

これらの条件において走行すると、トラックの信頼性やその保証
をリスクにさらすことになります。

次に示すトラックプロファイル高さを持つ場合は、表示されている
推奨維持速度を絶対超えないようにしてください。

トトララッッククププロロフファァイイルル高高ささ 最最高高維維持持速速度度

57 mm（2.25 in）
60 mm（2.36 in）

110 km/h
（70 mph）

64 mm（2.52 in）
75 mm（3 in）

95 km/h
（60 mph）

走行条件とスノーモービルについて
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乗乗りり心心地地のの調調整整
スノーモービルの操縦性と乗り心地は数多くの調整に依存します。

警警告告
ササススペペンンシショョンンのの調調整整はは、、車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能にに影影響響をを与与
ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。必必ずず時時間間ををかかけけてて、、ササススペペンンシショョンンのの
調調整整ををししたた後後のの車車両両のの挙挙動動にに慣慣れれててくくだだささいい。。必必ずず左左側側とと右右側側
ササススペペンンシショョンンココンンポポーーネネンントトをを同同じじ設設定定にに調調整整ししまますす。。

サスペンション調整の選択は、載せる荷重、オペレーターの体重、
個人的な嗜好、走行速度および雪原の状態により変化します。

注注記記：：
ご使用のスノーモービルに適用できない調整もあります。

警警告告
ササススペペンンシショョンン調調整整をを行行うう前前にに、、以以下下ののここととをを覚覚ええてておおいいててくく
だだささいい。。
–– 安安全全なな場場所所にに駐駐車車すするる。。
–– テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかからら引引
きき抜抜くく。。

–– 適適切切ななリリフフトト装装置置をを使使用用すするるかか、、手手助助けけをを得得てて持持ちち上上げげるる力力
をを分分担担ししまますす。。リリフフトト装装置置をを使使用用ししなないい場場合合、、正正ししいい持持ちち上上
げげ方方ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを使使用用ししまますす。。

–– ごご自自分分のの限限界界をを超超ええるる場場合合はは、、車車両両のの前前部部やや後後部部をを持持ちち上上げげ
よよううととししなないいででくくだだささいい。。

–– ササススペペンンシショョンンをを調調整整すするる前前にに、、適適切切なな装装置置をを使使用用ししてて、、車車
両両のの前前部部をを地地面面かからら離離ししてて支支ええまますす。。

–– リリアアデデフフレレククタターーパパネネルル付付ききのの幅幅広広ののススノノーーモモーービビルルススタタンン
ドドをを使使用用ししてて、、車車両両のの後後部部をを地地面面かからら離離ししてて支支ええまますす。。

–– 支支持持装装置置がが安安定定ししてていいてて、、動動かかなないいここととをを確確認認ししまますす。。

サスペンションをセットアップする最良の方法は、各調整を一時に
ひとつだけカスタマイズすることです。さまざまな調整は相互に関
連しています。たとえば、フロントスプリングを調整したあと、セ
ンタースプリングの再調整が必要になる場合もあります。 スノー
モービルの試験走行は、トレール、速度、雪、オペレーターのライ
ディング姿勢など同じ条件下で行います。また、満足が行くまで、
系統的に行います。

以下はサスペンションの微調整のガイドラインです。車載工具に含
まれているサスペンション調整ツールを使用します。
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リリアアササススペペンンシショョンンのの調調整整 –– ccMMoottiioonn XX

CCMMOOTTIIOONN XX
1. ストッパーストラップ
2. センタースプリング
3. リアスプリング
4. リアショックアブソーバー

注注意意
リリアアササススペペンンシショョンンをを調調整整すするるととききはは、、必必ずずトトララッッククのの張張力力をを
確確認認しし、、必必要要にに応応じじてて調調整整ししまますす。。

スストトッッパパーースストトララッッププ
ストッパーストラップの長さは、センタースプリングにかかる重
量、特に加速時にかかる重量に影響を与え、このため、フロントエ
ンドが持ち上がります。

乗り心地の調整
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ストッパーストラップの長さは、センタースプリングの行程長にも
影響を与えます。

注注意意
スストトッッパパーースストトララッッププのの長長ささをを変変更更ししたたととききはは必必ずずトトララッッククのの
張張りりをを点点検検すするる必必要要ががあありりまますす。。

対対処処 結結果果

ストッパーストラップの長さを
増大

加速時のスキーの圧力軽減

センタースプリングのトラベル
増大

衝撃吸収能力が向上する

ストッパーストラップの長さを
低減

加速時のスキーの圧力増大

センタースプリングのトラベル
低減

衝撃吸収能力が低下する

注注記記：：
ストッパーストラップは、ポジション3、4、5、6、7に設定できま
す。以下に示すのは、ポジション4および6の図です。より若い数は
より長いストラップ設定に対応します。

注注意意
33よよりり低低いいポポジジシショョンンにに設設定定ししなないいででくくだだささいい。。そそののよよううににすするる
とと、、中中央央部部がが衝衝撃撃にによよりり損損傷傷すするる場場合合ががあありりまますす。。

乗り心地の調整
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スストトッッパパーースストトララッッププポポジジシショョンン44（（44番番目目のの穴穴、、工工場場出出荷荷時時のの設設
定定））
1. 使用法が限定されない穴
2. 終端から4番目の穴
3. リアに向かって
4. ストラップの端がストラップ軸に接触する
5. ボルトヘッドとナットの間の 2つの穴が開いたままである
6. フロントに向かって

ストッパーストラップボルトは必ずロアーシャフトに可能な限り近
付けて取り付けます。

注注記記：：
ストッパーストラップを短くすると、乗り心地が悪くなります。

スノーモービルが深雪中を走行する場合、ストッパーストラップの
長さやライディング姿勢を変えること、また雪面に対するトラック
の角度を変えることが必要な場合もあります。オペレーター'が様々
な調整や雪の状態を熟知していれば、最も効率的な組み合わせが分
かります。

乗り心地の調整
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一般的にはストッパーストラップの設定を長めにするほうが平らな
深雪上でのパフォーマンスが向上します。

セセンンタターーススププリリンンググ
センタースプリングプリロードは操舵力、操縦性および衝撃吸収に
影響を与えます。

また、センタースプリングプリロードの調整は、トラックの前部へ
の圧力を増減し、深雪中での性能に影響をおよぼします。

対対処処 結結果果

プリロードの増加

操舵が軽くなる

衝撃吸収能力が向上する

深雪中で発進しやすくなる

深雪中での性能と操縦性がよく
なる

プリロードの減少

操舵が重くなる

衝撃吸収能力が低下する

トレール操縦性がよくなる

カカムムタタイイププアアジジャャススタターー

工具キットに同梱のサスペンション調整工具を使用してカムを回す
ことにより、スプリングプリロードを増減させます。

1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

リリンンググタタイイププアアジジャャススタターー

リングとスプリングをつかんで回し、スプリングプリロードを増減
させます。

乗り心地の調整
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1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

リリヤヤススププリリンンググ
リアスプリングプリロードは乗り心地、車高および荷重補正に影響
をおよぼします。

また、リアスプリングプリロードを調整すると、スノーモービルの
フロントエンドにかかる重量が増減します。その結果、スキーにか
かる重量が増減します。これは、深雪中での性能、操舵効果および
操縦性に影響を与えます。

最悪の走行条件においてサスペンションが軽くボトムした場合、ス
プリングプリロードのよい選択をしたことを示します。

注注記記：：
荷物を積載する際は、重さにより底付きするのを防ぐためにプリ
ロードを増やしてください。

注注記記：：
プリロードを調整しやすくするために、貨物を取り除いてくださ
い。

対対処処 結結果果

プリロードの増加

リアサスペンションが固くなる

リアエンドが高くなる

衝撃吸収能力が向上する

操舵が重くなる

プリロードの減少 リアサスペンションが軟らかく
なる

乗り心地の調整
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対対処処 結結果果

リアエンドが低くなる

衝撃吸収能力が低下する

操舵が軽くなる

深雪中での性能と操縦性がよく
なる

プリロードが正しいか否かを特定するために、以下を参照してくだ
さい。

代代表表例例 -- 適適切切なな調調整整
– A = サスペンションが完全に伸びた状態。
– B = オペレーター、同乗者および荷重が乗り、サスペンションが
一番下まで下がった状態。

– C = 寸法「A」と「B」の間の距離。下表を参照してください。

乗り心地の調整
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CC 対対策策

65～100 mm（2.5～4 in） 調整は不要

100 mm（4 in）超過
調整が軟らか過ぎ。プリロード

の増加

65 mm（2.5 in）未満
調整が固過ぎ。プリロードの減

少

注注記記：：
純正品のスプリングで基準値が達成できない場合、正規Ski-Doo
ディーラーに別の選択可能なスプリングがないか尋ねてください。

工具を使用してスプリングプリロードを増加させるには、必ず左側
の調整カムを時計方向に回し、右側のカムを反時計方向に回しま
す。

注注意意
絶絶対対ににププリリロローードドカカムムをを直直接接ポポジジシショョンン55かからら11へへ、、ままたた直直接接ポポ
ジジシショョンン11かからら55へへ設設定定ししなないいででくくだだささいい。。

警警告告
左左右右ののリリヤヤススププリリンンググププリリロローードドはは必必ずず同同一一ポポジジシショョンンにに設設定定
すするる必必要要ががあありりまますす。。ここのの指指示示にに従従わわなないい場場合合、、車車両両がが想想定定外外
のの挙挙動動をを示示ししたたりり、、ササススペペンンシショョンンのの歪歪みみがが生生じじまますす。。

調整カムは5つの異なる設定を備えていて、1が一番軟らかです。

乗り心地の調整
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代代表表的的なな例例——左左側側面面図図
1. 位置1
2. 位置2
3. 位置3
4. 位置4
5. 位置5
6. 調整ナット

リリアアササススペペンンシショョンンのの調調整整 –– uuMMoottiioonn
サスペンション調整の度合いは、車両総重量、個人的な嗜好、走行
速度および地形条件により異なります。

サスペンションをセットアップする最良の方法は、工場での設定か
ら各調整項目を一度にひとつずつカスタマイズすることです。

フロントとリヤの調整は関係します。例えば、フロントショックア
ブゾーバーを調整したあと、リヤショックアブゾーバーの再調整が
必要になる場合もあります。

トレール、速度、荷重、など同じ条件で車両を試乗します。調整項
目をひとつ変更し、再度試乗します。満足のいくまで入念に調整を
行います。

以下はサスペンションの微調整のガイドラインです。

乗り心地の調整
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UUMMOOTTIIOONN -- 調調整整可可能能ななココンンポポーーネネンントト
1. ストッパーストラップ
2. センタースプリング
3. リアショックアブソーバー
4. リアスプリング
5. エクステンションスタビライザーカム
6. エクステンションスプリングカム

注注意意
リリアアササススペペンンシショョンンをを調調整整すするるととききはは、、必必ずずトトララッッククのの張張力力をを
確確認認しし、、必必要要にに応応じじてて調調整整ししまますす。。

スストトッッパパーースストトララッッププ
ストッパーストラップの長さは、センタースプリングにかかる重
量、特に加速時にかかる重量に影響を与え、このため、フロントエ
ンドが持ち上がります。

ストッパーストラップの長さは、センタースプリングの行程長にも
影響を与えます。

注注意意
スストトッッパパーースストトララッッププのの長長ささをを変変更更ししたたととききはは必必ずずトトララッッククのの
張張りりをを点点検検すするる必必要要ががあありりまますす。。

対対処処 結結果果

ストッパーストラップの長さを
増大 加速時のスキーの圧力軽減

乗り心地の調整
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対対処処 結結果果

センタースプリングのトラベル
増大

衝撃吸収能力が向上する

ストッパーストラップの長さを
低減

加速時のスキーの圧力増大

センタースプリングのトラベル
低減

衝撃吸収能力が低下する

注注記記：：
Skandic SEの場合、ストッパーストラップはポジション1、2、3、
4、5に設定できます。
Skandic LEおよびTundra LEの場合、ストッパーストラップはポジ
ション2、3、4、5に設定できます。
以下に示すのは、ポジション1および2の図です。より若い数はより
長いストラップ設定に対応します。

乗り心地の調整
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SSKKAANNDDIICC SSEE –– 工工場場設設定定スストトッッパパーースストトララッッププポポジジシショョンン11（（11番番
目目のの穴穴（（最最長長））））
1. 終端から 1番目の穴
2. リアに向かって
3. ストラップの端がストラップ軸に接触する
4. ボルトヘッドとナットの間の 2つの穴が開いたままである
5. フロントに向かって

乗り心地の調整
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SSKKAANNDDIICC LLEEおおよよびびTTUUNNDDRRAA LLEE –– 工工場場設設定定スストトッッパパーースストトララッッ
ププポポジジシショョンン22（（22番番目目のの穴穴））
1. 使用法が限定されない穴
2. 終端から 2番目の穴
3. リアに向かって
4. ストラップの端がストラップ軸に接触する
5. ボルトヘッドとナットの間の 2つの穴が開いたままである
6. フロントに向かって

ストッパーストラップボルトは必ずロアーシャフトに可能な限り近
付けて取り付けます。

乗り心地の調整
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注注記記：：
ストッパーストラップを短くすると、乗り心地が悪くなります。

スノーモービルが深雪中を走行する場合、ストッパーストラップの
長さやライディング姿勢を変えること、また雪面に対するトラック
の角度を変えることが必要な場合もあります。オペレーター'が様々
な調整や雪の状態を熟知していれば、最も効率的な組み合わせが分
かります。

一般的にはストッパーストラップの設定を長めにするほうが平らな
深雪上でのパフォーマンスが向上します。

セセンンタターーススププリリンンググ
センタースプリングプリロードは操舵力、操縦性および衝撃吸収に
影響を与えます。

また、センタースプリングプリロードの調整は、トラックの前部へ
の圧力を増減し、深雪中での性能に影響をおよぼします。

対対処処 結結果果

プリロードの増加

操舵が軽くなる

衝撃吸収能力が向上する

深雪中で発進しやすくなる

深雪中での性能と操縦性がよく
なる

プリロードの減少

操舵が重くなる

衝撃吸収能力が低下する

トレール操縦性がよくなる

カカムムタタイイププアアジジャャススタターー

工具キットに同梱のサスペンション調整工具を使用してカムを回す
ことにより、スプリングプリロードを増減させます。

乗り心地の調整
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1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

リリンンググタタイイププアアジジャャススタターー

リングとスプリングをつかんで回し、スプリングプリロードを増減
させます。

1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

リリヤヤススププリリンンググ
リアスプリングプリロードは乗り心地、車高および荷重補正に影響
をおよぼします。

また、リアスプリングプリロードを調整すると、スノーモービルの
フロントエンドにかかる重量が増減します。その結果、スキーにか
かる重量が増減します。これは、深雪中での性能、操舵効果および
操縦性に影響を与えます。

最悪の走行条件においてサスペンションが軽くボトムした場合、ス
プリングプリロードのよい選択をしたことを示します。

注注記記：：
荷物を積載する際は、重さにより底付きするのを防ぐためにプリ
ロードを増やしてください。

乗り心地の調整
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注注記記：：
プリロードを調整しやすくするために、貨物を取り除いてくださ
い。

対対処処 結結果果

プリロードの増加

リアサスペンションが固くなる

リアエンドが高くなる

衝撃吸収能力が向上する

操舵が重くなる

プリロードの減少

リアサスペンションが軟らかく
なる

リアエンドが低くなる

衝撃吸収能力が低下する

操舵が軽くなる

深雪中での性能と操縦性がよく
なる

プリロードが正しいか否かを特定するために、以下を参照してくだ
さい。

乗り心地の調整
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代代表表例例 -- 適適切切なな調調整整
– A = サスペンションが完全に伸びた状態。
– B = オペレーター、同乗者および荷重が乗り、サスペンションが
一番下まで下がった状態。

– C = 寸法「A」と「B」の間の距離。下表を参照してください。

CC 対対策策

50～75 mm（2～3 in） 調整は不要

75 mm（3 in）超過
調整が軟らか過ぎ。プリロード

の増加

50 mm（2 in）未満
調整が固過ぎ。プリロードの減

少

注注記記：：
純正品のスプリングで基準値が達成できない場合は、選択可能な別
のスプリングがないかBRP認定スノーモービルディーラーにお尋ね
ください。

注注意意
ススププリリンンググププリリロローードドをを増増加加ささせせるるににはは、、工工具具をを使使用用ししてて、、必必
ずず左左側側のの調調整整カカムムをを時時計計回回りりにに回回しし、、右右側側ののカカムムをを反反時時計計回回りり
にに回回ししまますす。。

乗り心地の調整
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注注意意
絶絶対対ににププリリロローードドカカムムをを直直接接ポポジジシショョンン55かからら11へへ、、ままたた直直接接ポポ
ジジシショョンン11かからら55へへ設設定定ししなないいででくくだだささいい。。

調整カムは5つの異なる設定を備えていて、1が一番軟らかです。

ススププリリンンググププリリロローードド調調整整左左——代代表表例例

乗り心地の調整
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ススププリリンンググププリリロローードド調調整整右右——代代表表例例

リリアアササススペペンンシショョンンののエエククスステテンンシショョンンススププリリンンググププリリロローードド
28 mmのレンチを使用して、プリロードカムの右側の四角い突起部
を調整します。

乗り心地の調整
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対処 結果

プリロードの増加
地面に接するトラック面積を増やす

エクステンションリフトの減少

プリロードの減少
リバース能力の向上、特に深い雪の場合

エクステンションリフトの増加

リリアアササススペペンンシショョンンエエククスステテンンシショョンンススタタビビラライイザザーーカカムム
スタビライザーカムの設定を変更するには、ロックを引き離し、カ
ムを回す。

ロック時は、ロックが完全に押し込まれていることを確認してくだ
さい。

乗り心地の調整
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1. ストップブロック
2. スタビライザーカム
3. ロック

位位置置11

乗り心地の調整
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位位置置22

カカムム設設定定 結結果果

位置2

サスペンションエクステンショ
ンの自由な動きをストローク全
体に渡り可能とする

一般使用

良好なリバース能力

位置1

サスペンションエクステンショ
ンをサスペンションレールに一
致した状態で固定する。

トラクションの向上、トラック
全体の表面積が地面に接する

牽引能力の向上

乗り心地の調整
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車車両両挙挙動動にに基基づづくく調調整整ののココツツ
問問題題 修修正正手手段段

フロントサスペンション
の動きが速すぎる

スキーアライメントを確認します。
– フロントサスペンションスプリン
グプリロードを減らします。

– センタースプリングプリロードを
増やします。

– リアスプリングのプリロードを減
らします。

速度が一定のときに操舵
が重すぎる

– フロントサスペンションスプリン
グプリロードを減らします。

– センタースプリングプリロードを
増やします。

加速時に操舵が重すぎる

– カップリングブロックを低い位置
に設定します（装備されている場
合）。

– リアスプリングのプリロードを減
らします。

– リミッターストラップを長くしま
す。

コーナリングまたは加速
時にスキーのリフトが大

きすぎる

– カップリングブロックを高い位置
に設定します（装備されている場
合）。

– リミッターストラップを短くしま
す。

– リアスプリングプリロードを増や
します。

スノーモービルのリアが
固すぎる

– リアスプリングのプリロードを減
らします。

– 装備している場合、圧縮減衰調整
を減らします

スノーモービルのリアが
軟らかすぎる

– リアスプリングプリロードを増や
します。

リアサスペンションが頻
繁に底付きする

– 装備している場合、圧縮減衰調整
を増やします。
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問問題題 修修正正手手段段

– リアスプリングプリロードを増や
します。

– センタースプリングプリロードを
増やします。

– リミッターストラップを長くしま
す。

スノーモービルが旋回す
るような動きを見せる

– センタースプリングプリロードを
減らします。

– リアスプリングプリロードを増や
します。

– フロントサスペンションスプリン
グプリロードを増やします。

– リミッターストラップを短くしま
す。

発車時に、トラックが頻
繁にスピンする

– カップリングブロックを低い位置
に設定します（装備されている場
合）。

– リミッターストラップを長くしま
す。
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定定期期メメンンテテナナンンスス
メンテナンスは、車両を安全な運転状態に保つために非常に重要で
す。車両は、メンテナンススケジュールに基づいて整備してくださ
い。

適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナー
による不適切なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合な
どは、保証請求が拒否されることもあります。

定期的な点検を実施し、メンテナンスのスケジュールを守ってくだ
さい。ススケケジジュューールルどどおおりりににメメンンテテナナンンススをを行行っってていいててもも、、始始業業
点点検検はは必必要要でですす。。

警警告告
メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールルやや手手順順にに従従っってて適適切切にに車車両両をを維維持持
ししなないいとと、、安安全全なな作作動動をを損損ねねまますす。。

EEPPAA規規制制 -- カカナナダダおおよよびび米米国国向向けけ車車両両
修修理理工工場場、、ままたたはは所所有有者者任任意意のの個個人人がが、、排排出出ガガスス制制御御装装置置おおよよびび
シシスステテムムののメメンンテテナナンンスス、、交交換換、、ままたたはは修修理理を実施できます。これ
らの手順には、部品や、BRPまたはBRP認定スノーモービルディー
ラーによる整備は不要です。

BRP認定スノーモービルディーラーは、車両を整備する技術上の詳
細な知識とツールを備えていますが、排出ガス関連保証は、BRP認
定スノーモービルディーラーや、BRPがビジネス関係を持つその他
の機関を利用することを条件としていません。

適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナー
による不適切なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合な
どは、保証請求が拒否されることもあります。

排出ガス関連保証の請求では、BRPは、排出ガス関連部品の診断と
修理をBRP認定スノーモービルディーラーに限定しています。詳細
は、保証のセクションに記載された米国EPA排出ガス性能保証を参
照してください。

本書の給油セクションに記載されている燃料に関する要件の指示に
従ってください。エタノールの含有率が10体積%を超えるガソリン
が広く販売されている場合でも、米国 EPA はエタノールの含有率が
10体積%を超えるガソリンの使用を禁止しています。これは、この
車両にも適用されています。このエンジンに、エタノールの含有率
が 10 体積 %を超えるガソリンを使用すると、排出ガス制御システ
ムを損傷する恐れがあります。
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DDeeeepp SSnnooww// TTrraaiill// CCrroossssoovveerr// UUttiilliittyyのの使使用用
車両がDeep Snow、Trail、Crossover、またはUtilityモデルであるか
どうかに関わらず、これらのモデルを使用するときは、毎年定期的
にメンテナンス作業を行う必要があります。

これらは、下記の表では「過酷な車両（艇体）使用条件」として表
記されています。

DDeeeepp SSnnoowwモモデデルルにに定定期期的的にに乗乗りり、、頻頻繁繁にに登登坂坂走走行行をを行行うう場場合合
はは、、「過酷な車両（艇体）使用条件」の間隔に従って、下記の表に
記載されている作業を行ってください。

定期的にトトレレーールル走走行行をを行行うう、、田田舎舎道道をを探探索索すするる、、ままたたははススノノーー
モモーービビルルをを使使用用ししてて作作業業をを行行うう場場合合はは、、「過酷な車両（艇体）使用
条件」のTrail / Crossover / Utilityの間隔に従って、下記の表に記載さ
れている作業を行ってください。

極極寒寒条条件件
-25 °C（-13 °F）以下の外気温で頻繁に動作するエンジンの場合、整
備とメンテナンスのスケジュールを増やす必要があります。

このような極寒の外気温で動作する内燃機関には、始動/停止のたび
に多くの結露が溜まります。

長時間にわたりエンジンが動作温度に達しないため、オイルは、水
やガスの残渣（水分より多い）で相当希釈されます。

オイルから水分を蒸発させるためには、エンジンを動作温度にする
必要があります。

日常の使用（業務やレジャーでの走行サイクル）が下記の状況と類
似している場合、BRPは、少なくとも毎月オイルを交換するよう強
くお勧めします。

整備とメンテナンスのスケジュールを増やす要因：
– 日常での使用の際に、エンジンが適切な動作温度に達しない。
– 動作温度に達することなく、始動と停止を複数回行う。
– アイドリング時間が短い。
– 動作温度に達することがない、短距離で低回転数での走行サイク
ルである。

注注記記：：
BRPでは、液体類の暖気を補助するために、ブロックヒーターの取
り付けを強く推奨しています。これは、オイルの寿命を伸ばすのに
役立ちます。

定期メンテナンス
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メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールル

重重要要
過酷な車両（艇体）使用条件（深雪、頻繁な登坂、極寒時の運
転、長時間のアイドリングなど）では、通常のメンテナンス間隔

の50%の間隔でメンテナンスを行う必要があります。

推奨するメンテナンスの間隔は次の表に示す通りです。これに従
い、適切なメンテナンスを実施してください。

メンテナンス表には、下記の2つの基準（いずれか早い方）に基づい
て実施しなければならない項目が示されています。
– 暦時間
– オドメーターの表示値

従うべき基準は、運転習慣によって異なります。例：
– 隔週末に車両を使用して友人とトレール走行を楽しんでいる人
は、ほとんどの場合、オオドドメメーータターーのの表表示示値値に従ってメンテナ
ンスの頻度を決定するようになります。

– 年間で車両をほぼ使用しない、または数回しか使用しない人は、
暦暦時時間間に従ってメンテナンスの頻度を決定するようになります。

重重要要事事項項： 次の表は、最初の3年間のメンテナンス実施概要を示
しています。これ以降の年については、同じパターンを交互に繰り
返してください。

660000 EEFFIIエエンンジジンン

毎毎年年ままたたはは33,,000000 kkmm（（11,,990000 mmii））

ボディおよびフレーム – ボディパネルとハードウ
ェアを点検し、締め付け
ます。

– ピボット、ラッチ、ヒン
ジおよびキーバレルを潤
滑します。

ブレーキコンポーネントお
よび機能*

– ブレーキコンポーネント
と機能を点検し、潤滑し
ます。

定期メンテナンス
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毎毎年年ままたたはは33,,000000 kkmm（（11,,990000 mmii））

無段変速機（CVT） – CVTコンポーネントおよ
び機能の点検、潤滑およ
び清掃を行います。

– CVTドライブベルトの状
態を点検します。

– CVTドライブベルトの張
力を調整します。

– ドライブプーリー固定ね
じを締め付けます。

ドライブ – チェーンケース駆動チ
ェーンの張力を調整しま
す。

– ギヤボックス/チェーン
ケースのオイルレベルを
点検します。

– トラックのアライメント
と張力を点検し、調整し
ます。

電気式 – バッテリーの接続および
状態を点検します。

– 電気ハーネスの取り回し
を点検します。

– ヘッドライト光軸を調整
します。

– モジュールを点検し、該
当のソフトウェアを更新
します。*

– コントロールのスイッチ
の動作および照明を点検
します。

エンジンおよび冷却 – エンジン冷却コンポーネ
ント（クーラント濃度、
クーラントレベル、ホー
ス状態、クランプ、漏れ
）を点検し、調整しま
す。

定期メンテナンス
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毎毎年年ままたたはは33,,000000 kkmm（（11,,990000 mmii））

エキゾースト – 排気コンポーネント（ガ
スケット、パイプ、マフ
ラー状態、漏れ）を点検
します。

– 排気マニホールドを締め
付けます。

エアおよび燃料供給 – 燃料コンポーネント（燃
料キャップ、ホース、ク
ランプ、およびタンク固
定）および機能を点検し
ます。

– 燃料タンクおよび燃料ベ
ントシステムの漏れテス
トを実施します。*

ステアリングおよびコント
ロール – ギヤボックスポジション

レバーの作動を確認し、
調整します（装備されて
いる場合）。

– スキーランナーを点検し
ます。

– ステアリングのアライメ
ントを点検し、調整しま
す。

– ステアリングコンポーネ
ントおよび機能を点検し
ます。

– スロットルケーブルを調
整します。

– スロットルの動作を点検
します。

サスペンション – サスペンションコンポー
ネントおよび機能を点検
し、潤滑します。

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄り
のディーラーのサービス部門にお問い合わせください。

定期メンテナンス
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22年年ごごととままたたはは66,,000000 kkmm（（44,,000000 mmii））走走行行ごごとと

排気ガス – スパークプラグを交換し
てください。

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄り
のディーラーのサービス部門にお問い合わせください。

追追加加メメンンテテナナンンススのの間間隔隔

2年ごと ブレーキ液 – ブレーキ液の
交換*

2年ごとまた
は6,000

km（4,000 mi）
走行ごと

排気ガス – エンジンラバ
ーマウントを
点検します。

– スターター（
装備されてい
る場合）を清
掃および潤滑
します

– スパークプラ
グを交換して
ください。

3年ごとまた
は10,000

km（6,000 mi）
走行ごと

– オイルインジ
ェクションポ
ンプストレー
ナーを清掃
し、点検しま
す。*

2年ごとまた
は6,000

km（4,000 mi）
走行ごと

ドライブ – ギヤボックス/
チェーンケー
スオイルを交
換します。

定期メンテナンス
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追追加加メメンンテテナナンンススのの間間隔隔

5年ごと
エンジンおよび冷
却

– エンジンクー
ラントを交換
します。*

5年ごと
燃料供給 – インライン燃

料フィルター
を交換しま
す。*

過過酷酷なな車車両両（（艇艇体体））使使用用条条件件のの場場合合
7755 kkmm（（5500 mmii））走走行行後後、、そそのの後後はは、、
550000 kkmm（（330000 mmii））ごごとと、、最最大大でで
11550000 kkmm（（11,,000000 mmii））走走行行ごごとと

ドライブ – チェーンケース駆動チ
ェーンの張力を調整しま
す。

– トラックのアライメント
と張力を調整します。

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄り
のディーラーのサービス部門にお問い合わせください。

過過酷酷なな車車両両（（艇艇体体））使使用用条条件件のの場場合合
毎毎月月ままたたはは11,,550000 kkmm（（11,,000000 mmii））走走行行ごごとと

CVT – CVTドライブベルトの状
態を点検します。

– CVTドライブベルトの張
力を調整します。

ドライブ – ギヤボックス/チェーン
ケースのオイルレベルを
点検します。

定期メンテナンス
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過過酷酷なな車車両両（（艇艇体体））使使用用条条件件のの場場合合
毎毎月月ままたたはは11,,550000 kkmm（（11,,000000 mmii））走走行行ごごとと

ステアリングおよびコント
ロール – スキーランナーを点検し

ます。

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄り
のディーラーのサービス部門にお問い合わせください。

定期メンテナンス
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660000RRRR // 885500 EE--TTEECC

毎毎年年ままたたはは33,,000000 kkmm（（11,,990000 mmii））

ボディおよびフレーム – ボディパネルとハードウ
ェアを点検し、締め付け
ます。

– ピボット、ラッチ、ヒン
ジおよびキーバレルを潤
滑します。

ブレーキコンポーネントお
よび機能

– ブレーキコンポーネント
と機能を点検し、潤滑し
ます。

無段変速機（CVT） – CVTコンポーネントおよ
び機能の点検、潤滑およ
び清掃を行います。

– CVTドライブベルトの状
態を点検します。

– CVTドライブベルトの張
力を調整します。

– ドライブプーリー固定ね
じを締め付けます。

ドライブ – チェーンケースのチェー
ンの張力を調整します。

– ギヤボックス/チェーン
ケースのオイルレベルを
点検します。

– トラックのアライメント
と張力を点検し、調整し
ます。

電気式 – バッテリーの接続および
状態を点検します。

– 電気ハーネスの取り回し
を点検します。

– ヘッドライト光軸を調整
します。

– モジュールを点検し、該
当のソフトウェアを更新
します。*

定期メンテナンス
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毎毎年年ままたたはは33,,000000 kkmm（（11,,990000 mmii））

– コントロールのスイッチ
の動作および照明を点検
します。

エンジンおよび冷却 – エンジン冷却コンポーネ
ント（クーラント濃度、
クーラントレベル、ホー
ス状態、クランプ、漏れ
）を点検し、調整しま
す。

エキゾースト – 排気コンポーネント（ガ
スケット、パイプ、マフ
ラー状態、漏れ）を点検
します。

– 排気マニホールドを締め
付けます。

エアおよび燃料供給 – 燃料コンポーネント（燃
料キャップ、ホース、ク
ランプ、およびタンク固
定）および機能を点検し
ます。

– 燃料タンクおよび燃料ベ
ントシステムの漏れテス
トを実施します。*

ステアリングおよびコント
ロール – ギヤボックスポジション

レバーの作動を確認し、
調整します（装備されて
いる場合）。

– スキーランナーを点検し
ます。

– ステアリングのアライメ
ントを点検し、調整しま
す。

– ステアリングコンポーネ
ントおよび機能を点検し
ます。

定期メンテナンス
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毎毎年年ままたたはは33,,000000 kkmm（（11,,990000 mmii））

– スロットルケーブルを調
整します。

– スロットルの動作を点検
します。

サスペンション – サスペンションコンポー
ネントおよび機能を点検
し、潤滑します。

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄り
のディーラーのサービス部門にお問い合わせください。

追追加加メメンンテテナナンンススのの間間隔隔

2年ごとまた
は6,000

km（4,000 mi）
走行ごと

ブレーキ液
– ブレーキ液の
交換*

2年ごとまた
は6,000

km（4,000 mi）
走行ごと

排気ガス – エンジンラバ
ーマウントを
点検します。

– リワインドス
ターターを清
掃し、潤滑し
ます（装備さ
れている場合
）。

3年ごとまた
は10,000

km（6,000 mi）
走行ごと

– スパークプラ
グを交換して
ください。

– オイルインジ
ェクションポ
ンプストレー
ナーを清掃
し、点検しま
す。*

定期メンテナンス
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追追加加メメンンテテナナンンススのの間間隔隔

2年ごとまた
は6,000

km（4,000 mi）
走行ごと

ドライブ – ギヤボックス/
チェーンケー
スオイルを交
換します。

5年ごと
エンジンおよび冷
却

– エンジンクー
ラントを交換
します。*

5年ごと
燃料供給 – インライン燃

料フィルター
を交換しま
す。*

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄り
のディーラーのサービス部門にお問い合わせください。

過過酷酷なな車車両両（（艇艇体体））使使用用条条件件のの場場合合
最最初初のの7755 kkmm（（5500 mmii））走走行行後後、、そそのの後後はは、、

550000 kkmm（（330000 mmii））ごごとと、、最最大大でで
11,,550000 kkmm（（11,,000000 mmii））走走行行ごごとと

ドライブ – チェーンケースのチェー
ンの張力を調整します。

– トラックのアライメント
と張力を調整します。

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄り
のディーラーのサービス部門にお問い合わせください。

定期メンテナンス
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過過酷酷なな車車両両（（艇艇体体））使使用用条条件件のの場場合合
毎毎月月ままたたはは11,,550000 kkmm（（11,,000000 mmii））走走行行ごごとと

CVT – CVTドライブベルトの状
態を点検します。

– CVTドライブベルトの張
力を調整します。

ドライブ – ギヤボックス/チェーン
ケースのオイルレベルを
点検します。

– トラックのアライメント
と張力を点検し、調整し
ます。

エアおよび燃料供給 – 燃料タンクおよび燃料ベ
ントシステムの漏れテス
トを実施します。*

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄り
のディーラーのサービス部門にお問い合わせください。

メメンンテテナナンンスス記記録録
必要に応じて、メンテナンス記録のコピーをBRPにお送りくださ
い。

定期メンテナンス
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定期メンテナンス

メモ：

取り付け手順詳細については、車両のプリデリバリーブリテンを
参照してください。

納納入入前前

シリアル
番号：

署名（活字体
）：

走行距離
（km）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：
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最最初初のの点点検検

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

定期メンテナンス
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

定期メンテナンス
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

定期メンテナンス
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

定期メンテナンス
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

定期メンテナンス
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

定期メンテナンス
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

定期メンテナンス
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メメンンテテナナンンススのの手手順順
このセクションでは、基本的なメンテナンスの手順を説明します。

警警告告
メメンンテテナナンンススをを行行うう場場合合はは、、エエンンジジンンをを止止めめ、、テテザザーーココーードド
キキャャッッププをを取取りり外外ししてて、、以以下下ののメメンンテテナナンンスス手手順順にに従従っっててくくだだ
ささいい。。適適切切ななメメンンテテナナンンスス手手順順をを守守ららなないいとと、、高高温温のの部部品品、、稼稼
動動部部分分、、電電気気的的、、化化学学的的ああるるいいははそそのの他他のの危危険険にによよりり負負傷傷すするる
恐恐れれががあありりまますす。。

警警告告

分分解解//組組立立をを行行ううととききにに、、ロロッックク装装置置（（ロロッッククタタブブ、、戻戻りり止止めめ
フファァススナナーーななどど））のの取取りり外外ししがが必必要要なな場場合合、、必必ずず新新品品とと交交換換しし
ててくくだだささいい。。

ヘヘッッドドラライイトト
ヘヘッッドドラライイトトビビーームム光光軸軸
ストレージコンパートメントを開きます。

代代表表的的なな例例
手順1. 押す
手順2. 持ち上げる

調整スクリューを回して、望むビームの高さにします。
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代代表表的的なな例例

エエンンジジンン・・ククーーラランントト

警警告告
エエンンジジンンがが高高温温のの場場合合、、絶絶対対ににククーーラランントトタタンンククキキャャッッププをを開開
けけなないいででくくだだささいい。。

エエンンジジンン冷冷却却液液レレベベルルのの検検証証
1. アクセスパネルを取り外します。

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例
2. 室温でクーラントレベルを確認します。クーラントが、のぞき窓
の平面に接していなければなりません。

代代表表的的なな例例
3. 必要に応じて、クーラントを追加してください。

注注記記：：
低温でレベルを確認する場合、そのマークより若干低い場合があり
ます。

メンテナンスの手順
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4. エアインテークフィルターキャップを後方にスライドさせてロッ
クを解除し、取り外します。

5. 以下のファスナーを取り外してから、右エアフィルターを取り外
します。

6. フィラーネックからクーラントを追加します。

メンテナンスの手順
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7. 走行中または走行後にクーラントレベルが低下し続けている場
合、またはシステム全体の補充が必要な場合は、BRP認定スノー
モービルディーラー、修理店または担当整備士に整備をご相談く
ださい。

推推奨奨エエンンジジンン冷冷却却液液

XPS推奨クーラント XPS COOL-X LT

推奨クーラントが入手できない
場合

ASTM D3306規格を満たすかそ
れを上回る、NAPS

（亜硝酸塩、アミン、リン酸
塩、ケイ酸塩）不使用で

2-エチルヘキサン酸を含まない
クーラントを使用してください

注注意意
内内燃燃アアルルミミニニウウムムエエンンジジンン専専用用のの腐腐食食防防止止剤剤入入りりエエチチレレンンググリリ
ココーールル不不凍凍液液をを必必ずず使使用用ししててくくだだささいい。。

エエキキゾゾーースストトシシスステテムム
エエキキゾゾーースストトシシスステテムムのの確確認認
出口穴がボトムパンにある状態で、マフラーテールパイプを中央に
揃えてください。エキゾーストシステムには錆や漏れがないように
してください。すべての部品が確実に所定の位置にあることを確認
してください。

メンテナンスの手順
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リテーニングスプリングおよびヒートシールドの状態を確認し、必
要に応じて交換します。

エキゾーストシステムは、騒音を減らし、エンジンの性能全体を向
上させるように設計されています。改造は現地の法律の違反になる
ことがあります。

注注意意
エエキキゾゾーースストトシシスステテムムののココンンポポーーネネンントトをを取取りり外外ししたた、、改改造造しし
たたままたたはは損損傷傷ししたた場場合合、、重重大大ななエエンンジジンンのの損損傷傷がが発発生生すするる恐恐れれ
ががあありりまますす。。

ススパパーーククププララググ
スパークプラグの点検または交換は、BRP認定スノーモービル
ディーラー、修理店、または担当整備士が行うことができます。ス
パークプラグの点検または交換は、技術上の詳細な知識が必要で
す。必要ない場合であっても、BRP認定スノーモービルディーラー
にスパークプラグを点検または交換してもらうことを推奨します。

チチェェーーンンケケーーススオオイイルル
推推奨奨チチェェーーンンケケーーススオオイイルル

注注意意
本本ススノノーーモモーービビルルののチチェェーーンンケケーーススはは、、XXPPSS™™合合成成オオイイルルをを使使
用用ししてて開開発発・・認認証証さされれままししたた。。
BBRRPPはは、、常常ににXXPPSS合合成成チチェェーーンンケケーーススオオイイルルをを使使用用すするるここととをを
強強くく推推奨奨ししまますす。。
チチェェーーンンケケーーススにに適適ささなないいオオイイルルがが生生じじささせせたた損損傷傷はは、、BBRRPP限限
定定保保証証にによよりり保保証証さされれまませせんん。。

XPS推奨チェーンケースオイル XPS合成チェーンケースオイル

推奨チェーンケースオイルが入
手できない場合

API GL-5の仕様を満足する
75W140ギヤオイルを使用して

ください。

チチェェーーンンケケーーススオオイイルルレレベベルルのの確確認認
車両を水平面に置いて、チェックプラグを取り外してオイルレベル
を確認します。

メンテナンスの手順
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チチェェッッククププララググ

オイルレベルはネジ込み穴に達する必要があります。

レベルが正しい場合、チェックプラグを再取り付けし、指定トルク
で締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

チェックプラグ 6 ± 1 Nm
（53 ± 9 lbf-IN）

レベルが低い場合は、チェーンケースオイル補充手順を参照してく
ださい。

チチェェーーンンケケーーススオオイイルルのの交交換換

チチェェーーンンケケーーススオオイイルルのの抜抜きき取取りり
1. 車両を平面に停車します。
2. チェーンケースドレンプラグ部の下にドレンパンを置きます。
3. フィラーキャップを取り外します。
4. チェーンケースの底にあるドレンプラグを取り外します。

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例

5. チェーンケースからオイルがすべて流れ出るまで待ちます。
6. ドレンプラグを取り付け、規定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

チェーンケースドレンプラグ 6 ± 1 Nm
（53 ± 9 lbf-IN）

チチェェーーンンケケーーススへへのの充充填填
1. 右側パネルを開きます。装備を参照してください。
2. チェックプラグを取り外します。

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例
3. フィラー・キャップを取り外します。

代代表表的的なな例例

4. 推奨オイルを、オイルがチェックプラグ穴から出てくるまで注入
口に注ぎます。

5. チェックプラグを取り付けて、規定トルクで締め付けます。

メンテナンスの手順
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締締めめ付付けけトトルルクク

チェックプラグ 6 ± 1 Nm
（53 ± 9 lbf-IN）

6. フィラーキャップを再取り付けします。

ギギヤヤボボッッククススオオイイルル
推推奨奨ギギヤヤボボッッククススオオイイルル

XXPPSS推推奨奨チチェェーーンンケケーーススオオイイルル

XPS™シンクロメッシュトランスミッション合成オイル

推奨されるXPSオイルが入手できない場合
API GL-5の仕様を満足する75W140ギヤオイルを使用してくださ

い。

注注意意
本本ススノノーーモモーービビルルののギギヤヤボボッッククススはは、、XXPPSSシシンンククロロメメッッシシュュトト
ラランンススミミッッシショョンン合合成成オオイイルルをを使使用用ししてて開開発発おおよよびび検検証証がが行行わわ
れれてていいまますす。。 BBRRPPはは、、常常ににここののシシンンククロロメメッッシシュュトトラランンススミミッッ
シショョンン合合成成オオイイルルをを使使用用すするるよようう強強くく推推奨奨ししまますす。。ギギアアボボッックク
ススにに不不適適切切ななオオイイルルのの使使用用にによよるるギギアアボボッッククススへへのの損損傷傷ははBBRRPP
保保障障のの対対象象外外ととささせせてていいたただだききまますす。。

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルレレベベルル
車両を水平面に置いて、ギヤボックス左側のチェックプラグを取り
外してオイルレベルを確認します。

オイルレベルがねじ付き穴の下端に達していなければなりません。

メンテナンスの手順
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チチェェッッククププララググ。。

オイルを補充するには、以下のようにします。

1. 充填プラグを取り外します。

フフィィララーーププララググ
2. オイルがチェックプラグ穴から出てくるまで、推奨オイルをギヤ
ボックスの注入口に注ぎます。

3. チェックおよびフィラープラグを取り付けて、規定トルクで締め
付けます。

メンテナンスの手順
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締締めめ付付けけトトルルクク

チェックプラグ 6 ± 1 Nm（53 ± 9 lbf-in）

フィラープラグ 8 ± 1 Nm（71 ± 9 lbf-in）

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの交交換換

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの排排出出
1. 車両を平面に停車します。
2. ギヤボックスドレンプラグの下にドレンパンを置きます。
3. フィラーキャップを取り外します。
4. ギヤボックスの底にあるドレンプラグを取り外します。

5. ギヤボックスからオイルがすべて流れ出るまで待ちます。
6. ドレンプラグを取り付け、規定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ギアボックス用ドレンプラグ 6 ± 1 Nm（53 ± 9 lbf-in）

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの充充填填

注注記記：：
車両は水平面上になければなりません。

メンテナンスの手順
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1. 充填プラグを取り外します。
2. オイルレベルチェックプラグを取り外します。

フフィィララーーププララググ

チチェェッッククププララググ

3. 推奨オイルをギヤボックスの注入口に注ぎます。

メンテナンスの手順
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注注記記：：
チェックプラグのオリフィスから流出し始めると、オイルは適正レ
ベルに達しています。

4. チェックプラグを取り付けて、規定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

オイルレベルチェックプラグ 6 ± 1 Nm（53 ± 9 lbf-in）

ドドラライイブブチチェェーーンン
チチェェーーンンケケーーススへへののアアククセセスス
右側パネルを開きます。装備を参照してください。

ドドラライイブブチチェェーーンンのの調調整整
1. ドライブプーリーエクスパンダーのトルクス端部を使用して、テ
ンショナーを時計回りにそっと回し、遊びをなくします。テン
ショナーを無理に中に入れないでください。

注注記記：：
ヘアコッターピンを取り外さないでください。

メンテナンスの手順
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注注意意
ドドラライイブブチチェェーーンンをを過過度度ににききつつくく締締めめるるとと、、チチェェーーンンケケーーススココ
ンンポポーーネネンントトがが重重大大なな損損傷傷をを受受けけまますす。。

2. 従動プーリを前後に回して遊びが完全に解消されていることを確
認してください。

ヒヒュューーズズおおよよびびリリレレーー
ヒヒュューーズズのの位位置置
右側パネルを開けます。ボディパネルを参照してください。

ヒューズボックス1は、右側パネルの裏側、燃料キャップと一直線上
にあります。

メンテナンスの手順
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代代表表例例 –– ヒヒュューーズズボボッッククスス11（（FFBB11））–– 440000 MMMM（（1166 IINN））

メインヒューズ（FA）は、右側パネルの裏側、燃料キャップと一直
線上にあります。

代代表表例例 –– FFAA

ヒューズボックス1は、右側パネルの裏側、燃料キャップおよびメイ
ンヒューズ（FA）と一直線上にあります。

メンテナンスの手順
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ヒヒュューーズズボボッッククスス11（（FFBB11））–– 550000//660000 MMMM（（2200//2244 IINN））

ヒヒュューーズズのの説説明明
ヒューズボックスカバーあるラベルを参照して、正しく識別してく
ださい。

注注記記：：
本書と車両（艇体）の間に矛盾がある場合は、ヒューズボックスの
ラベルが本書に示されているラベルよりも優先されます。

メンテナンスの手順
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ヒヒュューーズズボボッッククスス11（（FFBB11））

FFBB11識識別別デデカカーールル –– SSKKAANNDDIICC//TTUUNNDDRRAA LLEEおおよよびびSSPPOORRTTモモデデルル

識識別別デデカカーールル –– SSKKAANNDDIICC 660000RRRR EE--TTEECC（（550000//660000 MMMM（（2200//2244
IINN））））

ヒヒュューーズズのの点点検検
ヒューズの状態を確認して、必要に応じて交換します。ヒューズの
交換を参照してください。

メンテナンスの手順
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1. ヒューズをホルダーから取り外し、ヒューズを引き出します。
2. フィラメントが溶けているか点検します。

ヒヒュューーズズ
1. 良好のヒューズ
2. 飛んでいるヒューズ
3. 溶融フィラメント

ヒヒュューーズズのの交交換換
1. イグニッションスイッチをOFFにします。
2. ヒューズを取り出します。
3. フィラメントが溶けていないか確認します。

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例
1. ヒューズ
2. 溶けていないか確認

警警告告

ヒヒュューーズズがが燃燃ええ尽尽ききたたああとと、、再再始始動動すするる前前にに、、不不具具合合のの原原因因をを
特特定定しし、、解解消消ししててくくだだささいい。。整整備備ににつついいててはは、、BBRRPP認認定定ススノノーー
モモーービビルルデディィーーララーーににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

注注意意
よよりり高高定定格格ののヒヒュューーズズをを使使用用すするるとと、、深深刻刻なな損損傷傷をを招招きき、、火火災災
のの原原因因ににななりりまますす。。

4. ヒューズを同じ定格のものと交換します。
5. ヒューズボックスのカバーを閉じるには、カバーをヒューズにか
ぶせるように位置付け、カチッとなるまで慎重に押し下げます。

メンテナンスの手順
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ババッッテテリリーー

警警告告
ババッッテテリリーーがが車車両両にに取取りり付付けけらられれたた状状態態でではは絶絶対対ににババッッテテリリーー
をを充充電電ままたたははブブーースストトししなないいででくくだだささいい。。

ババッッテテリリーーのの取取りり外外しし

注注意意
黒黒のの（（－－））ケケーーブブルルはは、、必必ずず最最初初にに取取りり外外しし、、最最後後にに接接続続ししてて
くくだだささいい。。

1. シートを取り外します。
2. バッテリーカバーを取り外します。

代代表表的的なな例例

3. 最初にマイナスのターミナルを取り外してから、プラスのターミ
ナルを取り外します。

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例

4. バッテリー固定ブラケットを取り外します。

代代表表的的なな例例

5. バッテリーを取り外します。

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例

トトンンネネルル幅幅440000 mmmm（（1166イインンチチ））

ババッッテテリリーーのの取取りり外外しし
1. シートを取り外します。
2. バッテリーカバーを取り外します。

代代表表的的なな例例

メンテナンスの手順
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3. 最初にマイナスのターミナルを取り外してから、プラスのターミ
ナルを取り外します。

注注意意
黒黒のの（（－－））ケケーーブブルルはは、、必必ずず最最初初にに取取りり外外しし、、最最後後にに接接続続ししてて
くくだだささいい。。

代代表表的的なな例例

4. バッテリー固定ブラケットを取り外します。

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例

5. バッテリーを取り外します。

代代表表的的なな例例

ババッッテテリリーーのの取取りり付付けけ

注注意意
黒黒のの（（－－））ケケーーブブルルはは、、必必ずず最最初初にに取取りり外外しし、、最最後後にに接接続続ししてて
くくだだささいい。。

メンテナンスの手順
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取り付けは取り外しと逆の順序で行います。しかし、次の点に注意
を払ってください。

締締めめ付付けけトトルルクク

バッテリー端子（プラスとマイ
ナス）

6 ± 0.5 Nm
（53 ± 4 lbf-IINN）

バッテリー固定ブラケット 5 ± 0.5 Nm
（44 ± 4 lbf-IINN）

バッテリーカバー取り付けボル
ト

1.5 ± 0.5 Nm
（13 ± 4 lbf-IINN）

メンテナンスの手順
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トトンンネネルル幅幅550000おおよよびび660000 mmmm（（2200おおよよびび2244イインンチチ））

ババッッテテリリーーのの取取りり外外しし
1. 同乗者シートとバックレストを取り外します（装備されている場
合）。

2. カーゴボックスを開き、バッテリーカバーとすべての取り付けね
じを取り外します。

左左側側ねねじじをを示示すす

3. カーゴボックスを取り外します。

メンテナンスの手順
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4. 最初にマイナスのターミナルを取り外してから、プラスのターミ
ナルを取り外します。

注注意意
黒黒のの（（－－））ケケーーブブルルはは、、必必ずず最最初初にに取取りり外外しし、、最最後後にに接接続続ししてて
くくだだささいい。。

メンテナンスの手順
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1. マイナス端子を外す
2. プラス端子を外す

5. バッテリー固定ブラケットを取り外します。

6. バッテリーを取り外します。

メンテナンスの手順
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ババッッテテリリーーのの取取りり付付けけ
取り付けは取り外しと逆の順序で行います。しかし、次の点に注意
を払ってください。

締締めめ付付けけトトルルクク

バッテリー端子（プラスとマイ
ナス） 10 ± 2 Nm（89 ± 18 lbf-in）

バッテリー固定ブラケット 5 ± 0.5 Nm（44 ± 4 lbf-in）

バッテリーカバー取り付けボル
ト 5 ± 0.5 Nm（44 ± 4 lbf-in）

ババッッテテリリーーのの清清掃掃
やわらかいブラシ、重曹と水の溶液を使って、バッテリーケースお
よびバッテリーポストを清掃します。

硬いワイヤーブラシを使ってバッテリーケーブルターミナルおよび
バッテリーポストの腐食を取り除きます。

清水で洗い流し、よく乾かします。

ババッッテテリリーーのの充充電電
自動車用タイプのバッテリー充電器を使用してください。必ずバッ
テリー充電器メーカーの説明書を参照してください。

メンテナンスの手順
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ババッッテテリリーーのの取取りり付付けけ

注注意意
黒黒のの（（－－））ケケーーブブルルはは、、必必ずず最最初初にに取取りり外外しし、、最最後後にに接接続続ししてて
くくだだささいい。。

取り付けは取り外しと逆の順序で行います。しかし、次の点に注意
を払ってください。

締締めめ付付けけトトルルクク

バッテリー端子（プラスとマイ
ナス）

6 ± 0.5 Nm
（53 ± 4 lbf-IINN）

バッテリー固定ブラケット 5 ± 0.5 Nm
（44 ± 4 lbf-IINN）

バッテリーカバー取り付けボル
ト

1.5 ± 0.5 Nm
（13 ± 4 lbf-IINN）

ブブレレーーキキオオイイルル
推推奨奨さされれるるブブレレーーキキ液液

推推奨奨さされれるるブブレレーーキキ液液

XPS DOT 4ブレーキ液

代替品あるいは推奨品が入手できない場合

DOT 4ブレーキ液

密閉容器に入っているDOT 4ブレーキ液のみを使用してください。
開封された容器は汚染されているか、空気からの湿気を吸収してい
る可能性があります。

警警告告

密密閉閉容容器器にに入入っってていいるるDDOOTT 44ブブレレーーキキ液液ののみみをを使使用用ししててくくだだささ
いい。。ブブレレーーキキシシスステテムムへへのの重重大大なな損損傷傷をを避避けけるるたためめ、、補補充充のの際際
にに推推奨奨オオイイルル以以外外ののオオイイルルをを使使用用ししたたりり、、異異ななるるオオイイルルをを混混合合
ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。
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ブブレレーーキキオオイイルルレレベベルルのの確確認認

注注意意
オオイイルルレレベベルルをを確確認認すするる前前にに、、車車両両をを水水平平面面にに置置いいててくくだだささ
いい。。

1. ハンドルバーを直線位置にしてリザーバーを水平にします。
2. リザーバーのブレーキ液が適切なレベルにあるか確認します。

代代表表的的なな例例

ブレーキレバーを握ったときに、ブレーキオイルは必ずMINライ
ンより上になければなりません。
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代代表表的的なな例例
1. 最小
2. 最大
3. 動作範囲

ブブレレーーキキ液液のの継継ぎぎ足足しし

注注意意
オオイイルルレレベベルルをを確確認認すするる前前にに、、車車両両をを水水平平面面にに置置いいててくくだだささ
いい。。

1. リザーバーキャップ部分を清掃します。
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代代表表的的なな例例
2. リザーバーキャップ固定ねじを取り外します。

代代表表的的なな例例
3. リザーバーキャップを取り外します。
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4. 必要に応じて、液を追加してください。燃料を入れすぎてはいけ
ません。推奨されているブレーキ液のみを使用してください。

注注意意
ブブレレーーキキオオイイルルがが皮皮膚膚にに付付着着ししたたりり目目にに入入っったたりりししなないいよよううにに
ししててくくだだささいい。。重重篤篤なな火火傷傷がが起起ここるる恐恐れれががあありりまますす。。皮皮膚膚ににつつ
いいたた場場合合、、よよくく洗洗っっててくくだだささいい。。目目のの中中にに入入っったた場場合合、、大大量量のの
水水でで最最低低1100分分間間すすすすぎぎ、、すすぐぐにに医医師師にに相相談談ししててくくだだささいい。。

注注意意
–– ブブレレーーキキ液液はは、、塗塗料料、、ララババーー、、おおよよびびププララススチチッックク部部品品にに損損
傷傷をを与与ええるるここととががあありりまますす

–– ブブレレーーキキシシスステテムムのの整整備備中中はは、、近近くくににああるるここれれららのの部部品品をを布布
ででカカババーーしし保保護護ししててくくだだささいい

–– 漏漏れれたた場場合合はは入入念念ににすすすすいいででくくだだささいい。。

5. ダイアフラムがリザーバーキャップ内に押し込まれていることを
確認してから、キャップをリザーバーに取り付けてください。
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6. リザーバーキャップとねじを取り付けます。規定のトルクで締め
付けてください。

締め付けトルク

リザーバーキャップねじ 0.7 ± 0.1 Nm
（6 ± 1 lbf-in）

ドドラライイブブベベルルトト -- 660000 EEFFIIエエンンジジンン
駆駆動動ベベルルトトのの点点検検
ドライブベルトガードを取り外します。装備の手順を参照してくだ
さい。

ベルトにひび割れ、擦り切れまたは異常な摩耗 (偏磨耗、一方の端の
摩耗、コグの脱落、ひび割れた織物) がないか点検します。異常な摩
耗が認められた場合、考えられる原因は、プーリーのミスアライメ
ント、トラック凍結時の過度に高い回転速度、暖機しないままでの
速やかな発車、マクレのあるまたは錆びた綱車、オイルの付着した
ベルト、または歪んだスペアベルトです。BRP認定スノーモービル
ディーラーにお問い合わせください。

ドドラライイブブベベルルトトのの交交換換

ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり外外しし
1. テザーコードキャップをエンジンカットオフスイッチから引き抜
きます。
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2. 左サイドパネルを取り外します。
3. ドライブベルトガードを取り外します。ドライブベルトガードの
取り外しを参照してください。

4. 図に示すように、付属するドリブンプーリーエクスパンダーを、
アジャスターハブのねじ込み穴に挿入します。

代代表表例例 -- アアジジャャススタターーハハブブにに取取りり付付けけらられれたたププーーリリーーエエキキススパパンン
ダダーー
5. ツールをねじ込んで、ドリブンプーリーを開きます。
6. ドライブベルトをドリブンプーリーのエッジ上を滑らせてから、
ドライブプーリーの上を滑らせて、ドライブベルトを取り外しま
す。

ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり付付けけ
ドリブンプーリーを拡張する必要があります。ドライブベルトの取
り外しを参照してください。

1. ベルトをドライブプーリーの上を滑らせてから、ドリブンプー
リーの上を滑らせます。
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注注意意
ベベルルトトをを力力任任せせにに、、ままたたははツツーールルをを使使用用ししてて無無理理にに所所定定のの位位置置
にに入入れれなないいででくくだだささいい。。そそののよよううににすするるとと、、ベベルルトト内内ののココーードド
がが切切断断ままたたはは破破損損すするる恐恐れれががあありりまますす。。

注注記記：：
ドライブベルトを、矢印で示される回転方向に取り付けると、ドラ
イブベルトの寿命が最長になります。

1. 回転方向が示される

2. ドリブンプーリーエクスパンダーのスクリューを緩め、プーリー
から外します。

3. ドリブンプーリーを数回回転させ、ベルトをシーブ間に正しく
セットします。

4. 新しいベルトが取り付けられた場合、適正なベルト高さに調整す
る必要があります。ドライブベルトの高さの調整を参照してくだ
さい。

5. ベルトガードを取り付けます。
6. サイドパネルを閉じます。

ドドラライイブブベベルルトトのの高高ささのの調調整整
新品のドライブベルトを取り付けたときは必ず、走行前点検として
ドライブベルトの高さを確認する必要があります。

1. テザーコードキャップをエンジンカットオフスイッチから引き抜
きます。

2. 左サイドパネルを取り外します。
3. ドライブベルトガードを取り外します。
4. クランプボルトを緩めます。

メンテナンスの手順



311

5. ツールキットに含まれるサスペンション調整ツールを使用して、
調整リングを一度に 1/4 回転ずつ回します。そのあとドリブン
プーリーを回転させて、ベルトを 2つのプーリーシーブの間に正
しくセットします。
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注注記記：：
調整リングには左側トレッドがあります。

注注記記：：
調整リングを反時計回りに回すと、プーリー内でベルトが下がりま
す。リングを時計回りに回すと、プーリー内でベルトが上がりま
す。

6. ドライブベルトの外側面がドリブンプーリーの端にそろうまで手
順を繰り返します。

予予備備設設定定
1. ドライブベルトの外側面がドリブンプーリーの端にそろった状態

7. 調整リングクランプボルトを締め付けます。
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締締めめ付付けけトトルルクク

調整リングクランプボルト 5.5 ± 0.5 Nm（49 ± 4 lbf-in）

8. ベルトガードを取り付けます。「ドライブベルトガードの取り付
け」を参照してください。

9. 左側パネルを取り付けます。
10.エンジンを始動して、車両がクリープするか確認します。
11.車両がクリープしない場合、調整は完了です。
12.車両がクリープする場合は、ドライブベルトのたわみ量を確認し
ます。

リリババーースス作作動動
ベルトのドリブンプーリー内での位置が高すぎる場合、リバースが
作動しない、または作動させるのが困難である恐れがあります。リ
バース作動が適切に動作しない場合、ドライブベルトが正しく調整
されているか否かを確認してください。

必要に応じて、ドライブベルトの位置を調整して、ドリブンプー
リー内で低くします。

メンテナンスの手順



314

ドドラライイブブベベルルトト -- EE--TTEECCエエンンジジンン
ドドラライイブブベベルルトトガガーードド

ドドラライイブブベベルルトトガガーードドのの取取りり外外しし

警警告告
以以下下のの場場合合ににはは、、決決ししててエエンンジジンンをを動動作作ささせせなないいででくくだだささいい。。
–– シシーールルドドととベベルルトトガガーードドががししっっかかりり取取りり付付けけらられれてていいなないい。。
–– フフーードドややササイイドドパパネネルルがが開開いいてていいるる、、ままたたはは取取りり外外さされれてていい
るる。。

エエンンジジンンがが動動作作ししてていいるる間間はは、、決決ししてて可可動動部部分分のの調調整整ををししなないい
ででくくだだささいい。。

注注記記：：
過度の騒音と振動を防止するために、ベルトガードは意図的にわず
かに大きく作ってあり、ピンとリテーナーの張力を維持するように
なっています。再取り付けする場合、この張力を維持することが重
要です。

1. エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取り外
します。

2. 左側パネルを開きます。このセクションの手順をご覧ください。
3. リテーニングピンを取り外します。

代代表表的的なな例例
4. ガードの後部を持ち上げてから、フロントタブを外します。
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ドドラライイブブベベルルトトガガーードドのの取取りり付付けけ
1. ベルトガードタブをフロントサポートスロットに差し込みます。

2. ドライブベルトガードをエンジンの方に押してから、車両の前部
に向けて押します。
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3. ベルトガードの後部をリテーナーの上にセットし、リテーニング
ピンを使用して固定します。
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駆駆動動ベベルルトトのの点点検検
ドライブベルトガードを取り外します。装備の手順を参照してくだ
さい。

ベルトにひび割れ、擦り切れまたは異常な摩耗 (偏磨耗、一方の端の
摩耗、コグの脱落、ひび割れた織物) がないか点検します。異常な摩
耗が認められた場合、考えられる原因は、プーリーのミスアライメ
ント、トラック凍結時の過度に高い回転速度、暖機しないままでの
速やかな発車、マクレのあるまたは錆びた綱車、オイルの付着した
ベルト、または歪んだスペアベルトです。BRP認定スノーモービル
ディーラーにお問い合わせください。

ドドラライイブブベベルルトトのの交交換換

ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり外外しし
1. テザーコードキャップをエンジンカットオフスイッチから引き抜
きます。

2. 左サイドパネルを取り外します。
3. ドライブベルトガードを取り外します。ドライブベルトガードの
取り外しを参照してください。

4. 図に示すように、付属するドリブンプーリーエクスパンダーを、
アジャスターハブのねじ込み穴に挿入します。
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代代表表例例 -- アアジジャャススタターーハハブブにに取取りり付付けけらられれたたププーーリリーーエエキキススパパンン
ダダーー
5. ツールをねじ込んで、ドリブンプーリーを開きます。
6. ドライブベルトをドリブンプーリーのエッジ上を滑らせてから、
ドライブプーリーの上を滑らせて、ドライブベルトを取り外しま
す。

ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり付付けけ
ドリブンプーリーを拡張する必要があります。ドライブベルトの取
り外しを参照してください。

1. ベルトをドライブプーリーの上を滑らせてから、ドリブンプー
リーの上を滑らせます。

注注意意
ベベルルトトをを力力任任せせにに、、ままたたははツツーールルをを使使用用ししてて無無理理にに所所定定のの位位置置
にに入入れれなないいででくくだだささいい。。そそののよよううににすするるとと、、ベベルルトト内内ののココーードド
がが切切断断ままたたはは破破損損すするる恐恐れれががあありりまますす。。

注注記記：：
ドライブベルトを、矢印で示される回転方向に取り付けると、ドラ
イブベルトの寿命が最長になります。
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1. 回転方向が示される

2. ドリブンプーリーエクスパンダーのスクリューを緩め、プーリー
から外します。

3. ドリブンプーリーを数回回転させ、ベルトをシーブ間に正しく
セットします。

4. 新しいベルトが取り付けられた場合、適正なベルト高さに調整す
る必要があります。ドライブベルトの高さの調整を参照してくだ
さい。

5. ベルトガードを取り付けます。
6. サイドパネルを閉じます。

ドドラライイブブベベルルトトのの高高ささのの調調整整 -- 660000RRRR EE––TTEECC
新品のドライブベルトを取り付けたときは必ず、走行前点検として
ドライブベルトの高さを確認する必要があります。

1. テザーコードキャップをエンジンカットオフスイッチから引き抜
きます。

2. 左サイドパネルを取り外します。
3. ドライブベルトガードを取り外します。
4. クランプボルトを緩めます。
5. クランプボルトを緩めます。
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6. ツールキットに含まれるサスペンション調整ツールを使用して、
調整リングを一度に 1/4 回転ずつ回します。そのあとドリブン
プーリーを回転させて、ベルトを 2 つのプーリーシーブの間に正
しくセットします。
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注注記記：：
調整リングには左側トレッドがあります。

注注記記：：
調整リングを反時計回りに回すと、プーリー内でベルトが下がりま
す。リングを時計回りに回すと、プーリー内でベルトが上がりま
す。

7. ドライブベルトの外側にあるコグの一番低い部分が、ドリブン
プーリーエッジと面一になるまでを繰り返します。
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予予備備設設定定
1. 歯の一番低い部分がドライブベルト外面と面一になっている状態

8. 調整リングクランプボルトを締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

調整リングクランプボルト 5.5 ± 0.5 Nm（49 ± 4 lbf-in）

9. ベルトガードを取り付けます。「ドライブベルトガードの取り付
け」を参照してください。
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10.左側パネルを取り付けます。
11.エンジンを始動して、車両がクリープするか確認します。
12.車両がクリープしない場合、調整は完了です。
13.車両がクリープする場合は、ドライブベルトのたわみ量を確認し
ます。

ドドラライイブブベベルルトトのの高高ささのの調調整整 -- 885500 EE––TTEECC -- 885500 EE--TTEECC TTuurrbbooRR
新品のドライブベルトを取り付けたときは必ず、走行前点検として
ドライブベルトの高さを確認する必要があります。

1. テザーコードキャップをエンジンカットオフスイッチから引き抜
きます。

2. 左サイドパネルを取り外します。
3. ドライブベルトガードを取り外します。
4. クランプボルトを緩めます。
5. クランプボルトを緩めます。

6. ツールキットに含まれるサスペンション調整ツールを使用して、
調整リングを一度に 1/4 回転ずつ回します。そのあとドリブン
プーリーを回転させて、ベルトを 2つのプーリーシーブの間に正
しくセットします。
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注注記記：：
調整リングには左側トレッドがあります。

注注記記：：
調整リングを反時計回りに回すと、プーリー内でベルトが下がりま
す。リングを時計回りに回すと、プーリー内でベルトが上がりま
す。

7. ドライブベルトのコードが駆動側プーリーの縁に隠れるまで手順
5を繰り返します。
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予予備備設設定定
8. 調整リングクランプボルトを締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

調整リングクランプボルト 5.5 ± 0.5 Nm（49 ± 4 lbf-in）

9. ベルトガードを取り付けます。「ドライブベルトガードの取り付
け」を参照してください。

10.左側パネルを取り付けます。
11.エンジンを始動して、車両がクリープするか確認します。
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12.車両がクリープしない場合、調整は完了です。
13.車両がクリープする場合は、ドライブベルトのたわみ量を確認し
ます。

リリババーースス作作動動
ベルトのドリブンプーリー内での位置が高すぎる場合、リバースが
作動しない、または作動させるのが困難である恐れがあります。リ
バース作動が適切に動作しない場合、ドライブベルトが正しく調整
されているか否かを確認してください。

必要に応じて、ドライブベルトの位置を調整して、ドリブンプー
リー内で低くします。

ドドラライイブブププーーリリーー
ドドラライイブブププーーリリーーのの調調整整（（装装備備さされれてていいるる場場合合））

警警告告
テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかからら引引きき
抜抜いいててかからら、、調調整整をを行行いいまますす。。車車両両をを、、トトレレーールルかからら離離れれたた安安
全全なな場場所所にに停停車車ささせせててくくだだささいい。。

警警告告

絶絶対対ににドドラライイブブププーーリリーーをを分分解解ししたたりり改改造造ししたたりりししなないいででくくだだ
ささいい。。
誤誤っってて組組みみ立立ててたたりり改改造造ししたたりりすするるとと、、高高速速回回転転ののたためめにに発発生生
すするる応応力力にによよりり、、ププーーリリーーがが激激ししくく損損傷傷すするる恐恐れれががあありりまますす。。
ドドラライイブブププーーリリーーののメメンンテテナナンンススままたたはは整整備備ににつついいててはは、、BBRRPP
ススノノーーモモーービビルルデディィーーララーーににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。不不適適切切なな
整整備備ややメメンンテテナナンンススはは、、性性能能にに影影響響ををおおよよぼぼしし、、ベベルルトトのの寿寿命命
をを縮縮めめまますす。。必必ずずメメンンテテナナンンススススケケジジュューールルをを遵遵守守ししててくくだだささ
いい。。

ドライブプーリーは、エンジンの最大出力を規定回転数で転送する
ように工場で較正されています。外気温、高度または表面状態など
の要因は、この重要なエンジン回転数を変動させ、その結果、ス
ノーモービルの効率に影響を与えます。

この調整式ドライブプーリーが、設定エンジン最高回転数が最大出
力を維持することを可能にします。

現実のエンジン最高回転数が最大出力回転数に適合するように、傾
斜カムを調整してください。技術仕様(エンジン)を参照してくださ
い。
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注注記記：：
エンジン回転数を調整するために、精確なデジタルタコメーターを
使用します。

傾斜カムは5ポジションを設定できます。

各ポジションは、約200 rpm刻みでエンジン最高回転数を変更しま
す。

位置番号を1つ小さくするとエンジン回転数が200 rpm単位で減り、
位置番号をを1つ大きくするとエンジン回転数が200 rpm単位で増え
ます。

手手順順
1. 車両情報のボディおよびシートを参照してください。
– 左側パネル
– ドライブプーリーガード

2. ドライブプーリー上のカムとピボットスクリューの位置決めをし
ます。

代代表表的的なな例例
1. カム
2. ピボットボルト

カムポジションは以下のように特定されます。
– ポジション1、2、4および5には番号が振ってあります。
– ポジション3 (中央) はノッチにより識別できます。
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– カムの各側に、ポインターとして使用されるノッチがありま
す。

1. 番号が振ってあるポジション
2. ポジション 3 - ノッチ
3. ポインター

調整するには、すべての3つのカムについては、以下のように進
めます。

3. ドリブンプーリーエクスパンダーの六角穴端部を使用して、ピ
ボットスクリューを緩めます。
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1. ピボットボルト

4. カムを回すことができるように、右レバーを脇にどかします。
5. カムを希望のポジションに回します。
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1. 希望のカムポジション（ここではNo.2）

6. ピボットスクリューを締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ピボット 8 ± 1 Nm（71 ± 9 lbf-in）

注注意意
必必ずずすすべべててのの33カカムムをを同同じじ設設定定にに調調整整ししまますす。。

ススキキーー
ススキキーーととラランンナナーーのの摩摩耗耗とと状状態態
スキーとスキーランナーカーバイドの状態を点検します。摩耗して
いる場合は、BRP認定スノーモービルディーラーにご相談くださ
い。

警警告告
過過度度にに摩摩耗耗ししたたススキキーーややススキキーーラランンナナーーはは、、ススノノーーモモーービビルルのの
制制御御にに悪悪影影響響をを与与ええまますす。。
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ササススペペンンシショョンン –– ccMMoottiioonnXX
リリアアササススペペンンシショョンンのの状状態態
スライダーシュー、スプリング、ホイールなど、すべてのサスペン
ションコンポーネントを目視点検します。

注注記記：：
通常走行中、雪はスライダーシューにとって潤滑剤およびクーラン
トとして機能します。氷または砂混じりの雪の上を長時間走行する
と、過度の熱が蓄積し、スライダーシューの早期摩耗が発生しま
す。

ササススペペンンシショョンンスストトッッパパーースストトララッッププのの状状態態
ストッパーストラップに摩耗や亀裂がないか、ボルトとナットが締
まっているか点検します。緩ければ、穴が変形していないか点検し
ます。必要に応じて取り換えます。仕様通りにナットを締め付けま
す。

締締めめ付付けけトトルルクク

ストッパーストラップ
ナット 7 ± 1 Nm（62 ± 9 lbf-in）

ササススペペンンシショョンンのの潤潤滑滑
グリースフィッティング部で次のサスペンションピボットを潤滑し
ます。メンテナンスの頻度については、メンテナンススケジュール
を参照してください。

修修理理用用品品

XPS合成サスペンショングリース
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CCMMOOTTIIOONN XX
1. グリースフィッティング

スステテアアリリンンググととフフロロンントトササススペペンンシショョンンのの状状態態
ステアリングとフロントサスペンションに (ステアリングアーム、コ
ントロールアームおよびリンク、タイロッド、ボールジョイント、
スキーボルト、スキーレッグなど) コンポーネントの締め付けがある
か、目視点検します。必要に応じてBRP認定スノーモービルディー
ラーにご相談ください。

ササススペペンンシショョンン –– uuMMoottiioonn
リリアアササススペペンンシショョンンのの状状態態
スライダーシュー、スプリング、ホイールなど、すべてのサスペン
ションコンポーネントを目視点検します。

注注記記：：
通常走行中、雪はスライダーシューにとって潤滑剤およびクーラン
トとして機能します。氷または砂混じりの雪の上を長時間走行する
と、過度の熱が蓄積し、スライダーシューの早期摩耗が発生しま
す。

ササススペペンンシショョンンスストトッッパパーースストトララッッププのの状状態態
ストッパーストラップに摩耗や亀裂がないか、ボルトとナットが締
まっているか点検します。緩ければ、穴が変形していないか点検し
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ます。必要に応じて取り換えます。仕様通りにナットを締め付けま
す。

締締めめ付付けけトトルルクク

ストッパーストラップ
ナット 7 ± 1 Nm（62 ± 9 lbf-in）

ササススペペンンシショョンンのの潤潤滑滑
グリースフィッティング部で次のサスペンションピボットを潤滑し
ます。メンテナンスの頻度については、メンテナンススケジュール
を参照してください。

ササススペペンンシショョンンググリリーースス

XPS合成サスペンショングリース

UUMMOOTTIIOONN

スステテアアリリンンググととフフロロンントトササススペペンンシショョンンのの状状態態
ステアリングとフロントサスペンションに (ステアリングアーム、コ
ントロールアームおよびリンク、タイロッド、ボールジョイント、
スキーボルト、スキーレッグなど) コンポーネントの締め付けがある
か、目視点検します。必要に応じてBRP認定スノーモービルディー
ラーにご相談ください。
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トトララッックク
トトララッックク状状態態

警警告告
別別途途指指定定さされれてていいるる場場合合はは除除きき、、メメンンテテナナンンススやや調調整整をを行行うう前前
にに、、テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかからら
抜抜きき取取りりまますす。。車車両両をを、、トトレレーールルかからら離離れれたた安安全全なな場場所所にに停停車車
ささせせててくくだだささいい。。

エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取り外し
ます。

スノーモービルのリアを持ち上げ、それをリアデフレクターパネル
付きの底面の広いスノーモービル機械式スタンドで支えます。エン
ジンを停止させ、トラックを手で回して、状態を点検します。摩耗
したり切れている場合、トラックの繊維が露出している場合、また
は脱落したり破損しているインサートやガイドが認められる場合
は、BRP認定スノーモービルディーラーにご相談ください。

トトララククシショョンン強強化化製製品品をを搭搭載載すするるススノノーーモモーービビルル

スノーモービルがBRP認定スタッド付きトラックを搭載している場
合、使用する前に毎回、必ずトラックを目視点検してから作業を進
めてください。

以下のような不具合を探してください。
– トラックに穴が開いていないか
– トラックに裂け目がある (特にスタッド付きトラックのトラク
ションホールの周辺)

– ラグが破損または断裂している、ロッドの露出している部分
– ラバーの剥離
– ロッドの破損
– スタッドの破損 (スタッド付きトラック)
– スタッドが曲がっている (スタッド付きトラック)
– スタッドが脱落している
– スタッドが裂けてトラックから外れている
– トラックガイドが脱落している
– また、スタッドナットが推奨トルクで締め付けられていることを
確保してください。

認定されたスタッド付きトラックでは、破損または損傷したスタッ
ドはただちに交換してください。トラックに劣化の兆候があれば、
ただちに交換する必要があります。疑問がある場合は、ディーラー
に尋ねてください。
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警警告告
トトララッッククままたたははススタタッッドドがが損損傷傷ししたたまままま走走行行すするるとと、、制制御御不不能能
ににななるる恐恐れれががあありりまますす。。

トラクション強化製品についての安全情報 については、オペレー
ターズ'ガイドの冒頭にある安全情報のセクションのトラクション強
化製品を参照してください。

トトララッッククのの張張力力ととアアラライイメメンントト

警警告告
ススノノーーモモーービビルルののそそばばににいいるる人人がが重重傷傷をを負負わわなないいよよううににすするるたた
めめにに、、以以下下ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
–– 決決ししてて動動作作ししてていいるるトトララッッククのの後後ろろややそそばばにに立立たたなないいででくくだだ
ささいい。。

–– トトララッッククをを回回転転ささせせるる必必要要ががああるる場場合合はは、、必必ずずリリアアデデフフレレクク
タターーパパネネルルがが付付いいたた、、底底面面のの広広いいススノノーーモモーービビルルススタタンンドドをを
使使用用ししててくくだだささいい。。

–– トトララッッククをを引引きき上上げげてて地地面面かからら離離すす場場合合はは、、一一番番低低いい速速度度でで
動動作作ささせせててくくだだささいい。。

遠遠心心力力にによよりり、、異異物物、、損損傷傷ももししくくはは脱脱落落ししたたススタタッッドド、、裂裂けけたた
トトララッッククのの断断片片、、ままたたはは裂裂けけたたトトララッッククがが丸丸ごごとと、、恐恐ろろししいい力力
ででトトンンネネルルかからら後後方方にに激激ししくく飛飛ばばさされれ、、そそのの結結果果、、脚脚がが切切断断ささ
れれるる、、ままたたははそそのの他他のの重重傷傷をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。

トラックの張力とアライメントは相互に関係しています。一方なし
に他方を調整しないでください。

トトララッッククのの張張りりのの確確認認
1. トラック張力の調整をする前に、約15～20分スノーモービルを走
行させます。

2. エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取り外
します。

3. 車両の後部を持ち上げ、後部を地面から離して支えます。

注注意意
適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを利利用用ししまますす。。自自分分のの限限
界界をを超超ええるるとと考考ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううとと
ししなないいででくくだだささいい。。

4. リアサスペンションを完全に伸ばします。
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5. 技術仕様表に記載されている該当車両（艇体）のトラックのたわ
み量に従って、張力計の下部Oリングを設定します。

必必要要ななツツーールル 画画像像

張張力力計計

((PP//NN 441144334488220000))

1. 下部Oリング

6. 上部Oリングを0 kgf（0 lbf）にセットします。

1. 上部Oリング

7. 張力計をトラックにセットします。すなわち、フロントアイド
ラーホイールとリアアイドラーホイールの間にセットします。

8. 張力計を押し下げて、ボトムOリング (前に設定されたたわみ量)
の位置をスライダーシューの底部の位置に揃えます。
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代代表表的的なな例例

代代表表的的なな例例
1. たわみ量Oリングの位置がスライダーシューの位置と揃う

9. 張力計の上部Oリングが記録する荷重を読み取ります。
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代代表表例例 -- 荷荷重重のの読読みみ取取りり
1. 上部Oリング

10.荷重読取値は、技術仕様に記載されているトラックのたわみ量の
とおりでなければなりません。

11.荷重読取値が基準値と一致しない場合、トラックの張力を調整し
ます。トラックの張りの調整を参照してください。

トトララッッククのの張張りりのの調調整整
1. エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取り外
します。

注注意意
適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを利利用用ししまますす。。自自分分のの限限
界界をを超超ええるるとと考考ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううとと
ししなないいででくくだだささいい。。

2. ホイールキャップを取り外します。
3. 両側のリアアクスルスクリューを緩めます。
4. 調整スクリュー2個を (等しく) 締めるまたは緩めて、トラックの
張力を強くするまたは弱めます。
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CCMMOOTTIIOONN
1. アクスルボルトまたはナットを緩める
2. 調整ねじを締める、あるいは緩める

5. 適正な張力が得られない場合は、BRP認定スノーモービルディー
ラーにご相談ください。

6. リアアクスルファスナーを仕様値で再度締め付けします。

締締めめ付付けけトトルルクク

リアアイドラーホイール固定
スクリュー 48 ± 6 N·m（35 ± 4 lbf-ft）

7. 以下の要領で、トラックアライメントを点検します。

トトララッッククのの張張りりのの調調整整
1. エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取り外
します。

注注意意
適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを利利用用ししまますす。。自自分分のの限限
界界をを超超ええるるとと考考ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううとと
ししなないいででくくだだささいい。。

2. ホイールキャップを取り外します。
3. 両側のリアアクスルスクリューを緩めます。
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4. 調整スクリュー2個を (等しく) 締めるまたは緩めて、トラックの
張力を強くするまたは弱めます。

UUMMOOTTIIOONN
1. キャップを取り外す
2. アクスルボルトまたはナットを緩める
3. 調整ねじを締める、あるいは緩める

5. 適正な張力が得られない場合は、BRP認定スノーモービルディー
ラーにご相談ください。

6. リアアクスルファスナーを仕様値で再度締め付けします。

締め付けトルク

リアアイドラーホイール固定
スクリュー

48 ± 6 Nm
（35 ± 4 lbf-ft）

7. 以下の要領で、トラックアライメントを点検します。
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トトララッッククののアアラライイメメンントト

警警告告
トトララッッククアアラライイメメンントトをを点点検検すするる前前にに、、トトララッッククがが回回転転すするるとと
きき投投げげ出出さされれるる恐恐れれののああるる粒粒子子ががトトララッッククにに付付いいてていいなないいこことと
をを確確認認ししまますす。。手手、、工工具具、、足足おおよよびび衣衣服服ががトトララッッククにに触触れれなないい
よようう十十分分注注意意ししててくくだだささいい。。必必ずず、、リリアアデデフフレレククタターーパパネネルル付付
ききのの底底面面のの広広いいススタタンンドドででススノノーーモモーービビルルをを持持ちち上上げげまますす。。スス
ノノーーモモーービビルル周周辺辺、、特特ににトトララッッククのの後後部部にに、、人人がが立立っってていいなないい
ここととをを確確認認ししまますす。。トトララッッククをを高高速速でで回回転転ささせせなないいででくくだだささ
いい。。
遠遠心心力力にによよりり、、異異物物、、損損傷傷ももししくくはは脱脱落落ししたたススタタッッドド、、裂裂けけたた
トトララッッククのの断断片片、、ままたたはは裂裂けけたたトトララッッククがが丸丸ごごとと、、恐恐ろろししいい力力
ででトトンンネネルルかからら後後方方にに激激ししくく飛飛ばばさされれるる恐恐れれががあありりまますす。。

1. 車両の後部を持ち上げ、後部を地面から離して支えます。

注注意意
適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを利利用用ししまますす。。自自分分のの限限
界界をを超超ええるるとと考考ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううとと
ししなないいででくくだだささいい。。

2. エンジンを始動し、わずかに加速させて、トラックがゆっくり回
るようにします。これは短時間 (15～20秒) で行う必要がありま
す。

3. トラックが十分センター出しされているか点検します。トラック
ガイドとスライダーシューのエッジ間の両側が等距離になること
が重要です。

メンテナンスの手順
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A01F05A

1

2

3

1. ガイド
2. スライダーシュー
3. 等距離

4. トラックアライメントを修正するには：

1. ガイド
2. スライダーシュー
3. こちら側を締め付ける

1. エンジンを止めます。
2. エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取
り外します。

メンテナンスの手順
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警警告告

別別途途指指定定さされれてていいるる場場合合はは除除きき、、メメンンテテナナンンススやや調調整整をを行行うう前前
にに、、テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかからら
抜抜きき取取りりまますす。。車車両両をを、、トトレレーールルかからら離離れれたた安安全全なな場場所所にに停停車車
ささせせててくくだだささいい。。

3. リアアクスルナットを緩めます。
4. スライダーシューがトラックインサートガイドから一番遠い
側で、調整ねじを締め付けます。

5. リアアクスルナットを締め付けます。

警警告告
ホホイイーールルリリテテーーニニンンググボボルルトトをを正正ししくく締締めめ付付けけまますす。。ささももなないい
とと、、ホホイイーールルがが外外れれてて、、トトララッッククがが““ロロッックク””すするる恐恐れれががあありりまま
すす。。

6. エンジンを再始動し、トラックをゆっくり回して、アライメント
を再点検します。

7. リアアクスルナットを指定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

リアアクスルボルト 48 ± 6 N·m（35 ± 4 lbf-ft）

8. スノーモービルを再び地面に置きます。

メンテナンスの手順
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車車両両ののおお手手入入れれ

使使用用後後ののおお手手入入れれ
雪と氷をリアサスペンション、トラック、フロントサスペンショ
ン、ステアリングメカニズムおよびスキーから取り除きます。

警警告告
DD..EE..SS..SS..キキーーががDD..EE..SS..SS..ポポスストトかからら引引きき抜抜かかれれてていいるるここととをを確確
認認ししててかからら、、車車両両のの前前にに立立ちち、、トトララッッククままたたははリリアアササススペペンン
シショョンンココンンポポーーネネンントトにに近近づづききまますす。。

スノーモービルを一晩中、または長期間使用しないで戸外に置いて
おく場合は、必ずカバーをかけます。これは、スノーモービルを霜
や雪から保護し、外装を保持するのに役立ちます。

車車両両のの清清掃掃とと保保護護
スノーモービルを中性洗剤を溶かした水で洗浄します。

マイクロファイバークロースまたは相当品だけを使用します。

注注意意
車車両両のの洗洗浄浄にに高高圧圧洗洗浄浄機機はは絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
散散水水用用ホホーーススののよよううなな低低いい水水圧圧のの水水ののみみをを使使用用ししててくくだだささいい。。

適適合合ししなないい清清掃掃用用品品

素素材材タタイイププ 適適合合ししなないい清清掃掃用用品品

すべてのプラスチッ
ク、ビニール、塗装さ
れたスチールおよびア

ルミニウム

ブレーキおよびパーツクリーナー
または

石油系クリーナー製品

適適合合清清掃掃用用品品

素素材材タタイイププ 清清掃掃用用品品

すべてのプラスチッ
ク、ビニール、塗装さ
れたスチールおよびア

ルミニウム

自動車用液体洗剤
XPSポリッシュスプレー
XPS多用途クリーナー

詳細および各製品については、XPS製品のウェブサイト（www.
xpslubricants.com）を参照してください。
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収収納納
夏の間、またはスノーモービルが3か月以上使用しない場合、適切に
保管することが必要です。

収収納納

車両を清掃する

製品メーカーの推奨に基づいて、燃料安定剤を燃料に添加する。
製品を燃料に添加した後、エンジンを動作させる。

エンジンの潤滑

ブレーキレバーピボットの潤滑

リアサスペンションを潤滑する

保管中にバッテリーのチャージを維持するために毎月充電してく
ださい。

マフラー排出口を布でカバーする

トラックが地面から離れるまで、車両の後部を持ち上げる。トラ
ックの張りをリリースしないこと。

注注意意
適適切切ななリリフフトト装装置置をを使使用用すするるかか、、手手助助けけをを得得てて持持ちち上上げげるる力力をを
分分担担ししまますす。。リリフフトト装装置置をを使使用用ししなないい場場合合、、正正ししいい持持ちち上上げげ方方
ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを使使用用ししまますす。。自自分分のの限限界界をを超超ええるるとと考考ええ
らられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううととししなないいででくくだだささ
いい。。

注注意意
ススノノーーモモーービビルルはは、、涼涼ししいい乾乾燥燥ししたた場場所所にに保保管管しし、、通通気気性性ののああ
るる不不透透明明ののシシーートトををかかけけるるここととがが必必要要でですす。。ここののよよううににすすれれ
ばば、、日日光光ととホホココリリががププララススチチッッククココンンポポーーネネンントトとと車車両両のの仕仕上上
げげにに影影響響すするるののをを防防げげまますす。。

注注意意
燃燃料料安安定定剤剤はは、、ニニススのの沈沈殿殿物物かかららキキャャブブレレタターーをを確確実実にに保保護護すす
るるたためめにに、、エエンンジジンン潤潤滑滑剤剤よよりり先先にに添添加加ししててくくだだささいい。。
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エエンンジジンン保保管管手手順順
保管の際は、内部の部品を保護するために、エンジンに正しく注油
しておく必要があります。

EEFFIIおおよよびびEE--TTEECCエエンンジジンン -- 44..55イインンチチデディィススププレレイイ
次の簡単な手順に従ってください。

作業を行うには、以下の手順に従います。

1. 車両を十分換気されている場所に置きます。
2. エンジンを始動させて、エンジンが動作温度になるまでアイドリ
ング回転数で動作させます (ディスプレイ上のクーラント温度を
監視するか、リアヒートエクスチェンジャーが温かくなるのを確
認します)。エンジン温度は36 °C（97 °F）を超えていなければな
りません。

3. TRIP (T)（トリップ）ボタンを押して、オドメーターモードを選
択します。

注注記記：：
保管モードは、ほかのモード（走行A、走行Bおよび走行時間）では
機能しません。

4. HI/LOWビームボタンを素早く繰り返し押します。ここののよよううににしし
ななががらら、ディスプレイに PRESS/HOLD BUTTON FOR OIL
INJECTION（ボタンを長押ししてオイルを噴射）が表示されるま
でトトリリッッププボボタタンンを長押しします。

収納
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代代表表的的なな例例
5. ゲージがPPRREESSSS//HHOOLLDD BBUUTTTTOONN FFOORR OOIILL IINNJJEECCTTIIOONN（（オオイイ
ルル噴噴射射のの押押しし続続けけるるボボタタンン））を表示したら、すべてのボタンを
解除します。

6. 再びTRIP (T)（トリップ）ボタンを2～3秒間長押しします。

注注記記：：
保管手順が始まると、ゲージにOILと表示されます。

7. ゲージがOOIILLを表示したら、ボタンを放して、潤滑機能が終了す
るのを待ちます。

代代表表的的なな例例

エンジン潤滑サイクル中は何にも触らないでください。

エンジン潤滑機能は約1分を要します。この時間中、エンジン回
転数はわずかに上昇して約1600 RPMになり、オイルポンプはエ
ンジンを「オイルで満たします」。

エンジン潤滑手順の終了時、ECMはエンジンをOFFにします。

収納
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エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取り外
します。

注注意意
保保管管期期間間中中はは、、エエンンジジンンをを始始動動ししなないいででくくだだささいい。。

収納



349

シシーーズズンン前前のの準準備備
車両を 3 か月以上使用しなかった場合、適切な再使用準備を行う必
要があります。

メンテナンススケジュールを使用して、1年ごと、シーズン前の準備
の項目を実施します。

詳細については、BRP認定スノーモービルディーラーにお問い合わ
せください。
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空白ページ

シーズン前の準備
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技技術術情情報報
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車車両両のの識識別別

車車両両説説明明デデカカーールル
車両説明デカールはトンネルの右側にあります。

代代表表的的なな例例

51
60

11
59

7_
JAVIN.

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS Inc.

 / ASSEMBLED IN CANADA

520002617revA_JA

BRP FINLAND OY, ISOAAVANTIE 7, 96320 ROVANIEMI, FINLAND

タ イ プ ： ス ノ ー モ ー ビ ルCAN ICES-002 / NMB-002 フ ィ ン ラ ン ド 製  / MADE IN FINLAND

北北米米市市場場のの場場合合
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520002459_JA

BRP FINLAND OY, ISOAAVANTIE 7, 96320 ROVANIEMI, FINLAND

ヨヨーーロロッッパパ市市場場のの場場合合

識識別別番番号号
ご使用のスノーモービルのメインコンポーネント (エンジンとフレー
ム) は、別の識別番号により特定されます。保証のために、または
失った場合にはスノーモービルを追跡するために、上記番号の位置
を特定することが、時に必要になることがあります。 BRP認定ス
ノーモービルディーラーは、保証請求を正しく完了するためにこれ
らの番号を必要とします。当社は、ご使用のスノーモービルのすべ
ての識別番号を記録しておき、それらを保険会社に知らせることを
強く推奨します。

車車両両識識別別番番号号（（VVIINN））
VINは車両説明デカールに記載されています。上をご覧ください。
VINはまた、車両説明デカールの近くのトンネルに刻印されていま
す。

モデル番号および年式はVINに含まれる情報の一部です。イラストを
参照してください。

2BP S LSAB 9 A V 000001

2BP = カナダ
YH2 = フィン
ランド

モデル番号 シリアル番
号

車両の識別
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S = Ski-Doo
L = Lynx

工場
V = ヴァルコート
R =ロヴァニエミ数字または

アルファベッ
ト

年式： T = 2026
U = 2027

エエンンジジンン識識別別番番号号のの位位置置

代代表表的的なな例例
1. エンジン識別番号

車両の識別
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適適合合ララベベルル

EEPPAA適適合合ララベベルル
北米モデル専用

北米モデルのみ

11
42

2_
JA

              SI

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.

 / 

 / 
Engine displacement

 / 

 / 
Exhaust emission control 
system

 / 
Family Emission Limit

EMISSION CONTROL INFORMATION
THIS VEHICLE IS CERTIFIED TO OPERATE ON UNLEADED 
GASOLINE AND MEETS              U.S. EPA REGULATIONS FOR 
SNOWMOBILE SI ENGINES.

SEE OPERATOR’S GUIDE FOR MAINTENANCE SPECIFICATIONS

Engine Family

Permeation Family

代代表表的的なな例例

SSSSCCCCララベベルル
スノーモービルの安全規格は、BRPがその誇りある会員である、ス
ノーモービル安全認証委員会 (SSCC) によって採用されました。ス
ノーモービルがこれらの標準に適合しているという保証は、車両の
右側垂直部にある認証ラベルを見れば簡単に確認できます。

以下のラベルは、独立試験機関がSSCC安全規格に適合していること
を確認したことを示します。
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THIS MODEL HAS BEEN 
EVALUATED BY AN INDE-
PENDENT TESTING LABOR-
ATORY AND IT MEETS ALL 
SSCC SAFETY STANDARDS 
IN EFFECT ON THE DATE OF 
ITS MANUFACTURE.

SPONSORED BY THE SNOWMO-
BILE SAFETY AND CERTIFICA-
TION COMMITTEE, INC.

P
R

IN
T

E
D

 IN
 U

.S
.A

.

CERTIFIED

代代表表的的なな例例

適合ラベル
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22001166//11662288 第第88条条、、第第55項項

適合ラベル
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BBRRPP RRFF DDEESSSS PPOOSSTT GGEENN33（（MMOOWWPP））

米米国国おおよよびびカカナナダダ
この装置は、FCC（米国連邦通信委員会）第15部およびIndustry
Canada（カナダ産業省）ライセンス免除RSS基準に準拠していま
す。操作は、下記の2つが前提条件となります。

1. この装置が干渉を引き起こさない、および
2. この装置が、意図しない動作を引き起こす可能性がある障害な
ど、あらゆる干渉に耐えなければならない。

この装置は試験され、FCC規則のパート15に適合するクラスBデジタ
ル機器の制約に従っていることがわかっています。これらの制約
は、居住施設における障害から十分保護されるように考えられたも
のです。この装置は無線周波エネルギーを発生させ、使用し、放出
するため、説明どおりに取り付けられなかったり使用されなかった
場合は、無線通信に障害を引き起こす場合があります。しかし、特
定の施設において障害が必ず生じるということではありません。こ
の装置がラジオやテレビの受信障害を引き起こした場合は（これは
装置の電源を入れ直して判定することが可能）、下記の対策を1つ以
上実施することで障害を直すよう推奨します。
– 受信アンテナの方向または位置を変える。
– 装置とレシーバーとの間隔をあける。
– レシーバーが接続されている回路とは異なる回路の電源に装置を
接続する。

– 詳細はディーラーまたはラジオ/TVに精通した技術者にご相談く
ださい。

この装置は、一般的なRF暴露要件を満足すると評価されています。
この装置は、制限なく携行暴露条件で使用可能です。

Le dispositif a été évalué à satisfaire l’exigence générale de
l’exposition aux rf. L’appareil peut être utilisé dans des conditions
d’exposition portatif sans restriction.

L’émetteur/récepteur exempt de licence contenu dans le présent
appareil est conforme aux CNR d’Innovation, Sciences et
Développement économique Canada applicables aux appareils radio
exempts de licence.

1. l'appareil ne doit pas produire de brouillage, et
2. l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même
si le brouillage est susceptible d'en compromettre le
fonctionnement.

コンプライアンス責任者によって明示的に承認されていない変更や
改良が行われた場合、機器を操作するユーザーの権限が無効になる
場合があります。

IICC：12006A-1001317030、タイプ1001316155（MOWP）

FFCCCC IIDD：2ACER–1001317030、タイプ1001316155（MOWP）
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メメキキシシココ

IFETEL

Marca: BRP Megatech

Número: BRME1023-28191

BRP Megatech認証番号：1450979

Modelo: 1001316155

NOM-208-SCFl-2016 (Disposición Técnica IFT-008-2015)

La operación de este equipo está sujeta a las siguientes dos
condiciones:

1. Es posible que este equipo o dispositivo no cause interferencia
perjudicial y

2. Este equipo o dispositivo debe aceptar cualquier interferencia,
incluyendo la que pueda causar su operación no deseada.

ブブララジジルル

Número: 05254-23-15603

BRP Megatech認証番号：1450991

Modelo: 1001316155

BRP RF DESS POST GEN3（MOWP）
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Este equipamento não tem direito à proteção contra interferência
prejudicial e não pode causar interferência em sistemas devidamente
autorizados.Para maiores infor- mações, consulte o site da ANATEL.

日日本本

この装置は、電波法（ ?? 波 法 ）および電気通信事業法（

?? 気 通 信 事 業 法 ）の下で使用が許可されています。この装置
を改造しないでください（改造した場合、認証は無効となりま
す）。

ヨヨーーロロッッパパ
適適合合宣宣言言書書

無線機器指令2014/53/EUに関する適合宣言書（簡易版）

DDEE

Hiermit erklärt BRP Megatech, dass der Funkanlagentyp 1001316154
der Richtlinie 2014/53/EU entspricht. Der vollständige Text der
EU-Konformitätserklärung ist unter der folgenden Internetadresse
verfügbar: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

FFRR

Le soussigné, BRP Megatech, déclare que l'équipement
radioélectrique du type 1001316154 est conforme à la directive 2014/
53/UE. Le texte complet de la déclaration UE de conformité est
disponible à l'adresse internet suivante: https://www. brp. com/en/
sustainability/product-responsibility.html

BBGG

С настоящото BRP Megatech декларира, че този тип
радиосъоръжение 1001316154 е в съответствие с Директива
2014/53/ЕС.

Цялостният текст на ЕС декларацията за съответствие може да
се намери на следния интернет адрес: https://www. brp. com/en/
sustainability/product-responsibility.html

EELL
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Με την παρούσα ο/η BRP Megatech, δηλώνει ότι ο
ραδιοεξοπλισμός 1001316154 πληροί την οδηγία 2014/53/EE. Το
πλήρες κείμενο της δήλωσης συμμόρφωσης ΕΕ διατίθεται στην
ακόλουθη ιστοσελίδα στο διαδίκτυο: https://www. brp. com/en/
sustainability/product-responsibility.html

CCSS

Tímto BRP Megatech prohlašuje, že typ rádiového zařízení
1001316154 je v souladu se směrnicí 2014/53/EU. Úplné znění EU
prohlášení o shodě je k dispozici na této internetové adrese: https://
www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

DDAA

Hermed erklærer BRP Megatech, at radioudstyrstypen 1001316154
er i overensstemmelse med direktiv 2014/53/EU.

EU-overensstemmelseserklæringens fulde tekst kan findes på
følgende internetadresse: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

EETT

Käesolevaga deklareerib BRP Megatech, et käesolev raadioseadme
tüüp 1001316154 vastab direktiivi 2014/53/EL nõuetele.

ELi vastavusdeklaratsiooni täielik tekst on kättesaadav järgmisel
internetiaadressil: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

EESS

Por la presente, BRP Megatech declara que el tipo de equipo
radioeléctrico 1001316154 es conforme con la Directiva 2014/53/UE.

El texto completo de la declaración UE de conformidad está
disponible en la dirección Internet siguiente: https://www.brp.com/en/
sustainability/product-responsibility.html

FFII

BRP Megatech vakuuttaa, että radiolaitetyyppi 1001316154 on
direktiivin 2014/53/EU mukainen.
EU-vaatimustenmukaisuusvakuutuksen täysimittainen teksti on
saatavilla seuraavassa internetosoitteessa: https://www. brp. com/en/
sustainability/product-responsibility.html

EENN

Hereby, BRP Megatech declares that the radio equipment type
1001316154 is in compliance with Directive 2014/53/EU. The full text
of the EU declaration of conformity is available at the following internet
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address: https://www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.
html

HHRR

BRP Megatech ovime izjavljuje da je radijska oprema tipa
1001316154 u skladu s Direktivom 2014/53/EU. Cjeloviti tekst EU
izjave o sukladnosti dostupan je na sljedećoj internetskoj adresi:
https://www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

HHUU

BRP Megatech igazolja, hogy a 1001316154 típusú rádióberendezés
megfelel a 2014/53/EU irányelvnek. Az EU-megfelelőségi nyilatkozat
teljes szövege elérhető a következő internetes címen: https://www.
brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

IITT

Il fabbricante, BRP Megatech, dichiara che il tipo di apparecchiatura
radio 1001316154 è conforme alla direttiva 2014/53/UE.

Il testo completo della dichiarazione di conformità UE è disponibile al
seguente indirizzo Internet: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

LLTT

Aš, BRP Megatech, patvirtinu, kad radijo įrenginių tipas 1001316154
atitinka Direktyvą 2014/53/ES. Visas ES atitikties deklaracijos tekstas
prieinamas šiuo interneto adresu: https://www. brp. com/en/
sustainability/product-responsibility.html

LLVV

Ar šo BRP Megatech deklarē, ka radioiekārta 1001316154 atbilst
Direktīvai 2014/53/ES. Pilns ES atbilstības deklarācijas teksts ir
pieejams šādā interneta vietnē: https://www.brp.com/en/sustainability/
product-responsibility.html

MMTT

B'dan, BRP Megatech, niddikjara li dan it-tip ta' tagħmir tar-radju
1001316154 huwa konformi mad-Direttiva 2014/53/UE. It-test kollu
tad-dikjarazzjoni ta' konformità tal-UE huwa disponibbli f'dan l-indirizz
tal-Internet li ġej: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

NNLL

Hierbij verklaar ik, BRP Megatech, dat het type radioapparatuur
1001316154 conform is met Richtlijn 2014/53/EU.
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De volledige tekst van de EU-conformiteitsverklaring kan worden
geraadpleegd op het volgende internetadres: https://www.brp.com/en/
sustainability/product-responsibility.html

PPLL

BRP Megatech niniejszym oświadcza, że typ urządzenia radiowego
1001316154 jest zgodny z dyrektywą 2014/53/UE. Pełny tekst
deklaracji zgodności UE jest dostępny pod następującym adresem
internetowym: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

PPTT

O(a) abaixo assinado(a) BRP Megatech declara que o presente tipo
de equipamento de rádio 1001316154 está em conformidade com a
Diretiva 2014/53/UE.

O texto integral da declaração de conformidade está disponível no
seguinte endereço de Internet: https://www.brp.com/en/sustainability/
product-responsibility.html

RROO

Prin prezenta, BRP Megatech declară că tipul de echipamente radio
1001316154 este în conformitate cu Directiva 2014/53/UE. Textul
integral al declaratiei UE de conformitate este disponibil la următoarea
adresă internet: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

SSVV

Härmed försäkrar BRP Megatech att denna typ av radioutrustning
1001316154 överensstämmer med direktiv 2014/53/EU. Den
fullständiga texten till EU-försäkran om överensstämmelse finns på
följande webbadress: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

SSLL

BRP Megatech potrjuje, da je tip radijske opreme 1001316154
skladen z Direktivo 2014/53/EU. Celotno besedilo izjave EU o
skladnosti je na voljo na naslednjem spletnem naslovu: https://www.
brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

SSKK

BRP Megatech týmto vyhlasuje, že rádiové zariadenie typu
1001316154 je v súlade so smernicou 2014/53/EÚ. Úplné EÚ
vyhlásenie o zhode je k dispozícii na tejto internetovej adrese: https://
www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

IISS
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BRP Megatech lýsir því hér með yfir að þráðlausi fjarskiptabúnaðurinn
1001316154 er í samræmi við tilskipun 2014/53/ESB. Óstyttan texta
ESB-samræmisyfirlýsingarinnar er að finna á veffanginu: https://www.
brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

LLiieecchhtteennsstteeiinn

Hiermit erklärt BRP Megatech, dass der Funkanlagentyp 1001316154
der Richtlinie 2014/53/EU entspricht. Der vollständige Text der
EU-Konformitätserklärung ist unter der folgenden Internetadresse
verfügbar: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

NNOO

Hermed erklærer BRP Megatech at radioutstyrstypen 1001316154 er i
samsvar med direktiv 2014/53/EU. Hele teksten i
EU-samsvarserklæringen finnes på følgende internettadresse: https://
www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

RRUU

Компания BRP Megatech настоящим заявляет, что
радиотехническое оборудование категории 1001316154 отвечает
требованиям Директивы 2014/53/EU.

Полный текст декларации соответствия ЕС доступен на
сайте https://www. brp. com/en/sustainability/product-responsibility.
html
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BBRRPP RRFF DDEESSSS PPOOSSTT GGEENN33（（カカナナダダ））

米米国国おおよよびびカカナナダダ
この装置は、FCC（米国連邦通信委員会）第15部およびIndustry
Canada（カナダ産業省）ライセンス免除RSS基準に準拠していま
す。操作は、下記の2つが前提条件となります。

1. この装置が干渉を引き起こさない、および
2. この装置が、意図しない動作を引き起こす可能性がある障害な
ど、あらゆる干渉に耐えなければならない。

この装置は試験され、FCC規則のパート15に適合するクラスBデジタ
ル機器の制約に従っていることがわかっています。これらの制約
は、居住施設における障害から十分保護されるように考えられたも
のです。この装置は無線周波エネルギーを発生させ、使用し、放出
するため、説明どおりに取り付けられなかったり使用されなかった
場合は、無線通信に障害を引き起こす場合があります。しかし、特
定の施設において障害が必ず生じるということではありません。こ
の装置がラジオやテレビの受信障害を引き起こした場合は（これは
装置の電源を入れ直して判定することが可能）、下記の対策を1つ以
上実施することで障害を直すよう推奨します。
– 受信アンテナの方向または位置を変える。
– 装置とレシーバーとの間隔をあける。
– レシーバーが接続されている回路とは異なる回路の電源に装置を
接続する。

– 詳細はディーラーまたはラジオ/TVに精通した技術者にご相談く
ださい。

この装置は、一般的なRF暴露要件を満足すると評価されています。
この装置は、制限なく携行暴露条件で使用可能です。

Le dispositif a été évalué à satisfaire l’exigence générale de
l’exposition aux rf. L’appareil peut être utilisé dans des conditions
d’exposition portatif sans restriction.

L’émetteur/récepteur exempt de licence contenu dans le présent
appareil est conforme aux CNR d’Innovation, Sciences et
Développement économique Canada applicables aux appareils radio
exempts de licence.

1. l'appareil ne doit pas produire de brouillage, et
2. l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même
si le brouillage est susceptible d'en compromettre le
fonctionnement.

コンプライアンス責任者によって明示的に承認されていない変更や
改良が行われた場合、機器を操作するユーザーの権限が無効になる
場合があります。

IICC：12006A-1001317030、タイプ1001316154（カナダ）向け

FFCCCC IIDD：2ACER–1001317030、タイプ1001316154（カナダ）
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メメキキシシココ

IFETEL

Marca: BRP Megatech

Número: BRME1023-28186

BRP Megatech認証番号：1450978

Modelo: 1001316154

NOM-208-SCFl-2016 (Disposición Técnica IFT-008-2015)

La operación de este equipo está sujeta a las siguientes dos
condiciones:

1. Es posible que este equipo o dispositivo no cause interferencia
perjudicial y

2. Este equipo o dispositivo debe aceptar cualquier interferencia,
incluyendo la que pueda causar su operación no deseada.

ブブララジジルル

Número: QC-5611-22

BRP Megatech認証番号：1450991

Modelo: 1001316154
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Este equipamento não tem direito à proteção contra interferência
prejudicial e não pode causar interferência em sistemas devidamente
autorizados.Para maiores informações, consulte o site da ANATEL.

日日本本

この装置は、電波法（ ?? 波 法 ）および電気通信事業法（

?? 気 通 信 事 業 法 ）の下で使用が許可されています。この装置
を改造しないでください（改造した場合、認証は無効となりま
す）。

ヨヨーーロロッッパパ
適適合合宣宣言言書書

無線機器指令2014/53/EUに関する適合宣言書（簡易版）

DDEE

Hiermit erklärt BRP Megatech, dass der Funkanlagentyp 1001316154
der Richtlinie 2014/53/EU entspricht. Der vollständige Text der
EU-Konformitätserklärung ist unter der folgenden Internetadresse
verfügbar: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

FFRR

Le soussigné, BRP Megatech, déclare que l'équipement
radioélectrique du type 1001316154 est conforme à la directive 2014/
53/UE. Le texte complet de la déclaration UE de conformité est
disponible à l'adresse internet suivante: https://www. brp. com/en/
sustainability/product-responsibility.html

BBGG

С настоящото BRP Megatech декларира, че този тип
радиосъоръжение 1001316154 е в съответствие с Директива
2014/53/ЕС.

Цялостният текст на ЕС декларацията за съответствие може да
се намери на следния интернет адрес: https://www. brp. com/en/
corporatesocialresponsibility/productsafety.html

EELL
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Με την παρούσα ο/η BRP Megatech, δηλώνει ότι ο ραδιοεξοπλισμός
1001316154 πληροί την οδηγία 2014/53/EE. Το πλήρες κείμενο της
δήλωσης συμμόρφωσης ΕΕ διατίθεται στην ακόλουθη ιστοσελίδα στο
διαδίκτυο: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

CCSS

Tímto BRP Megatech prohlašuje, že typ rádiového zařízení
1001316154 je v souladu se směrnicí 2014/53/EU. Úplné znění EU
prohlášení o shodě je k dispozici na této internetové adrese: https://
www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

DDAA

Hermed erklærer BRP Megatech, at radioudstyrstypen 1001316154
er i overensstemmelse med direktiv 2014/53/EU.

EU-overensstemmelseserklæringens fulde tekst kan findes på
følgende internetadresse: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

EETT

Käesolevaga deklareerib BRP Megatech, et käesolev raadioseadme
tüüp 1001316154 vastab direktiivi 2014/53/EL nõuetele.

ELi vastavusdeklaratsiooni täielik tekst on kättesaadav järgmisel
internetiaadressil: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

EESS

Por la presente, BRP Megatech declara que el tipo de equipo
radioeléctrico 1001316154 es conforme con la Directiva 2014/53/UE.

El texto completo de la declaración UE de conformidad está
disponible en la dirección Internet siguiente: https://www.brp.com/en/
sustainability/product-responsibility.html

FFII

BRP Megatech vakuuttaa, että radiolaitetyyppi 1001316154 on
direktiivin 2014/53/EU mukainen.

EU-vaatimustenmukaisuusvakuutuksen täysimittainen teksti on
saatavilla seuraavassa internetosoitteessa: https://www. brp. com/en/
sustainability/product-responsibility.html

EENN

Hereby, BRP Megatech declares that the radio equipment type
1001316154 is in compliance with Directive 2014/53/EU. The full text
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of the EU declaration of conformity is available at the following internet
address: https://www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.
html

HHRR

BRP Megatech ovime izjavljuje da je radijska oprema tipa
1001316154 u skladu s Direktivom 2014/53/EU. Cjeloviti tekst EU
izjave o sukladnosti dostupan je na sljedećoj internetskoj adresi:
https://www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

HHUU

BRP Megatech igazolja, hogy a 1001316154 típusú rádióberendezés
megfelel a 2014/53/EU irányelvnek. Az EU-megfelelőségi nyilatkozat
teljes szövege elérhető a következő internetes címen: https://www.
brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

IITT

Il fabbricante, BRP Megatech, dichiara che il tipo di apparecchiatura
radio 1001316154 è conforme alla direttiva 2014/53/UE.

Il testo completo della dichiarazione di conformità UE è disponibile al
seguente indirizzo Internet: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

LLTT

Aš, BRP Megatech, patvirtinu, kad radijo įrenginių tipas 1001316154
atitinka Direktyvą 2014/53/ES. Visas ES atitikties deklaracijos tekstas
prieinamas šiuo interneto adresu: https://www. brp. com/en/
sustainability/product-responsibility.html

LLVV

Ar šo BRP Megatech deklarē, ka radioiekārta 1001316154 atbilst
Direktīvai 2014/53/ES. Pilns ES atbilstības deklarācijas teksts ir
pieejams šādā interneta vietnē: https://www.brp.com/en/sustainability/
product-responsibility.html

MMTT

B'dan, BRP Megatech, niddikjara li dan it-tip ta' tagħmir tar-radju
1001316154 huwa konformi mad-Direttiva 2014/53/UE. It-test kollu
tad-dikjarazzjoni ta' konformità tal-UE huwa disponibbli f'dan l-indirizz
tal-Internet li ġej: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

NNLL

Hierbij verklaar ik, BRP Megatech, dat het type radioapparatuur
1001316154 conform is met Richtlijn 2014/53/EU.
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De volledige tekst van de EU-conformiteitsverklaring kan worden
geraadpleegd op het volgende internetadres: https://www.brp.com/en/
sustainability/product-responsibility.html

PPLL

BRP Megatech niniejszym oświadcza, że typ urządzenia radiowego
1001316154 jest zgodny z dyrektywą 2014/53/UE. Pełny tekst
deklaracji zgodności UE jest dostępny pod następującym adresem
internetowym: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

PPTT

O(a) abaixo assinado(a) BRP Megatech declara que o presente tipo
de equipamento de rádio 1001316154 está em conformidade com a
Diretiva 2014/53/UE.

O texto integral da declaração de conformidade está disponível no
seguinte endereço de Internet: https://www.brp.com/en/sustainability/
product-responsibility.html

RROO

Prin prezenta, BRP Megatech declară că tipul de echipamente radio
1001316154 este în conformitate cu Directiva 2014/53/UE. Textul
integral al declaratiei UE de conformitate este disponibil la următoarea
adresă internet: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

SSVV

Härmed försäkrar BRP Megatech att denna typ av radioutrustning
1001316154 överensstämmer med direktiv 2014/53/EU. Den
fullständiga texten till EU-försäkran om överensstämmelse finns på
följande webbadress: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

SSLL

BRP Megatech potrjuje, da je tip radijske opreme 1001316154
skladen z Direktivo 2014/53/EU. Celotno besedilo izjave EU o
skladnosti je na voljo na naslednjem spletnem naslovu: https://www.
brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

SSKK

BRP Megatech týmto vyhlasuje, že rádiové zariadenie typu
1001316154 je v súlade so smernicou 2014/53/EÚ. Úplné EÚ
vyhlásenie o zhode je k dispozícii na tejto internetovej adrese: https://
www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

IISS
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BRP Megatech lýsir því hér með yfir að þráðlausi fjarskiptabúnaðurinn
1001316154 er í samræmi við tilskipun 2014/53/ESB. Óstyttan texta
ESB-samræmisyfirlýsingarinnar er að finna á veffanginu: https://www.
brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

LLiieecchhtteennsstteeiinn

Hiermit erklärt BRP Megatech, dass der Funkanlagentyp 1001316154
der Richtlinie 2014/53/EU entspricht. Der vollständige Text der
EU-Konformitätserklärung ist unter der folgenden Internetadresse
verfügbar: https://www. brp. com/en/sustainability/
product-responsibility.html

NNOO

Hermed erklærer BRP Megatech at radioutstyrstypen 1001316154 er i
samsvar med direktiv 2014/53/EU. Hele teksten i
EU-samsvarserklæringen finnes på følgende internettadresse: https://
www.brp.com/en/sustainability/product-responsibility.html

RRUU

Компания BRP Megatech настоящим заявляет, что
радиотехническое оборудование категории 1001316154 отвечает
требованиям Директивы 2014/53/EU.

Полный текст декларации соответствия ЕС доступен на сайте :
https://www. brp. com/en/corporatesocialresponsibility/productsafety.
html
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騒騒音音放放出出おおよよびび振振動動値値
本オペレーターズガイドの制作時点では、数値は不明です。
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EEUU適適合合宣宣言言書書

565 de la Montagne Street
Valcourt (Québec)  J0E 2L0
Canada

www.brp.com

Frederic Desjardins,
Ski-Doo, R&D
Bombardier Recreational Products Inc.

BRP-Rotax GmbH Co. KG, Rotaxstrasse 1, Gunskirchen,
A-4623, Austria

2006/42/EC 2019/1243/EU 

NRMM
EU 2016/1628

EMC 2014/30/EU EU
2018/1139 

2006/66/EC EU 2018/849 

RED 2014/53/EC
2018/1139 

RF D.E.S.S. 

ISO 12100:2010

CISPR 12:2007/A1:2009 
IEC 61000-6-1:2005 
UN R10.04 

  2BPSxxxxxVVxxxxxx 
YH2SxxxxxVRxxxxxx 17 VIN Ski-Doo 

2027 

EU 

EN 50342-7:2015

SMB  
Stage V 

IEC 62368-1:2014
CISPR 25:2016
ISO 11452-2:2004
ETSI EN 300 330 V2.1.1:2017

Valcourt, QC, Canada
2026 1 29
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UUKK適適合合宣宣言言書書

565 de la Montagne Street

Valcourt (Québec)  J0E 2L0

Canada

www.brp.com

Valcourt, QC, Canada
2026 1 29

Frederic Desjardins,
Ski-Doo R&D
Bombardier Recreational Products Inc.

BRP UK Ltd., (BWM Accountants Limited), Suite 5.1, 12 Tithebarn Street, 
Liverpool, L2 2DT

2008 2008 
No. 1597 SI 2020/1112 

2018 
UK SI 2018/764

SI 2020/1393 

2016 UK SI 2016/1091
SI 2020/1112 

2008 UK SI 2008/2164
UK SI 2020/904 

2017 UK SI 2017/1206
SI 2020/1112 

ISO 12100:2010

CISPR 12:2007/A1:2009 
IEC 61000-6-1:2005 
UN R10.04 

  2BPSxxxxxVVxxxxxx 
YH2SxxxxxVRxxxxxx 17 VIN  Ski-Doo 

2027 

UK 

EN 50342-7:2015

SMB  
Stage V 

IEC 62368-1:2014
CISPR 25:2016
ISO 11452-2:2004
ETSI EN 300 330 V2.1.1:2017
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米米国国環環境境保保護護庁庁認認証証エエンンジジンン

エエンンジジンンのの排排出出ガガススにに関関すするる情情報報
製製造造者者のの義義務務
スノーモービルのエンジンメーカーは、エンジンの出力区分ごとに
排出ガスレベルを特定し、それらのエンジンに関する米国環境保護
庁（EPA）の認証を取得する必要があります。これに伴ない、有害
排出物のレベルとエンジンの仕様を表示した排出ガス制御情報ラベ
ルを、製造の時点で船に貼付しなければなりません。

デディィーーララーーのの義義務務
排出ガス規制情報ラベルが貼付されているBRP認定スノーモービル
を整備するとき、調整値を発表された工場基準値以下に抑える必要
があります。

排出ガス関連コンポーネントの交換または修理は、有害排出物レベ
ルを所定の認証基準以内に維持できるような方法で行われなければ
なりません。

ディーラーでは、エンジンの出力を変更したり、有害排出物のレベ
ルが定められたメーカーの仕様値を超えるようなエンジンの改造を
行ってはいけません。

高度調整などのように、メーカーの指示による変更は例外としま
す。

オオーーナナーーのの責責任任
オーナー/オペレーターには、有害排出物レベルを所定の認証基準以
内に維持するためのエンジンのメンテナンス実施が要求されます。

オーナー／オペレーターは、エンジンの出力を変更したり、有害排
出物のレベルが定められたメーカーの仕様値を超えるようなエンジ
ンの改造を自ら行ったり、誰かに行わせてはなりません。

EEPPAA排排出出ガガスス規規制制
BRPが製造したすべてのBRPスノーモービルは、新型スノーモービ
ルエンジンから排出される大気汚染物質の抑制のための規制の要件
に適合するものとして、EPAにより認証されています。この認証は
特定の調整個所をメーカー基準値に合わせることが条件となってい
ます。このため、製品の整備に関するメーカーの指定手順は厳密に
守られなければならず、現実的に可能な限り、設計の当初の意図に
忠実な形で行われなければなりません。

上記の責任は概略であり、スノーモービル製品の排出ガスに対する
EPA要件の規則や規制の完全なリストではまったくありません。こ
の件についてより詳しい情報をお求めの場合は、下記にお問い合わ
せください：
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郵郵送送先先：：
U.S. Environmental Protection Agency
Certification Division
Gasoline Engine Compliance Center
2000 Traverwood Drive
Ann Arbor MI 48105
USA

イインンタターーネネッットトWWEEBBササイイトト：：
www.epa.gov/otaq/

米国環境保護庁認証エンジン
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技技術術仕仕様様
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エエンンジジンン

エエンンジジンン -- 660000EEFFII
排排気気ガガスス

エンジンタイプ
Rotax 600

EFI、水冷、リ
ードバルブ付

き

シリンダ数 2

ボア
72.3

mm（2.846
in）

ストローク
73.0

mm（2.874
in）

排気量
599.4

cm³（36.58
in³）

圧縮比 12.50 ± 0.3

燃焼室容積 26.05 cc ± 0.93

最大出力発生エンジン回転数 7400 ± 100
rpm

潤潤滑滑シシスステテムム

オイル噴射ポンプ形式 電子制御オイ
ル噴射ポンプ

噴射用オイル
タイプ

XPS 2ストロー
ク合成ブレン
ドオイル（部
分合成）

量 3.4 L（115 fl oz
(US)）
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燃燃料料シシスステテムム

燃料供給
電子フュエル
インジェクシ
ョン

アイドリング回転（調整不可） 1500 ± 200
rpm

電電子子シシスステテムム

照明システム出力 580 W@ 6000
RPM

スパークプラグ

タイプ BPR8ES

ギャップ
調整不可
0.6～0.7 mm
（0.024～
0.028 in）

660000RRRR EE--TTEECC
エエンンジジンン

エンジンタイプ
Rotax 600RR

E-TEC水冷、リー
ドバルブおよび電
子RAVE付き

シリンダ数 2

ボア 72.3 mm
（2.846 in）

ストローク 73 mm
（2.874 in）

排気量 599.4 cm³
（36.58 in³）

最大出力発生エンジン回転数 8250 ± 100 rpm

エンジン
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燃燃料料シシスステテムム

燃料供給 E-TECディレクト
インジェクション

アイドリング回転（調整不可） 1200 ± 200 rpm

電電気気シシスステテムム

照明システム出力
30 A（14.5 V時）
1340 W（6000
RPM時）

スパークプラグ

タイプ
NGK ILKR8Q7S (エ
ンジンとプラグね
じサイズを表わす)

ギャップ
調調整整不不可可
0.6～0.7 mm
（0.024～0.028

in）

潤潤滑滑シシスステテムム

オイル噴射ポンプ形式 電子制御オイル噴
射ポンプ

噴射用オイ
ル

タイプ 推奨噴射オイルを
参照してください

量 3.4 L
（3.6 qt (liq.,US)）

エンジン
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車車両両

TTuunnddrraa
冷冷却却シシスステテムム

冷却液タイプ

推奨事項
XPS COOL-X LTロ
ングライフプレミ
ッククーラント

代替品あるいは
推奨品が入手で
きない場合

OATタイプロング
ライフアンチフリ

ーズ
またはアルミエン
ジン専用冷却液

燃燃料料シシスステテムム

燃料ポンプ タンク内蔵電動ポン
プ

燃料 オクタン価
91ポンプ表示AKI
(R+M)/2)
95 (RON)

燃料タンク容量 36 L
（9.5 gal (US)）

電電気気シシスステテムム

バッテリー 12 V、18 A•h

ヘッドランプ 2 x 60/55 W (H-13)

テールライト／ストップライト 2.6/3.5 W LED

ヒューズおよびリレー
ヒューズボックス
カバーのラベルを

参照

ドドラライイブブシシスステテムム -- チチェェーーンンケケーースス

チェーンケ
ースオイル タイプ 推奨事項 XPS合成チェーンケ

ースオイル
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ドドラライイブブシシスステテムム -- チチェェーーンンケケーースス

代替品あるいは
推奨品が入手で
きない場合

API GL-5の仕様を
満足する75W140ギ

ヤオイル

定員 350 ml
（12 fl oz (US)）

チェーンドライブ比 19/53

ドドラライイブブシシスステテムム -- ププーーリリーーおおよよびびトトララッックク

ドライブプーリー
タイプ pDrive

締結回転数 2300 ± 100 rpm

ドリブンプーリー タイプ QRS

ドライブスプロケット丁数 8

トラック

全幅

Sport 38.1 cm
（15 in）

LE 41 cm
（16 in）

全長

Sport 371 cm
（146 in）

LE 392.3 cm
（154 in）

プロファ
イル高さ

Sport 41 mm
（1.6 in）

LE 38.1 mm
（1.5 in）

トラック調
整（3） たわみ量 Sport 32 mm

（1.26 in）

車両
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ドドラライイブブシシスステテムム -- ププーーリリーーおおよよびびトトララッックク

LE 45 mm
（1.77 in）

伝達トルク 7.3 kgf
（16 lbf）

ブブレレーーキキシシスステテムム

ブレーキ タイプ
シングル200 mmク
ロスドリルカーボン
スチールディスク

ブレーキ液
タイプ DOT 4

量 65 ml
（2.2 fl oz (US)）

キャリパー 固定ツインピストン
（2 x 40 mm）

ブレーキパッドの材料 オーガニック

最大ブレーキパッド厚さ（裏当て板を含む
）

5 mm
（2 in）

最小ブレーキパッド厚 4.5 mm
（177 in）

ブレーキディスクのねじれ最大 0.25 mm
（01 in）

フフロロンントトササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ LTS

サスペンション最大トラベル 150 mm
（5.9 in）

ショックアブソーバータイプ モーションコントロ
ール

車両
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リリアアササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ
Sport cMotionX

LE uMotion

サスペンション最大移
動量
（リヤアームで測定）

Sport 264 mm
（10.4 in）

LE 266 mm
（10.5 in）

ショックアブソーバー
タイプ

中央 モーションコントロ
ール

リア KYB 36

諸諸元元表表

重量（乾燥時）
Sport 213 kg

（470 lb）

LE 221 kg
（488 lb）

全長

Sport 311 cm
（122.4 in）

LE 325.9 cm
（129.3 in）

全幅 すべてのモデル 99.4 cm
（39.1 in）

全長

Sport 136.9 cm
（53.9 in）

LE 151.3 cm
（59.6 in）

スキースタンス すべてのモデル 81.3 cm
（32 in）

積載量 Sport 15.8 kg
（35 lb）

車両
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諸諸元元表表

（リアラック、リアス
トレージコンパートメ
ントおよびけん引重量
を含む）

LE 25 kg
（55 lb）

許容車両総積載量（乗
員、その他すべての貨
物、追加されたアクセ
サリーを含む）

すべてのモデル 206 kg
（454.2 lb）

牽引荷重 LE 260 kg
（573 lb）

垂直荷重 LE 16 kg
（35 lb）

(1)
通知 このスパークプラグの隙間を調整しないでく

ださい。
(2) 詳細については、噴射オイルのセクションを参照してくだ

さい。
(3) 詳細手順については、メンテナンス手順のトラック張力の

確認を参照してください。

SSkkaannddiicc
冷冷却却シシスステテムム

冷却液タイプ

推奨事項
XPS COOL-X LTロ
ングライフプレミッ
ククーラント

代替品あるいは
推奨品が入手で
きない場合

OATタイプロング
ライフアンチフリー

ズ
またはアルミエンジ
ン専用冷却液

車両
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燃燃料料シシスステテムム

燃料ポンプ タンク内蔵電動ポン
プ

燃料 オクタン
価 すべてのモデル

91 ポンプ表示AKI
(R+M)/2)
95 (RON)

燃料タンク容量 42 L
（11.1 gal (US)）

電電装装シシスステテムム—— 660000EEFFII

バッテリー 12 V、18 A•h

ヘッドランプ 2 x 60/55 W (H-13)

テールライト／ストップライト 2.6/3.5 W LED

ヒューズおよびリレー
ヒューズボックス
カバーのラベルを

参照

電電装装シシスステテムム—— 660000RRRR EE--TTEECC

バッテリー 12 V、18 A•h

ヘッドランプ 2 x 60/55 W (H-13)

テールライト／ストップライト 2.6/3.5 W LED

ヒューズおよびリレー
ヒューズボックス
カバーのラベルを

参照

ドドラライイブブシシスステテムム -- ギギヤヤボボッッククスス

ギヤボック
スオイル（
装備されて
いる場合）

タイプ 推奨事項
XPSシンクロメッシ
ュトランスミッショ
ン合成オイル

車両



387

ドドラライイブブシシスステテムム -- ギギヤヤボボッッククスス

代替品あるいは
推奨品が入手で
きない場合

API GL-5の仕様を満
足する75W140ギヤ

オイル

定員 900 ml
（30.4 fl oz (US)）

ギヤボック
ス比

600 EFI
低い 4.81:1

高い 2.66:1

600RR
E-TEC

低い 4.22:1

高い 2.33:1

ドドラライイブブシシスステテムム -- チチェェーーンンケケーースス

チェーンケ
ースオイル

タイプ

推奨事項 XPS合成チェーンケ
ースオイル

代替品あるいは
推奨品が入手で
きない場合

API GL-5の仕様を
満足する75W140ギ

ヤオイル

定員 350 ml
（12 fl oz (US)）

チェーンド
ライブ比

600 EFI
Sport 19/53

LE 21/51

600RR
E-TEC

LE 23/49

ドドラライイブブシシスステテムム -- ププーーリリーーおおよよびびトトララッックク

ドライブプ
ーリー タイプ

600 EFI pDrive

600RR E-TEC クリッカー付き
pDrive

車両
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ドドラライイブブシシスステテムム -- ププーーリリーーおおよよびびトトララッックク

締結回転
数

600 EFI 2300 ± 100 rpm

600RR E-TEC 2800 ± 100 rpm

ドリブンプ
ーリー タイプ

LE 24” QRS Vent

その他の全モデ
ル QRS

ドライブスプロケット丁数 8

トラック

全幅

Sport 50 cm
（20 in）

LE
SE

50 cm
（20 in）
または
61 cm
（24 in）

全長 392.3 cm
（154 in）

プロファ
イル高さ

Sport 31.8 mm
（1.25 in）

LE 38.1 mm
（1.5 in）

トラック調
整（3）

たわみ量 45 mm
（1.77 in）

伝達トルク 7.3 kgf
（16 lbf）

ブブレレーーキキシシスステテムム

ブレーキ タイプ
シングル200 mmク
ロスドリルカーボン
スチールディスク

ブレーキ液 タイプ DOT 4

車両
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ブブレレーーキキシシスステテムム

量 65 ml
（2.2 fl oz (US)）

キャリパー 固定ツインピストン
（2 x 40 mm）

ブレーキパッドの材料 オーガニック

最大ブレーキパッド厚さ（裏当て板を含む
）

5 mm
（2 in）

最小ブレーキパッド厚 4.5 mm
（177 in）

ブレーキディスクのねじれ最大 0.25 mm
（01 in）

フフロロンントトササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ LTS

サスペンション最大トラベル 150 mm
（5.9 in）

ショックアブソーバータイプ モーションコントロ
ール

リリアアササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ uMotion

サスペンション最大移動量
（リヤアームで測定）

266 mm
（10.5 in）

ショックア
ブソーバー
タイプ

中央 Sport
LE

モーションコント
ロール

リア KYB 36

車両
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諸諸元元表表

重量（乾燥
時）

600 EFI
Sport 254 kg

（560 lb）

LE 20” 270 kg
（595 lb）

600RR
E-TEC

LE 20” 279 kg
（617 lb）

LE 24” 289 kg
（638 lb）

全長

Sport 325.9 cm
（129.3 in）

LE 322.2 cm
（126.9 in）

全幅 108.9 cm
（42.8 in）

全長

Sport 136.9 cm
（53.9 in）

LE 151.3 cm
（59.6 in）

スキースタンス 88.9 cm
（35 in）

リア積載量
（垂直荷重を含む）

61 kg
（135 lb）

リアストレージコンパートメント積載量

15 L
（4 gal (US)）
または
10 kg
（22 lb）

許容車両総積載量（乗員、その他すべての
貨物、追加されたアクセサリーを含む）

238 kg
（525 lb）

牽引荷重 Sport
LE

544 kg
（1,200 lb）

車両
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諸諸元元表表

Sport（HDバン
パー装備）
LE（HDバンパ
ー装備）

680 kg
（1,500 lb）

垂直荷重 16 kg
（35 lb）

(1)
通知 このスパークプラグの隙間を調整しないでく

ださい。
(2) 詳細については、噴射オイルのセクションを参照してくだ

さい。
(3) 詳細手順については、メンテナンス手順のトラック張力の

確認を参照してください。

車両
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空白ページ

車両
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トトララブブルルシシュューーテティィ
ンンググ
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トトララブブルルシシュューーテティィンンググののガガイイドドラライインン

11.. 電電動動ススタターータターーがが作作動動ししなないい
緊急エンジン停止スイッチがOFF位置に入っている、またはテザー
コードキャップがエンジンカットオフスイッチに取り付けられてな
い。

– 緊急エンジン停止スイッチをON位置に入れ、テザーコード
キャップをエンジンカットオフスイッチに取り付けます。

エンジンを始動させようとするとき、スロットルを作動させます。

– クランキングをしている間、スロットルを放します。

22.. エエンンジジンンををククラランンキキンンググししててもも、、始始動動ししなないい
エンジンに燃料がありません。

– 燃料タンクレベルを確認し、必要に応じて燃料を補充します。

システム電圧が低すぎます。

– BRP認定スノーモービルディーラーにお問い合わせください。

33.. エエンンジジンン回回転転数数ががククララッッチチ連連結結点点にに達達ししなないい
D.E.S.S.がテザーコードキャップのD.E.S.S.キーコードを読み取らな
い。

– テザーコードキャップを正しく取り付けてください。

D.E.S.S.は、設定されているコードとは別のコードを読み取りまし
た。

– このスノーモービルが設定されているテザーコードキャップを取
り付けます。

ECMがD.E.S.S.キーを認識しない。

– BRP認定スノーモービルディーラーにお問い合わせください。

44.. エエンンジジンンのの加加速速力力ままたたはは出出力力不不足足
エンジン暖機が進行中。

– 車両を低速で2～3分走行させます。

エンジンの慣らし期間が完了していません。

– 慣らし期間を完了させてください。

ドライブプーリーとドリブンプーリーが整備を必要としています。
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– BRP認定スノーモービルディーラーにお問い合わせください。

エンジンがオーバーヒートする。

– クーラントレベルを確認し、メンテナンス手順をご覧ください。

– 熱交換器の清浄さを確認します。必要に応じて清掃します。

ドライブベルトが摩耗して薄すぎる。

– ドライブベルトの幅が、本来の幅よりも3 mm（1/8 in）以上狭く
なった場合、車両の性能に影響を与えます。

– ドライブベルトを交換します。

正しくないトラック調整。

– メンテナンス手順を参照して、BRP認定スノーモービルディー
ラーに正しいアライメントと張力の調整を依頼してください。

燃圧が低すぎる。

– BRP認定スノーモービルディーラー、修理店、担当整備士によ
る、整備、修理、または交換を行ってください。保証請求につい
ては、本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証
を参照してください。

55.. エエンンジジンンののババッッククフファァイイアア
エンジンの動作中の温度が高すぎる。

– エンジンの出力が足りないの第4項をご覧ください。

点火タイミングが正しくない、またはイグニッションシステムが故
障している。

– BRP認定スノーモービルディーラー、修理店、担当整備士によ
る、整備、修理、または交換を行ってください。保証請求につい
ては、本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証
を参照してください。

エキゾーストシステムが漏れる。

– BRP認定スノーモービルディーラー、修理店、担当整備士によ
る、整備、修理、または交換を行ってください。保証請求につい
ては、本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証
を参照してください。

燃圧が低すぎる。

トラブルシューティングのガイドライン
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– BRP認定スノーモービルディーラー、修理店、担当整備士によ
る、整備、修理、または交換を行ってください。保証請求につい
ては、本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証
を参照してください。

66.. エエンンジジンンのの失失火火
燃料に水が混入。

– 燃料システムの抜き取りを行い、新品の燃料を充填します。

77.. ヒヒーータターー付付ききググリリッッププ//親親指指ウウォォーーママーーがが動動作作しし
てていいなないい

エンジン回転数が低すぎる。

– エンジン回転数が2000を超えることを確認します。

88.. エエンンジジンンがが停停止止ししたた
長時間のアイドリングのあと、エンジンが停止した。

– エンジンを長時間アイドリングさせないでください。取扱説明書
の車両暖機を参照してください。

トラブルシューティングのガイドライン
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モモニニタタリリンンググシシスステテムム

パパイイロロッットトラランンププ、、メメッッセセーージジおおよよびびブブザザーーココーードド
パパイイロロッットトラランンププ
44..55イインンチチデディィススププレレイイ
ゲージパイロットランプ (S) は、異常が発生した場合や特定の条件を
知らせます。

インジケーターランプが単独で点滅するか、別のランプと一緒に点
滅します。

下側表示部は、異常が発生した場合や特定の条件を知らせる際に、
簡単に内容がわかるよう、パイロットランプの補助として使用され
ています。

44..55イインンチチデデジジタタルルロロアアーーデディィススププレレイイ

メッセージは、ブザー信号およびパイロットランプとともに表示さ
れます。

運転者の注意を引き付けるためにブザー信号が鳴り、メッセージが
表示されます。

詳細については下表をご覧ください。

注注記記：：
リストにあるパイロットランプやメッセージの一部が表示されない
モデルもあります。
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パパイイロロ
ッットトララ
ンンププオオ
ンン

ブブザザーー メメッッセセーージジ表表
示示 詳詳細細

30秒ごと
に

4回の短
いブザー
音

エンジンの温
度が高い

エンジンがオーバーヒ
ートしている。スノー
モービルの速度を落と
し、軟らかい雪の上を
走るか、ただちにエン
ジンを止めて、エンジ
ンをクールダウンさせ
ます。クーラントレベ
ルを確認します。 メン
テナンスを参照してく
ださい。クーラントレ
ベルが適正でもオーバ
ーヒートが発生する場
合は、BRP認定スノー
モービルディーラーに
相談してください。同
じ状態が持続する場合
は、エンジンを動作さ
せないでください。

MUFFLER
OVERHEAT (
マフラーオー
バーヒート)

速度を落とすか、エン
ジンを止めてくださ
い。エンジンをクール
ダウンさせ、再始動し
ます。オーバーヒート
が 解 消 し な い 場
合、BRP認定スノーモ
ービルディーラーにご
相談ください。同じ状
態が持続する場合は、
エンジンを動作させな
いでください。

短いビー
プ音が
速い周期
で繰り返
される

エンジンの温
度が高い

危険なオーバーヒー
ト。エンジンをただち
に止めて、エンジンを
クールダウンさせま
す。クーラントレベル
を確認します。 メンテ

モニタリングシステム
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パパイイロロ
ッットトララ
ンンププオオ
ンン

ブブザザーー メメッッセセーージジ表表
示示 詳詳細細

ナンスを参照してくだ
さい。クーラントレベ
ルが適正でもオーバー
ヒートが発生する場合
は、BRP認定スノーモ
ービルディーラーに相
談してください。同じ
状態が持続する場合
は、エンジンを動作さ
せないでください。

MUFFLER
OVERHEAT (
マフラーオー
バーヒート)

危険なオーバーヒー
ト。エンジンをただち
に止めて、エンジンを
クールダウンさせま
す。オーバーヒートが
解消しない場合、BRP
認定スノーモービルデ
ィーラーにご相談くだ
さい。同じ状態が持続
する場合は、エンジン
を動作させないでくだ
さい。

ECM
OVERHEAT
(ECMオーバ
ーヒート)

5分ごと
に

4回の短
いブザー
音

BATT VOLT

バッテリー電圧状態が
低いまたは高いことを
示します。できるだけ
早くBRP認定スノーモ
ービルディーラーに整
備を依頼してくださ
い。

4回の短
いブザー
音

エンジン点検
の必要あり
(CHECK
ENGINE)

エンジン不良。可能な
限り早く、BRP認定ス
ノーモービルディーラ
ー、修理店または担当
整備士にご相談くださ
い。

モニタリングシステム
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パパイイロロ
ッットトララ
ンンププオオ
ンン

ブブザザーー メメッッセセーージジ表表
示示 詳詳細細

— —

スロットルレバーが絞
られて車両が5 km/h（3
mph）以上で走行して
いるときに、15秒以上
ブレーキがかかると表
示されます。

—

5分ごと
に

4回の短
いブザー
音

ノック

エンジン異常爆発 (この
状態が生じると、回転
数が制限される)。
– 推奨燃料が使用され
ていることを確認し
ます。

– 燃料の質を確認して
ください。必要
に応じて交換しま
す。

– それでも不具合が解
消しない場合は
、BRP認定スノーモ
ービルディーラー、
修理店または整備担
当者にご相談くださ
い。

—

5分ごと
に

4回の短
いブザー
音

回転数制限
何らかの不具合が発生
すると、保護のために
エンジン回転数が制限
されます。

— — 過回転
最高エンジン回転数に
達したことを示しま
す。クラッチ較正を確
認します。

— 速い短い
ブザー音

SHUTDOWN
(停止)

エンジンオーバーヒー
トまたは燃料ポンプ不

モニタリングシステム
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パパイイロロ
ッットトララ
ンンププオオ
ンン

ブブザザーー メメッッセセーージジ表表
示示 詳詳細細

が繰り返
される

具合による強制的な停
止手順。

—
10秒ごと
に2回の
短いブザ
ー音

ベルトオーバ
ーヒート

ベルト温度が75 C（
167 F）に達していま
す。 温 度 が75 C（
167 F）未満になるとメ
ッセージとブザー音が
消えます。

—
15秒ごと
に2回の
短いブザ
ー音

BELT
OVERLOA
D（ベルト過
負荷）

危険な状態が1分以上検
出されている場合。ド
ライバーが危険なスタ
イルの走りを抑える
と、メッセージとブザ
ー音が消えます。

—
10秒ごと
に2回の
短いブザ
ー音

BELT
OVERLOA
D（ベルト過
負荷）

10分を超えても危険な
状態である場合。エン
ジンを停止するまでメ
ッセージは消えませ
ん。

DESS

2回の短
いブザー
音

— 正しいキー。車両の作
動準備完了

ゆっくり
した短い
ブザー音
が繰り返
される

WRONG
KEY（キー間
違い）

キーを読むことができ
ない (通信状態が悪い)
キーが汚れておらず、
正しくポストにはめら
れていることを確認し
ます。

モニタリングシステム
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パパイイロロ
ッットトララ
ンンププオオ
ンン

ブブザザーー メメッッセセーージジ表表
示示 詳詳細細

速い短い
ブザー音
が繰り返
される

不良なキー

無効なキーまたは設定
されていないキー。車
両の正しいキーを使用
するか、設定されてい
るキーを使用します。

（点滅
）

— — 燃料レベルセンサーの
不具合。

故故障障ココーードド((FFAAUULLTT CCOODDEESS))
故障コードは、中央の表示部に表示させることが可能です。

どの故障コードにも、設定メニューからアクセス可能です。

コードの意味については、BRP認定スノーモービルディーラーにお
問い合わせください。

モニタリングシステム
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顧顧客客情情報報
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デデーータタププラライイババシシーーににつついいてて
デデーータタププラライイババシシーーににつついいてて

Bombardier Recreational Products Inc.およびその関連会社と子会社
（「BRP」）はプライバシーの保護に努めています。この通知は、
BRPとお客様との関係を管理する際のお客様情報の収集、利用、お
よび開示方法についてお知らせするものです。詳細は、BRPのプラ
イバシーポリシーのウェブサイトをご覧ください。

HTTPS://BRP.COM/EN/
PRIVACY-POLICY.HTML

当社は十分なセキュリティ対策を講じて、お客様の個人情報の安全
を確保し、不正なアクセス、使用または開示から保護しております
のでご安心ください。

当社が保有するお客様の個人情報は、お客様から直接提供されたも
の、または当社の認定ディーラーおよびサードパーティー（当社が
サービスを提供したり、共同マーケティング活動を行ったりする相
手先）を通じて収集されたものであり、以下の情報が含まれていま
す。
– 連絡先、人口統計、および登録情報（氏名、住所、電話番号、
メールアドレス、所有歴、連絡時の言語など）

– 取引情報（返品処理に必要となる情報、ウェブサイトやモバイル
アプリケーションを通じて当社の製品やサービスを購入するとき
の支払い情報、BRP製品の購入に関連するその他の情報など）

– 車両情報（シリアル番号、車両識別番号、走行距離、購入日およ
び納入日、製品の利用状況、車両の位置および動作など）

– 当社の製品やサービスに関するコメント、意見、およびレビュー
– BRPまたはディーラーのウェブサイトまたはモバイルアプリを閲
覧する際、クッキーや類似の技術を通じて自動的に収集される情
報（IPアドレス、デバイスの種類、オペレーティングシステム、
ブラウザの種類、閲覧したウェブページなど）。

また、お客様がソーシャルメディアプラットフォームで当社とやり
取りする際に、それらのプラットフォームからお客様に関する情報
を取得する場合があります。

当社は、さまざまな目的でお客様の個人情報を使用していますが、
そのほとんどは次のことを目的としています。
– お客様のBRP製品およびサービスの注文の管理（注文の完了や配
送、またはBRP製品の整備など）

– 顧客サポート、アシスタンス、およびアフターサービスの提供
（注文やメンテナンスの完了、またはそれらに関するフォロー

https://brp.com/en/privacy-policy.html
https://brp.com/en/privacy-policy.html
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アップ、納入時の問題の手助け、返品の対応、お客様のBRP製品
購入に関係するその他の問題など）

– BRP製品の登録、保証、セキュリティ、安全リコール、および紛
争解決の管理（保証やアフターサービスの提供、セキュリティと
安全性の保護、安全リコールの実施など）

– 当社の製品およびサービスに関するご案内の送信（BRPの新製
品、サービス、機能に関するお知らせ、コンテスト、プロモー
ション、イベントに関するニュースの共有、またはBRPが提供す
る製品やサービスで、お客様が興味を示す可能性があるものにつ
いてのご案内など）

– プロファイリング技術やジオロケーション技術に基づいた、パー
ソナライズされた体験、コンテンツ、またはオファーおよびサー
ビスの提供（車両のメンテナンスが必要な時期の通知、最寄りの
ディーラーシップのお知らせなど）

– お客様個人を特定できないデータ分析および統計データを実施
（ビジネスインテリジェンスに活用）、ならびに製品およびサー
ビスの改善方法に関する知見の獲得

– 不正行為および許可されていないまたは違法な活動の防止、検
出、および管理（BRP製品またはサービスの購入に関する不正行
為の検出および管理、違法または許可されていない活動およびサ
イバー攻撃の脅威の管理）

– 適用される法規制への準拠

お客様の個人情報は、次の組織に開示される場合があります：
BRP、BRP認定ディーラー、ディストリビューター、サービスプロ
バイダー、広告およびマーケットリサーチパートナー、および認定
されたその他の第三者。

状況によっては、お客様の居住地域外でお客様の個人情報が伝達さ
れる場合があります。お客様の個人情報は、当社の保持ポリシーに
従って、当社が個人情報を取得した目的に必要な期間に限り保持さ
れます。

お客様のデータプライバシー権（アクセスする権利や訂正する権利
など）を行使するには、または、マーケティング、満足度調査、お
よび一般的なデータプライバシーについての質問を目的としたアド
レスリストから削除するために同意を撤回するには、BRPのデータ
保護担当者にメール（privacyofficer@brp.com）でご連絡いただく
か、次の住所宛てに郵送でご連絡ください：BRP Legal Service, 726
St-Joseph, Valcourt, Quebec, Canada, J0E 2L0.

BBRRPPががおお客客様様のの個個人人情情報報をを処処理理すするる際際はは、、下下記記ののササイイトトにに記記載載ささ
れれてていいるる自自社社ののププラライイババシシーーポポリリシシーーにに従従っってて処処理理ししまますす。。

データプライバシーについて
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HTTPS://BRP.COM/EN/
PRIVACY-POLICY.HTML

データプライバシーについて

https://brp.com/en/privacy-policy.html
https://brp.com/en/privacy-policy.html
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おお問問いい合合わわせせ先先

wwwwww..bbrrpp..ccoomm

アアジジアア太太平平洋洋
BBRRPP AAssiiaa
107D and 107E, 17/F, Tower 1,
Grand Century Place, Mongkok,
Kowloon, Hong Kong

オオーースストトララリリアア
Level 26
477 Pitt Street
Sydney, NSW 2020

中中国国
上海市徐汇区衡山路10号6号楼301
Rm 301, Building 6,
No.10 Heng Shan Rd,
Shanghai, China

日日本本
〒108-0075東京都港区港南2丁目16-1
品川イーストワンタワー21階

ニニュューージジーーラランンドド
Suite 1.6, 2–8 Osborne Street,
Newmarket, Auckland 2013

欧欧州州、、中中東東、、アアフフリリカカ
ベベルルギギーー
Oktrooiplein 1
9000 Gent

チチェェココ共共和和国国
Stefanikova 43a
Prague 5
150 00

ドドイイツツ
Alte Papierfabrik 16
D-40699 Erkrath

フフィィンンラランンドド
Isoaavantie 7
PL 8040
96101 Rovaniemi

フフラランンスス
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Arteparc Bâtiment B
Route de la côte d'Azur,
13 590 Meyreuil

ノノルルウウェェーー
Ingvald Ystgaardsvei 15
N-7484 Trondheim
Salg, marketing, ettermarked

ススウウェェーーデデンン
Spinnvägen 15
903 61 Umeå
Sweden 90821

ススイイスス
Avenue d’Ouchy 4-6
1006 Lausanne

中中南南米米
ブブララジジルル
Rua Odila Maia Rocha Brito, 25
Edificio Beaumont, andar 1 ao 5
CEP 13092-110 Campinas -SP

メメキキシシココ
Av.Ferrocarril 202
Parque Industrial Querétaro
Santo Rosa Jauregui, Querétaro
C.P.76220

北北米米
カカナナダダ
3200A, rue King Ouest,
Suite 300
Sherbrooke (Québec) J1L 1C9

米米国国
10101 Science Drive
Sturtevant, Wisconsin
53177

お問い合わせ先



409

住住所所//所所有有権権のの変変更更
住所が変わった場合または、スノーモービルの所有権を新たに取得
した場合、BRPに次の方法で通知してください：
– BRP認定スノーモービルディーラーに連絡する。
– 北北米米ののみみ：：1 -888 -272-9222に電話する。
– このガイドのお客様窓口のセクションに記載されているBRPの
住所のいずれかに、以降のページにある住所変更カードを郵送し
てください。

所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書
を添付してください。

保証期間が切れている場合でも、オーナーに安全リコールなどに関
する情報を伝達するのに非常に重要なため、必ずBRPに通知してく
ださい。BRPに通知するのは、所有者の責任です。

盗盗難難にに遭遭っったた場場合合:: スノーモービルが盗難に遭った場合は、BRPま
たはBRP認定スノーモービルディーラーにご連絡ください。お客様
の氏名、ご住所、電話番号、車両識別番号、そして盗難の日付をお
知らせください。
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⾞ 両 識 別 番 号  (V.I.N.)

⾞ 両 識 別 番 号

住 所 の 変 更

以 前 の 住 所
ま た は 以 前 の オ ー ナ ー ：

新 し い 住 所
ま た は 新 し い オ ー ナ ー ：

所 有 権 の 変 更

モ デ ル 番 号

番 地

市 /郡

国

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

番 地

市 /郡

国

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

⾞ 両 識 別 番 号  (V.I.N.)

⾞ 両 識 別 番 号

住 所 の 変 更

以 前 の 住 所
ま た は 以 前 の オ ー ナ ー ：

新 し い 住 所
ま た は 新 し い オ ー ナ ー ：

所 有 権 の 変 更

モ デ ル 番 号

番 地

市 /郡

国

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

番 地

市 /郡

国

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

住所/所有権の変更
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\\ の ペ ー ジ は
意 図 的 に 空 ⽩ で す

住所/所有権の変更
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⾞ 両 識 別 番 号  (V.I.N.)

⾞ 両 識 別 番 号

住 所 の 変 更

以 前 の 住 所
ま た は 以 前 の オ ー ナ ー ：

新 し い 住 所
ま た は 新 し い オ ー ナ ー ：

所 有 権 の 変 更

モ デ ル 番 号

番 地

市 /郡

国

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

番 地

市 /郡

国

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

⾞ 両 識 別 番 号  (V.I.N.)

⾞ 両 識 別 番 号

住 所 の 変 更

以 前 の 住 所
ま た は 以 前 の オ ー ナ ー ：

新 し い 住 所
ま た は 新 し い オ ー ナ ー ：

所 有 権 の 変 更

モ デ ル 番 号

番 地

市 /郡

国

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

番 地

市 /郡

国

ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

⽒ 名

都 道 府 県

電 話 番 号

住所/所有権の変更



413

\\ の ペ ー ジ は
意 図 的 に 空 ⽩ で す

住所/所有権の変更
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注 記 ：  

住所/所有権の変更
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注 記 ：  

住所/所有権の変更
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注 記 ：  

住所/所有権の変更
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注 記 ：  

住所/所有権の変更
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注 記 ：  

住所/所有権の変更
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注 記 ：  

住所/所有権の変更
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注 記 ：  

住所/所有権の変更
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注 記 ：  

住所/所有権の変更
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注 記 ：  

住所/所有権の変更



423

注 記 ：  

住所/所有権の変更





モ デ ル 番 号

オ ー ナ ー :

購 ⼊ ⽇

保 証 有 効 期 限

⽒ 名

都 道 府 県 市 /郡

番 地 ア パ ー ト

郵 便 番 号

町 村

年 ⽉ ⽇

年

販 売 時 に デ ィ ー ラ ー が 記 ⼊ す る こ と 。

デ ィ ー ラ ー 押 印 箇 所

⽉ ⽇

⾞ 両
識 別 番 号  (V.I.N.)
エ ン ジ ン
識 別 番 号  (E.I.N.)



警警告告
オオペペレレーータターーズズガガイイドド、、安安全全講講習習ビビデデオオおおよよびび製製品品にに貼貼付付さされれ
てていいるる警警告告ララベベルルにに記記載載のの安安全全注注意意事事項項ややイインンスストトララククシショョンン
をを無無視視すするるとと、、負負傷傷やや死死亡亡事事故故がが生生じじるる恐恐れれががあありりまますす。。

注注記記：：
®、TMおよびBRPのロゴはBombardier Recreational Products Inc.ま

たはその関連会社の商標です。
©2026 BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC. 無断複

写・転載を禁じます。
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www.brp.com




